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本
紙
﹁
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
﹂
は
、
日
本
で
、
国
立
国
会
図

書
館
︵
東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
１
丁
目
︶
に
所
蔵
さ
れ

て
お
り
、
利
用
者
の
閲
覧
が
可
能
で
す
。
ま
た
東
京
大
学

の
本
郷
と
駒
場
の
両
図
書
館
で
も
閲
覧
が
可
能
で
す
。

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
大
麻
管
理

委
員
会
は
11
月
21
日
、
36
件
の

条
件
付
き
成
人
用
大
麻
専
門
薬

局
の
販
売
許
可
を
承
認
し
た
こ

と
を
発
表
し
た
。
 

　
同
州
大
麻
管
理
事
務
所
は
、

９
０
０
通
以
上
の
同
認
可
申

請
を
受
け
、
今
年
中
に
合
計

１
５
０
件
の
大
麻
販
売
ラ
イ
セ

ン
ス
を
発
行
す
る
。
同
州
初
の

大
麻
販
売
店
は
今
年
末
に
開
店

す
る
と
い
う
。
今
回
承
認
を
受

け
た
36
件
の
う
ち
、
28
人
は
大

麻
関
連
の
逮
捕
歴
が
あ
る
個
人

で
、
８
件
は
非
営
利
団
体
と
な

っ
て
い
る
。
22
日
付
の
Ｎ
Ｙ
デ

イ
リ
ー
ニ
ュ
ー
ス
紙
の
記
事

は
、
前
科
あ
る
個
人
が
承
認
の

優
先
対
象
に
な
っ
た
こ
と
に
つ

い
て
﹁
同
委
員
会
は
、
あ
ま
り

に
も
厳
し
い
と
批
判
さ
れ
て
い

た
制
度
を
修
正
す
る
意
向
を
示

し
た
﹂
と
伝
え
て
い
る
。
 

　
同
州
は
２
０
２
１
年
３
月
、

嗜
好
用
大
麻
の
使
用
を
合
法
化

し
た
が
、
販
売
許
可
は
今
回
が

初
め
て
と
な
っ
た
。
販
売
者
の

認
可
過
程
に
つ
い
て
は
未
だ
話

し
合
い
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。

販
売
ラ
イ
セ
ン
ス
の
発
行
は
同

州
全
域
で
許
可
さ
れ
た
わ
け
で

は
な
い
。
連
邦
判
事
は
先
月
初

頭
、
同
州
の
複
数
の
行
政
地
区

に
対
し
て
、
同
ラ
イ
セ
ン
ス
発

行
の
一
時
的
な
指
し
止
め
命
令

を
発
効
し
た
。

　
承
認
さ
れ
た
地
区
で
は
最
低

１
件
の
同
ラ
イ
セ
ン
ス
が
承
認

さ
れ
て
い
る
が
、
ブ
ル
ッ
ク
リ

ン
や
ウ
エ
ス
ト
チ
ェ
ス
タ
ー
郡

を
含
む
郡
や
区
は
発
行
許
可
が

下
り
て
い
な
い
。

      

︵
関
連
記
事
４
、
16
面
に
︶

 

歳
末
商
戦

ギ
フ
ト
に

ホ
リ
デ
ー
シ
ー
ズ
ン
到
来

﹁
日
本
で
は
犯
罪
﹂

Ｎ
Ｙ
日
本
総
領
事
館
が
警
告

３年ぶりにホリデーギフトショップがオープンしたグランドセントラル駅（11 月 27 日、写真・三浦良一）

嗜
好
用
大
麻
販
売
を
許
可

逮
捕
歴
あ
る
者
に
営
業
免
許
優
先

NY 州
　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
総
領
事

館
で
は
、
大
麻
に
つ
い
て
在
留

邦
人
に
﹁
絶
対
に
手
を
出
さ
な

い
よ
う
﹂
領
事
メ
ー
ル
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
︵
Ｈ
Ｐ
︶
で
注
意
を

呼
び
か
け
て
い
る
。
そ
れ
に
よ

る
と
、
日
本
国
内
で
は
大
麻
の

所
持
や
譲
受
、
譲
渡
な
ど
を
大

麻
取
締
法
に
よ
っ
て
厳
し
く
規

制
し
て
い
る
。
厚
生
労
働
省
Ｈ

Ｐ
に
よ
れ
ば
、
近
年
の
薬
物
事

犯
の
検
挙
者
数
は
、
覚
醒
剤
及

び
大
麻
が
大
半
を
占
め
、
大
麻

取
締
法
に
よ
る
検
挙
者
数
は

年
々
増
え
て
い
る
。
大
麻
に
は

中
毒
性
・
依
存
性
が
あ
り
、
常

習
化
す
る
こ
と
も
ま
ま
あ
る
。

　
日
本
の
大
麻
取
締
法
で
は
、

国
外
に
お
け
る
栽
培
、
所
持
、

譲
受
、
譲
渡
し
た
り
し
た
場
合

な
ど
に
罰
す
る
規
定
が
あ
り
、

罪
に
問
わ
れ
る
場
合
が
あ
る
の

で
、
在
留
邦
人
に
対
し
て
は
日

本
の
法
律
を
遵
守
し
、
大
麻
が

合
法
化
さ
れ
て
い
る
州
に
あ
っ

て
も
、
絶
対
に
手
を
出
さ
な
い

よ
う
、
領
事
メ
ー
ル
、
Ｈ
Ｐ
で

注
意
を
呼
び
掛
け
て
い
る
。
各

州
に
お
い
て
大
麻
使
用
に
関
し

て
異
な
る
規
則
︵
娯
楽
用
・
医

療
用
と
も
違
法
と
す
る
州
が
あ

る
︶
が
あ
る
こ
と
も
理
解
す
る

必
要
が
あ
る
と
し
て
い
る
。

　
感
謝
祭
も
終
わ
り
、
師
走
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
街
は
、
ホ

リ
デ
ー
シ
ー
ズ
ン
一
色
だ
。
グ
ラ
ン
ド
セ
ン
ト
ラ
ル
駅
に
も

３
年
ぶ
り
に
ホ
リ
デ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
戻
っ
て
き
た
。

　
今
や
買
い
物
の
形
態
は
様
変
わ
り
し
て
お
り
、
感
謝
祭
前

か
ら
セ
ー
ル
を
行
う
と
こ
ろ
が
増
え
、
実
店
舗
が
開
い
て
い

な
く
て
も
ネ
ッ
ト
で
買
え
る
た
め
感
謝
祭
当
日
も
セ
ー
ル
が

行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
今
年
の
ホ
リ
デ
ー
シ
ー
ズ
ン
の
売
り
上
げ
は
最
大
８
%
増

加
す
る
と
全
米
小
売
業
協
会
︵
Ｎ
Ｒ
Ｆ
︶
は
予
測
し
て
い
る
。
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ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー

︵
Ｊ
Ｓ
、
東
47
丁
目
３
３
３
番

地
︶
は
、﹁
ラ
ブ
・
レ
タ
ー
ズ

岩
井
俊
二
監
督
作
品
特
集
﹂
と

題
し
た
上
映
会
を
9
日
か
ら
23

日
に
か
け
て
開
催
す
る
。
90
年

代
の
日
本
が
生
ん
だ
最
も
独
創

的
な
才
能
を
持
つ
映
画
監
督
の

一
人
で
あ
る
岩
井
は
、
若
者
の

苦
難
、
夢
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
、
人
生
の
重
要
な
瞬
間
を
捉

え
、
そ
の
独
特
な
映
像
は
﹁
岩

井
ワ
ー
ル
ド
﹂
と
称
さ
れ
て
い

る
。
特
集
で
は
、
計
4
作
品
を

上
映
す
る
。
新
し
い
自
由
、
自

立
、
純
愛
を
テ
ー
マ
に
し
た
作

品
は
、
人
生
の
新
た
な
変
化
や

経
験
に
直
面
す
る
青
少
年
を
痛

切
に
描
い
て
い
る
。
チ
ケ
ッ

ト
料
金
は
劇
場
上
映
作
品
が

一
般
15
ド
ル
／
学
生
・
シ
ニ

ア
12
ド
ル
／
Ｊ
Ｓ
会
員
10
ド

ル
。
ボ
ッ
ク
ス
オ
フ
ィ
ス
電
話

２
１
２
・
７
１
５
・
１
２
５
８

ま
た
は
Ｊ
Ｓ
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト w
w

w
.japan

society
.

org

詳

細

はjapansociety.
org

を
参
照
。

劇
場
上
映
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

▽
﹁Love Letter

﹂
＝
9
日

︵
金
︶
午
後
7
時
︵
１
９
９
５

年
／
１
１
７
分
／
日
本
語
／
英

語
字
幕
︶
出
演
・
中
山
美
穂
、

豊
川
悦
司
、
酒
井
美
紀
ほ
か
。

▽
﹁
打
ち
上
げ
花
火
、
下
か
ら

見
る
か
？
横
か
ら
見
る
か
？
﹂

＝
※
10
日
︵
土
︶
午
後
５
時

︵
１
９
９
３
年
／
45
分
／
日
本

語
／
英
語
字
幕
︶
出
演
・
奥
菜

恵
、
山
崎
裕
太
、
反
田
孝
幸
　

ほ
か
▽
﹁
四
月
物
語
﹂
＝
※
10

日
︵
土
︶
午
後
5
時
︵
１
９
９
８

年
／
67
分
／ 

︵
日
本
語
／
英
語

字
幕
︶
出
演
・
松
た
か
子
、
田

辺
誠
一
、
藤
井
か
ほ
り
　
ほ
か

▽
﹁
リ
リ
イ
・
シ
ュ
シ
ュ
の
す

べ
て
﹂
10
日
︵
土
︶
午
後
7
時

15
分
︵
２
０
０
１
年
／
１
４
６

分
／
日
本
語
／
英
語
字
幕
︶
出

演
・
市
原
隼
人
、
忍
成
修
吾
、

伊
藤
歩
、
蒼
井
優
ほ
か
。︵
※

印
は
２
本
立
て
︶

岩
井
俊
二
監
督
作
品

Ｊ
Ｓ
で
４
作
品
を
上
映

森田芳光監督を特集

　
12
月
２
日
か
ら
11
日
ま
で
、

リ
ン
カ
ー
ン
・
セ
ン
タ
ー
で

米
国
初
の
森
田
芳
光
監
督
特

集
︵
国
際
交
流
基
金
共
催
︶
が

上
映
さ
れ
る
。
８
ミ
リ
の
自
主

映
画
か
ら
始
め
、
商
業
映
画
の

大
作
ま
で
手
が
け
た
森
田
芳
光

︵
１
９
５
１
〜
２
０
１
１
︶
の

30
余
年
に
渡
る
キ
ャ
リ
ア
で
作

ら
れ
た
27
作
か
ら
選
ば
れ
た
12

作
が
上
映
さ
れ
、
製
作
者
の
三

沢
和
子
氏
が
２
日
か
ら
４
日
ま

で
作
品
紹
介
を
す
る
。

　
１
９
８
４
年
に
ア
メ
リ
カ
で

も
劇
場
公
開
さ
れ
た
﹃
家
族
ゲ

ー
ム
﹄︵
83
︶
は
独
創
性
に
満

ち
た
視
覚
・
聴
覚
デ
ザ
イ
ン
で

鮮
烈
な
印
象
を
与
え
、
森
田
は

一
躍
日
本
映
画
界
の
若
手
ス
タ

ー
と
な
っ
た
。
海
か
ら
船
で
や

っ
て
く
る
家
庭
教
師
︵
松
田
優

作
︶
は
劣
等
生
の
中
学
生
︵
宮

川
一
朗
太
︶
に
自
信
を
与
え
、

事
な
か
れ
主
義
の
父
︵
伊
丹

十
三
︶、
家
族
の
狭
間
に
居
場

所
を
探
す
母
︵
由
紀
さ
お
り
︶、

優
等
生
の
兄
の
一
家
に
波
紋
を

生
み
出
し
て
行
く
中
で
、
社
会

批
評
も
炙
り
出
す
。
一
列
に
並

ん
で
家
族
が
座
る
食
卓
シ
ー
ン

は
、
伝
説
的
に
語
り
継
が
れ
て

い
る
。

　
一
作
毎
に
ま
っ
た
く
別
の
ジ

ャ
ン
ル
、
種
類
の
映
画
に
挑
戦

す
る
こ
と
で
、
森
田
映
画
は
驚

き
の
連
続
で
あ
っ
た
。
商
業
映

画
デ
ビ
ュ
ー
作
﹃
の
・
よ
う
な

も
の
﹄︵
81
︶
は
、
落
語
家
を

目
指
す
若
者
︵
伊
藤
克
信
︶
と

あ
っ
け
ら
か
ん
と
し
た
性
風
俗

産
業
従
事
者
︵
秋
吉
久
美
子
︶

を
巡
る
題
材
も
表
現
も
リ
ズ
ム

も
個
性
的
な
魅
力
に
溢
れ
る
作

品
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
一
方
で

日
本
文
学
を
代
表
す
る
重
厚
な

原
作
も
手
が
け
て
い
る
。
夏
目

漱
石
の
古
典
を
豪
華
絢
爛
な
ス

タ
イ
ル
で
翻
案
し
た
﹃
そ
れ
か

ら
﹄︵
85
︶、
現
代
的
テ
ー
マ
を

そ
こ
は
か
と
な
く
扱
う
吉
本

ば
な
な
原
作
の
﹃
キ
ッ
チ
ン
﹄

(

89)

、
国
民
的
不
倫
ド
ラ
マ

と
さ
れ
た
正
統
派
ヒ
ッ
ト
作

﹃
失
楽
園
﹄︵
97
︶
と
、
森
田
の

芸
域
は
広
い
。

　
し
か
も
日
活
ポ
ル
ノ
の
習
作

﹃︵
本
︶
噂
の
ス
ト
リ
ッ
パ
ー
﹄

︵
82
︶
や
薬
師
丸
ひ
ろ
子
、
野

村
宏
伸
主
演
の
﹃
メ
イ
ン
・
テ

ー
マ
﹄︵
84
︶
と
い
っ
た
青
春

も
の
、
暗
殺
者
︵
沢
田
研
二
︶

を
巡
る
冷
徹
で
ス
タ
イ
リ
ッ

シ
ュ
な
﹃
と
き
め
き
に
死
す
﹄

︵
84 )

が
あ
る
か
と
思
え
ば
、

心
神
喪
失
者
に
つ
い
て
の
法
規

を
テ
ー
マ
に
し
た
鈴
木
京
香
主

演
の
﹃
刑
法
三
十
九
条
﹄︵
99
︶

や
保
険
金
詐
欺
に
翻
弄
さ
れ
る

保
険
会
社
社
員
の
奮
闘
を
描
く

﹃
黒
い
家
﹄︵
99
︶
と
い
っ
た
サ

ス
ペ
ン
ス
・
ス
リ
ラ
ー
、
ホ
ラ

ー
も
手
が
け
、
兄
弟
愛
が
微
笑

ま
し
い
﹃
間
宮
兄
弟
﹄︵
06
︶

ま
で
あ
れ
ば
、
呆
気
に
取
ら
れ

る
ほ
か
な
い
。

　
し
か
し
特
筆
し
た
い
森
田
の

才
能
は
、
世
界
に
先
駆
け
て
パ

ソ
コ
ン
通
信
を
通
じ
た
交
流
を

描
い
た
﹃(
ハ
ル)
﹄︵
96
︶
に

顕
著
だ
。
画
面
に
広
が
る
の
は

そ
の
多
く
が
パ
ソ
コ
ン
上
に
文

字
で
書
か
れ
た
短
い
通
信
文

で
、そ
こ
か
ら
二
人
の
男
女︵
深

津
絵
里
と
内
野
聖
陽
︶
の
現
実

生
活
で
の
ロ
マ
ン
ス
に
波
及
す

る
流
れ
は
見
事
で
あ
る
。
そ
の

先
取
精
神
と
と
も
に
、
映
像
を

通
じ
た
森
田
の
ア
イ
デ
ア
と
技

術
に
平
伏
す
る
ば
か
り
で
あ

る
。
　
　
　
　︵
平
野
共
余
子
︶

﹃
家
族
ゲ
ー
ム
﹄©

 1983 
N

ikkatsu C
orporation, 

Toho C
o., Ltd.

﹃︵
ハ
ル
︶﹄

©
 Kouw

a International

リ
ン
カ
ー
ン
・
セ
ン
タ
ー
で

12
作
品
を
一
挙
上
映

国
際
交
流
基
金
が
共
催

三
沢
和
子
氏
が
作
品
紹
介

Love Letter © FUJI TELEVISION NETWORK All rights reserved.

詳細は https://www.fi lmlinc.org/series/yoshimitsu-morita-retrospective/#fi lms を参照

http://ariyoshiny.com
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http://www.japansociety.org
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12 月 NY 日系人会の行事
   JAA は７月 31 日の水漏れ被害等から、来年１月同じビルの

５階に移転することを決めました。１２月後半はその準備の
為に皆様にご迷惑をかけるかもしれませんが、ご理解の程お
願いいたします。

■ 12 月 1 日（木）9:30am-12pm 「ヘレン・イリエ弁護士と滝
川玲子弁護士の遺言・事前指示の書類についての電話無料相
談 - Will, Health Care Proxy, Living Wills, Power of Attorney」
各 30 分。ご予約下さい。

■ 12 月 5 日（月）10am-12pm 「シニアへの無料ヘアカット」
田原ミチさん、佐々木ノリさん、津田やすこさん、小林はる
かさんがヘアカットを行います。お早めにご予約下さい。

■ 12 月 7 日（水）6:30 pm-「理事会と選挙総会」2023 年度の
ニューヨーク日系人会 /JAA の役員・理事を選出いたします。

■ 12 月 8 日（木）10am-12pm「笠野玲子弁護士による電話無
料法律相談室　( 移民法以外 )」。   ご予約下さい。各 30 分。

■ 12 月 8 日（木）「年末敬老会」12pm-2pm：
　BentOn のお弁当です。Iwaki Band の歌をお楽しみください。

この 11 階の JAA ホールでの敬老会は最後です。２月からは
同じビルの５階で行います。参加費：$5、敬老会参加とラン
チデリバリー、ピックアップのご予約はお早めに！ 12 月の
お誕生会あります。

 ■ 12 月９日（金）10:30am-12pm アップルキッズ企画「家族
で楽しむ小林利子先生の折り紙ワークショップ　脳トレ＆知
育折り紙」

　どなたでもご参加できます。無料です。
 ■ 12 月 12 日（月）6pm-9pm 「JAA 115 周年記念晩餐会 @ 

Harvard Club」Honorees: MUFG Bank, Corporate Commu-
nity Leadership、 ゲ ー リ ー 森 脇 JAA 終 身 顧 問、Individual 
Community Leadership、オープニングコーラスはニューヨー
ク混声コーラス、Guest Artists は Kuni Mikami Band with vo-
calist Meg Johnston 　AA の大きな Fundraising です。ぜひ
ご協力ください。

■ 12 月 15 日（木）10am-12pm 「米国の移民法に関しての電
話無料法律相談」加藤恵子弁護士が皆様のご相談にお答えし
ます。相談は各 15 分。ご予約下さい。

■ 12 月 1 ６日 ( 金 )5pm-6:30pm 「ホリデーパーティー @JAA
ホール」今年も JAA コーラスの歌、三上クニさんの JAZZ
ピアノをお楽しみください。JAA ホールの定員は 60 人です。
ワインとリフレッシュメントをご用意いたします。ボラン
ティア以外の方は会費＄10。

 
＊ JAA 事務局は
12 月 20 日以降、移転のため、活動はお休みです。ただ、御用

の方はご連絡ください。
12 月 23 日 ( 金 )、12 月 30 日（金）年末休み、１月３日から

JAA はオープンします。
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都
市
交
通
局
︵
Ｍ
Ｔ
Ａ
︶
は
、

コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
し
て
い
た
ホ

リ
デ
ー
シ
ー
ズ
ン
恒
例
の
ビ
ン

テ
ー
ジ
列
車
運
行﹁
ホ
リ
デ
ー
・

ノ
ス
タ
ル
ジ
ア
・
ト
レ
イ
ン
﹂

を
２
年
ぶ
り
に
11
月
27
日
に
再

開
し
た
。 

　
今
年
は
﹁
ト
レ
イ
ン
・
オ
ブ
・

メ
ニ
ー
・
カ
ラ
ー
ズ
﹂
と
称
し
、

Ｒ
33
形
、
Ｒ
33
Ｗ
Ｆ
形
、
Ｒ
36

形
な
ど
１
９
６
０
年
代
製
の
車

両
が
走
行
す
る
。
同
局
は
﹁
鮮

や
か
な
赤
の﹃
レ
ッ
ド
バ
ー
ド
﹄

＝
写
真
＝
を
は
じ
め
ケ
ー
ル
・

グ
リ
ー
ン
の
﹃
グ
リ
ー
ン
・
マ

シ
ー
ン
﹄、
青
と
シ
ル
バ
ー
の

﹃
プ
ラ
チ
ナ
・
ミ
ス
ト
﹄、
ロ
ビ

ン
エ
ッ
グ
ブ
ル
ー
の
﹃
ブ
ル
ー

バ
ー
ド
﹄
が
、
Ｎ
Ｙ
市
の
異
な

る
時
代
背
景
を
象
徴
す
る
﹂
と

伝
え
て
い
る
。

　
路
線
は
地
下
鉄
１
系
統
で
、

チ
ェ
ン
バ
ー
ズ
・
ス
ト
リ
ー
ト

駅
〜
１
３
７
丁
目-

シ
テ
ィ
・

カ
レ
ッ
ジ
駅
を
各
停
で
運
行
す

る
。
12
月
の
運
行
は
４
、
11
、

18
日
の
日
曜
、
上
り
チ
ェ
ン
バ

ー
ズ
・
ス
ト
リ
ー
ト
駅
発
は

午
前
10
時
、
正
午
、
午
後
２
、

４
時
、
下
り
１
３
７
丁
目
発

は
午
前
11
時
、
午
後
１
、
３
、

５
時
。
そ
の
ほ
か
の
詳
細
は

m
ytransitm

useum
.org

を

参
照
。 

地
下
鉄
ビ
ン
テ
ー
ジ
車
両

ホ
リ
デ
ー
走
行
カ
ラ
フ
ル
に

　
日
本
ク
ラ
ブ
は
、
年
末
恒
例

の
ホ
リ
デ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
を
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
で
開
催
す

る
。
対
面
式
は
日
本
ク
ラ
ブ
で

14
日
︵
水
︶
に
開
催
。
バ
ー
チ

ャ
ル
参
加
は 

21
日
〜
23
日
の

3
日
間
配
信
す
る
。
エ
ン
タ
ー

テ
イ
メ
ン
ト
は
、
ハ
ー
プ
奏
者

の
安
楽
真
理
子
氏
と
ソ
プ
ラ
ノ

歌
手
の
エ
リ
カ
・
バ
イ
コ
フ
。

参
加
費
は
日
本
ク
ラ
ブ
会
員

２
５
０
ド
ル
、
ゲ
ス
ト
と
一
般

は
３
５
０
ド
ル
︵
食
事
込
み
︶。

バ
ー
チ
ャ
ル
参
加
費
は
日
本
ク

ラ
ブ
会
員
１
６
０
ド
ル
、
ゲ

ス
ト
、
一
般
は
２
０
０
ド
ル

︵
特
製
弁
当
付
き
︶。
申
し
込

み
は
12
月
14
日
ま
で
。 info@

nipponclub.org

　
テ
レ
ビ
ジ
ャ
パ
ン
を
放
送
す

る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
コ
ス
モ
メ
デ
ィ
ア
・

ア
メ
リ
カ
12
月
の
動
画
配
信
サ

ー
ビ
ス
ｄ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ジ
ャ
パ

ン
は
、
大
ヒ
ッ
ト
作
品
が
続
々

と
登
場
す
る
。

　
ヤ
マ
ザ
キ
マ
リ
の
異
色
コ
ミ

ッ
ク
を
阿
部
寛
と
上
戸
彩
主
演

で
実
写
映
画
化
し
た
﹁
テ
ル
マ

エ
・
ロ
マ
エ
﹂
と
﹁
テ
ル
マ

エ
・
ロ
マ
エ
Ⅱ
﹂、
木
村
拓
哉

と
長
澤
ま
さ
み
が
共
演
、
東
野

圭
吾
の
大
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
小
説

が
待
望
の
実
写
映
画
化
﹁
マ
ス

カ
レ
ー
ド
・
ホ
テ
ル
﹂、
福
山

雅
治
が
天
才
物
理
学
者
・
湯
川

学
を
演
じ
る
人
気
シ
リ
ー
ズ
の

劇
場
版
﹁
容
疑
者
Ｘ
の
献
身
﹂

な
ど
。
視
聴
料
金
は
月
額
９
ド

ル
99
セ
ン
ト
。
問
い
合
わ
せ

は
、
ｄ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ジ
ャ
パ
ン

:

　https://dlibjapan.net/
日本クラブ

ホリデーパーティーを開催
ｄライブラリジャパン

テルマエ・ロマエなど放送

https://aantcinc.com/
https://talkme.jp/volunteer-kaigai?utm_source=info&utm_medium=qrcode&utm_campaign=nyseikatsu
https://okorih.com/js2022ny/
mailto:info@jaany.org
https://dlibjapan.net/
https://dlibjapan.net/
https://dlibjapan.net/
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海
外
日
本
人

サ
ポ
ー
ト

藤
田
幸
久 （９）

　
新
型
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
海
外

か
ら
の
日
本
入
国
制
限
等
に
伴

い
、
海
外
日
本
人
に
対
す
る
不

利
益
が
拡
大
し
て
い
ま
す
。
そ

う
し
た
中
、
今
年
は
海
外
日
本

人
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
以
下
の
動

き
が
あ
り
ま
し
た
。

▽
１
月
31
日
、
昨
年
の
総
選
挙

で
の
在
外
投
票
の
困
難
さ
と
高

負
担
に
憤
慨
し
た
海
外
日
本

人
が
﹁
在
外
ネ
ッ
ト
投
票
の

早
期
先
行
導
入
﹂
を
求
め
る

２
万
６
０
２
７
筆
の
署
名
を
林

芳
正
外
務
大
臣
に
提
出
。
こ

れ
に
謝
意
を
表
し
た
大
臣
は

﹁
２
万
人
投
票
の
現
状
を
一
桁

増
や
し
た
い
﹂
と
応
え
た
。

▽
４
月
1
日
か
ら
在
外
選
挙
人

名
簿
登
録
が
、
ビ
デ
オ
通
話
を

通
じ
た
本
人
確
認
及
び
事
前
送

付
さ
れ
た
書
類
の
原
本
確
認
に

よ
っ
て
、
遠
隔
地
に
住
む
日
本

人
有
権
者
は
在
外
公
館
に
出
向

く
こ
と
な
く
可
能
と
な
っ
た
。

▽
５
月
25
日
最
高
裁
判
所
は
海

外
日
本
人
が
最
高
裁
裁
判
官
の

国
民
審
査
に
投
票
で
き
な
い
の

は
違
憲
と
す
る
判
決
を
下
し

た
。
ま
た
判
決
は
投
票
方
式
の

変
更
を
示
唆
し
た
。
こ
れ
に
対

し
金
子
恭
之
総
務
大
臣
は
﹁
在

外
投
票
を
可
能
と
す
る
た
め
の

具
体
的
な
方
策
を
早
急
に
検
討

す
る
﹂
と
次
期
衆
院
選
ま
で
に

国
民
審
査
法
を
改
正
す
る
考
え

を
示
し
た
。

▽
９
月
20
日
河
野
太
郎
デ
ジ
タ

ル
担
当
大
臣
は
﹁
次
の
国
政
選

挙
に
は
︵
海
外
日
本
人
の
︶
選

挙
人
登
録
と
、
で
き
れ
ば
投
票

ま
で
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
で
き
る

よ
う
に
し
た
い
﹂
と
述
べ
た
。

河
野
大
臣
は
7
月
の
参
議
院
選

挙
前
に
海
外
日
本
人
に
在
外
選

挙
人
登
録
を
呼
び
か
け
て
お

り
、
在
外
ネ
ッ
ト
投
票
の
支
援

者
で
あ
る
。

▽
２
０
２
４
年
5
月
か
ら
海
外

日
本
人
が
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
取
得
で
き
る
こ
と
が
確
認

さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
海
外

日
本
人
の
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
本

人
確
認
や
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
政

手
続
き
も
可
能
と
な
る
。
こ
れ

を
決
定
し
た
、
通
称
デ
ジ
タ
ル

手
続
法
改
正
の
背
景
説
明
と
し

て
﹁
将
来
的
に
は
在
外
投
票
に

お
け
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
投

票
﹂
と
も
記
載
さ
れ
て
い
る
。

▽
在
外
ネ
ッ
ト
投
票
等
に
関
す

る
国
会
質
問
が
増
え
、
そ
の
結

果
、
海
外
日
本
人
の
在
外
公
館

投
票
も
郵
便
投
票
も
不
可
能
な

国
が
23
か
国
も
あ
る
こ
と
を
政

府
が
認
め
た
。
　

〇
外
国
籍
を
取
得
す
る
と
日
本

国
籍
が
自
動
的
に
、
か
つ
強
制

的
に
は
く
奪
さ
れ
る
国
籍
法
第

11
条
の
改
正
を
求
め
る
訴
訟
が

脚
光
を
浴
び
て
い
る
。
外
務
省

は
長
年
日
本
人
が
複
数
の
パ
ス

ポ
ー
ト
を
持
つ
こ
と
を
黙
認
し

て
き
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る

入
国
制
限
に
伴
い
法
執
行
を
強

行
す
る
よ
う
に
な
り
、﹁
親
の

死
に
目
に
逢
え
な
か
っ
た
﹂、

﹁
帰
国
し
た
日
本
人
が
再
出
国

す
る
と
再
入
国
が
難
し
い
﹂
な

ど
の
直
接
的
被
害
が
続
出
し
て

い
る
こ
と
に
よ
る
。

　
日
本
に
対
す
る
愛
情
や
誇
り

も
高
い
海
外
日
本
人
の
皆
さ
ん

に
対
す
る
支
援
を
来
年
は
さ
ら

に
高
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
ふ
じ
た
・
ゆ
き
ひ
さ
＝
慶
大

卒
。
世
界
的
な
道
徳
平
和
活
動

Ｍ
Ｒ
Ａ
や
難
民
を
助
け
る
会
で

活
動
し
た
初
の
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
出

身
政
治
家
。
衆
議
院
・
参
議
院

議
員
各
二
期
。
財
務
副
大
臣
、

民
主
党
国
際
局
長
、
民
進
党
ネ

ク
ス
ト
外
務
大
臣
、
横
浜
国
立

大
講
師
等
歴
任
。
ア
メ
リ
カ
元

捕
虜
︵
Ｐ
Ｏ
Ｗ
︶
の
訪
日
事
業

を
主
導
。
現
在
国
際
Ｉ
Ｃ
︵
旧

Ｍ
Ｒ
Ａ
︶
日
本
協
会
会
長
。
岐

阜
女
子
大
特
別
客
員
教
授
。

前
進
の
一
年

五
番
街
が

歩
行
者
天
国

12
月
の
毎
週
日
曜

　
エ
リ
ッ
ク
・
ア
ダ
ム
ス
Ｎ
Ｙ

市
長
は
11
月
22
日
、
５
番
街
の

11
ブ
ロ
ッ
ク
間
を
12
月
の
第

１
、２
、３
の
日
曜
日
は
歩
行
者

天
国
に
す
る
と
発
表
し
た
。 

　
観
光
業
が
活
気
づ
く
ホ
リ
デ

ー
シ
ー
ズ
ン
に
、
同
市
で
最
も

有
名
な
大
通
り
を
歩
行
者
に
開

放
す
る
同
﹁
オ
ー
プ
ン
・
ス
ト

リ
ー
ツ
﹂
計
画
は
、
今
年
は
５

番
街
に
つ
な
が
る
一
部
の
脇
道

も
含
み
車
両
通
行
止
め
区
間
を

拡
大
す
る
。
同
市
長
は
書
面
で

﹁
毎
年
ホ
リ
デ
ー
シ
ー
ズ
ン
に

は
、
世
界
中
か
ら
Ｎ
Ｙ
市
、
特

に
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
に
人
び
と
が

訪
れ
る
。
訪
Ｎ
Ｙ
観
光
客
の
皆

さ
ん
に
は
２
つ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
贈
る
。
ハ
ッ
ピ
ー
・
ホ
リ
デ

ー
ズ
、
そ
し
て
ス
ぺ
ン
ド
・
マ

ニ
ー
﹂
と
伝
え
た
。 

　﹁
オ
ー
プ
ン
・
ス
ト
リ
ー
ツ
﹂

計
画
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
売
上
が

低
迷
し
て
い
る
飲
食
店
の
客
足

を
伸
ば
そ
う
と
、
ビ
ル
・
デ
ブ

ラ
シ
オ
前
同
市
長
が
２
０
２
０

年
に
発
足
し
た
。
車
両
通
行
禁

止
に
な
る
の
は
５
番
街
48
〜
57

丁
目
、
４
日
、
11
日
、
18
日
の

正
午
〜
午
後
６
時
と
な
っ
て
い

る
。
歩
行
者
天
国
で
は
、
聖
歌

隊
や
ド
ラ
ム
演
奏
、
ダ
ン
ス
な

ど
の
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
ほ

か
、飲
食
の
屋
台
も
出
店
す
る
。 

　
ま
た
、
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
セ

ン
タ
ー
の
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー

周
辺
、
５
〜
６
番
街
の
西
49
〜

50
丁
目
は
午
前
11
時
〜
深
夜
、

１
月
中
旬
ま
で
通
行
止
め
と
な

っ
て
い
る
。

訂
正
　
本
紙
先
週
号
４
面
に
掲

載
し
た
Ｊ
Ａ
Ａ
年
次
晩
餐
会
が

12
月
12
日
︵
火
︶
と
あ
る
の
は

︵
月
︶
の
誤
り
で
す
。

無
許
可
店
と
競
争

大
麻
の
路
上
取
引
堂
々
と

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
で
嗜
好
用

大
麻
が
昨
年
２
月
に
非
犯
罪
化

さ
れ
て
以
来
、
Ｎ
Ｙ
市
で
は
街

の
至
る
と
こ
ろ
で
ト
ラ
ッ
ク
も

含
め
大
麻
が
許
可
な
く
販
売
さ

れ
て
い
る
。
Ｎ
Ｙ
州
は
21
日
に

大
麻
販
売
許
可
証
を
36
件
交
付

し
︵
＝
本
誌
１
面
参
照
＝
︶、

合
法
の
販
売
店
が
も
う
す
ぐ
オ

ー
プ
ン
す
る
と
見
ら
れ
る
が
、

す
で
に
足
場
を
築
い
て
い
る
無

許
可
店
と
の
競
争
が
強
い
ら
れ

そ
う
だ
。

　
他
州
で
は
大
麻
事
業
に
大
規

模
な
企
業
を
参
入
さ
せ
た
り
し

て
い
る
が
、
Ｎ
Ｙ
州
が
許
可
証

を
与
え
て
い
る
の
は
出
所
者
へ

の
教
育
や
訓
練
を
提
供
し
て
い

る
ド
ゥ
ー
・
フ
ァ
ン
ド
や
リ
サ

イ
ク
ル
事
業
で
ホ
ー
ム
レ
ス
や

エ
イ
ズ
患
者
を
支
援
し
て
い
る

ハ
ウ
ジ
ン
グ
・
ワ
ー
ク
ス
・
カ

ン
ビ
ナ
ス
な
ど
の
非
営
利
団

体
、
あ
る
い
は
大
麻
逮
捕
歴
の

あ
る
人
や
そ
の
家
族
に
よ
る
小

規
模
事
業
者
と
な
っ
て
い
る
。

　
大
麻
販
売
は
酒
・
ビ
ー
ル
販

売
業
と
同
じ
よ
う
に
許
可
制
で

小
規
模
事
業
者
が
担
う
よ
う
設

計
さ
れ
て
い
る
。
大
麻
の
配
達

と
ラ
ウ
ン
ジ
運
営
も
許
可
制
で

今
後
、
交
付
さ
れ
て
い
く
予
定

だ
。
大
麻
栽
培
に
は
大
手
企
業

が
認
可
さ
れ
て
い
る
が
、
医
療

用
大
麻
だ
け
で
あ
り
栽
培
面
積

も
10
万
平
方
フ
ィ
ー
ト
ま
で
と

規
制
さ
れ
て
い
る
。
Ｎ
Ｙ
州
の

大
麻
関
連
の
法
律
は
不
平
等
是

正
や
貧
困
・
犯
罪
対
策
と
し
て

の
位
置
付
け
が
あ
り
、
得
ら
れ

る
税
収
は
貧
困
対
策
な
ど
に
重

点
的
に
回
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。

　
販
売
さ
れ
る
大
麻
は
州
内
で

栽
培
さ
れ
た
も
の
で
な
く
て
は

な
ら
な
い
が
、
無
許
可
店
で
売

ら
れ
て
い
る
大
麻
の
多
く
は
カ

ル
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
や
コ
ロ
ラ
ド

州
産
だ
。
ま
た
学
校
や
保
育
施

設
の
近
く
に
店
を
構
え
て
は
い

け
な
い
が
、
そ
う
し
た
場
所
に

あ
る
店
も
あ
る
。

　
州
は
こ
う
し
た
無
許
可
販
売

を
一
掃
し
、完
全
に
規
制
さ
れ
、

課
税
さ
れ
た
大
麻
市
場
を
目
指

し
て
い
る
も
の
の
、
無
許
可
店

を
取
り
締
ま
る
こ
と
に
は
消
極

的
で
、
許
可
店
は
競
争
を
強
い

ら
れ
る
と
見
ら
れ
て
い
る
。

　
米
国
の
多
く
の
州
で
医
療
用

大
麻
が
認
め
ら
れ
て
お
り
、
嗜

好
用
も
18
州
と
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ

Ｃ
で
認
め
ら
れ
て
い
る
。
Ｎ
Ｙ

州
に
隣
接
す
る
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー

ジ
ー
州
は
昨
年
２
月
に
合
法
化

し
、
今
年
４
月
か
ら
デ
ィ
ス
ペ

ン
サ
リ
ー
と
呼
ば
れ
る
販
売
薬

局
で
売
ら
れ
て
い
る
。
コ
ネ
チ

カ
ッ
ト
州
も
昨
年
６
月
に
合
法

化
し
た
。
最
初
の
販
売
店
は
来

年
春
、
ウ
エ
ス
ト
ハ
ー
ト
フ
ォ

ー
ド
に
オ
ー
プ
ン
す
る
。

 

　
マ
リ
フ
ァ
ナ
・
ビ
ジ
ネ
ス
・

フ
ァ
ク
ト
ブ
ッ
ク
は
米
国
で
の

大
麻
の
年
間
小
売
売
上
高
は

今
年
３
３
０
億
ド
ル
︵
約
４
・

５
兆
円
︶
を
超
え
、
26
年
に
は

５
２
０
億
ド
ル
︵
約
７
・
２
兆

円
︶
を
超
え
る
と
予
測
。
雇
用

数
は
現
在
の
約
52
万
人
か
ら
26

年
に
は
80
万
人
を
超
え
る
見
込

み
で
、
経
済
効
果
は
２
０
２
２

年
で
お
よ
そ
１
０
０
０
億
ド

ル
︵
約
14
兆
円
︶、
26
年
に
は

１
５
８
０
億
ド
ル︵
約
22
兆
円
︶

ほ
ど
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
と

し
て
い
る
。

　
州
の
規
制
当
局
と
一
部
の
業

界
関
係
者
は
合
法
的
な
販
売
店

を
弱
体
化
さ
せ
て
し
ま
う
と
し

て
無
許
可
店
の
閉
鎖
を
求
め
て

い
る
。
ア
ダ
ム
ス
市
長
の
広
報

官
は
、
市
当
局
は
何
百
も
の
事

業
検
査
を
し
て
お
り
、
違
法
製

品
の
没
収
、
罰
金
刑
や
逮
捕
も

し
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。
し

か
し
閉
鎖
な
ど
の
厳
し
い
措
置

を
取
っ
て
い
な
い
。
閉
鎖
す
る

と
失
業
者
が
出
て
し
ま
う
た
め

で
、
取
り
締
ま
る
代
わ
り
に
合

法
化
す
る
よ
う
努
め
る
べ
き
だ

と
い
う
声
は
強
い
。カ
リ
ー
ナ
・

リ
ベ
ラ
市
議
会
議
員︵
民
主
党
、

２
区
︶
は
﹁
不
安
定
な
状
態
だ
。

社
会
正
義
を
全
面
的
に
重
視
し

て
い
る
の
に
、
違
法
販
売
し
て

い
る
と
し
て
黒
人
や
ヒ
ス
パ
ニ

ッ
ク
の
小
事
業
者
を
逮
捕
す
る

つ
も
り
な
の
か
、
複
雑
だ
﹂
と

述
べ
て
い
る
。

大
麻
の
看
板
を
堂
々
と
出
す
無
許
可
店
︵
８
番
街
38
丁
目
︶

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
総
領
事

館
で
は
大
麻
に
よ
る
影
響
に
つ

い
て
﹁
専
門
家
か
ら
は
、
長
期

的
な
使
用
に
よ
っ
て
、
呼
吸
器

系
、
循
環
器
系
、
中
枢
神
経
系
、

消
化
器
系
な
ど
と
い
っ
た
体
の

メ
カ
ニ
ズ
ム
に
大
き
な
悪
影
響

を
及
ぼ
す
可
能
性
、
心
臓
発
作

と
脳
卒
中
の
リ
ス
ク
が
高
い
人

に
は
そ
の
リ
ス
ク
が
高
ま
る
可

能
性
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
若
者
の
脳
機
能
の

発
達
に
影
響
を
与
え
る
と
い
っ

た
意
見
や
精
神
衛
生
に
悪
影
響

を
与
え
る
と
い
っ
た
意
見
の
ほ

か
、
依
存
症
や
う
つ
病
・
統
合

失
調
症
に
な
る
リ
ス
ク
、
さ
ら

に
は
大
麻
を
入
口
と
し
て
ハ
ー

ド
ド
ラ
ッ
ク
に
手
を
出
し
て
し

ま
う
リ
ス
ク
な
ど
が
指
摘
さ
れ

る
な
ど
、
安
易
に
手
を
出
す
の

は
極
め
て
危
険
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
ま
す
﹂
と
注
意
喚
起
。

　
厚
生
労
働
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
は
、
大
麻
乱
用
者
に
よ
る

告
白
と
し
て
数
例
を
紹
介
し
て

い
る
。大
麻
は﹁
害
が
な
い
﹂﹁
依

存
性
も
な
い
﹂
と
い
っ
た
誤
っ

た
情
報
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

な
ど
で
流
さ
れ
て
い
る
が
、﹁
大

麻
は
、
実
際
に
は
あ
な
た
の
脳

を
壊
し
ま
す
。
あ
な
た
の
人
生

や
周
り
人
の
人
生
を
守
る
た
め

に
も
、
１
回
で
も
絶
対
に
使
用

し
な
い
で
く
だ
さ
い
﹂
と
警
告

し
て
い
る
。

﹁
ハ
ー
ド
ド
ラ
ッ
グ
へ
の
入
り
口
﹂

Ｎ
Ｙ
日
本
総
領
事
館
が
注
意
喚
起

http://www.919usa.com
mailto:kisotanaka@kisotanaka.com
mailto:info@bcnetwork.org
http://www.Jhelp.com
http://www.nyseikatsu.com
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コ
ロ
ナ
禍
で
閉
鎖
さ
れ
て
い

た
日
本
も
や
っ
と
10
月
11
日
か

ら
開
国
、
米
国
籍
の
夫
と
日
本

国
籍
の
筆
者
は
３
回
以
上
の
ワ

ク
チ
ン
接
種
証
明
を
持
っ
て
早

速
成
田
行
き
の
飛
行
機
に
搭
乗

し
た
が
、
成
田
空
港
で
は
日
本

人
と
日
本
在
住
者
を
対
象
と
し

た
﹁
自
動
化
ゲ
ー
ト
﹂
を
通
っ

た
た
め
、
免
税
を
受
け
ら
れ
な

い
と
い
う
思
わ
ぬ
不
便
に
遭
遇

す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
。﹁
自
動
化
ゲ
ー
ト
﹂
で
は

入
国
の
日
付
け
も
入
国
場
所
も

記
さ
れ
な
い
。
従
っ
て
免
税
の

資
格
が
証
明
で
き
な
い
か
ら

だ
。

　
４
年
振
り
で
成
田
空
港
に
到

着
し
て
通
関
の
列
に
並
ぶ
。
外

国
籍
者
の
長
い
列
に
比
べ
て
日

本
国
籍
者
は﹁
自
動
化
ゲ
ー
ト
﹂

と
記
さ
れ
た
無
人
の
税
関
を
パ

ス
ポ
ー
ト
の
写
真
の
あ
る
ペ
ー

ジ
を
ス
キ
ャ
ン
す
る
だ
け
で
す

る
す
る
と
抜
け
ら
れ
る
の
で
そ

ち
ら
を
選
ん
だ
。
自
動
化
ゲ
ー

ト
で
は
、
パ
ス
ポ
ー
ト
に
入
国

証
印
が
押
さ
れ
な
い
。
こ
の
こ

と
は
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
時
に
免
税

を
受
け
ら
れ
な
い
と
い
う
結
果

を
招
い
た
。
自
動
化
ゲ
ー
ト
は

成
田
、
羽
田
、
中
部
。
関
西
、

福
岡
の
空
港
に
設
け
ら
れ
て
い

る
と
の
こ
と
だ
が
、
い
ず
れ
も

免
税
品
の
購
入
を
望
む
場
合
は

﹁
自
動
化
ゲ
ー
ト
を
通
過
す
る

際
に
、
証
印
が
必
要
な
旨
を
入

管
理
局
の
職
員
に
お
申
し
出
く

だ
さ
い
﹂
と
の
国
税
庁
の
チ
ラ

シ
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
　

　
さ
ら
に
翌
日
、
夫
の
米
国
籍

の
パ
ス
ポ
ー
ト
を
持
参
し
て

も
、
デ
パ
ー
ト
に
は
そ
の
日
の

レ
シ
ー
ト
で
な
け
れ
ば
受
け
付

け
な
い
と
言
う
規
則
が
あ
る
そ

う
で
、
免
税
で
の
買
い
物
に
は

注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

︵
ワ
イ
ン
ス
タ
イ
ン
今
井
絹
江
︶

帰
国
時
の
自
動
入
国
ゲ
ー
ト

免
税
店
利
用
な
ら
ご
注
意

NY地下鉄ガード設置へ

　
今
年
に
入
っ
て
10
月
16
日
ま

で
に
22
人
が
Ｍ
Ｔ
Ａ
︵
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
都
市
交
通
局
︶
地
下
鉄

の
線
路
に
突
き
落
と
さ
れ
る
事

件
が
報
道
さ
れ
る
中
、
同
局
は

こ
の
夏
か
ら
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム

に
﹁
バ
リ
ア
﹂
の
設
置
を
検
討

し
、
地
下
鉄
３
駅
に
試
験
的
に

導
入
す
る
た
め
の
企
業
募
集
広

告
を
出
し
た
。

　
昨
年
の
同
時
期
は
21
人
が
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
か
ら
線
路
に

突
き
落
と
さ
れ
て
い
る
。
1
億

ド
ル
と
推
定
さ
れ
る
こ
の
パ
イ

ロ
ッ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
乗

客
が
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
突

き
落
と
さ
れ
た
り
、
誤
っ
て
落

下
し
た
り
、
線
路
を
歩
く
の
を

防
ぐ
よ
う
に
設
計
さ
れ
た
ホ
ー

ム
バ
リ
ア
を
テ
ス
ト
す
る
ほ

か
、
長
期
保
守
契
約
も
検
討
さ

れ
る
。
候
補
の
３
駅
と
し
て

は
７
番
線
の
タ
イ
ム
ズ
ス
ク

エ
ア
42
丁
目
駅 
、
Ｌ
線
の
3

番
街
駅
、
Ｅ
線
の
カ
ー
ブ
し

た
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
が
あ

る
﹁Sutphin B

oulevard - 
A

rcher A
venue

‐ JF
K

 

﹂

駅
な
ど
が
実
行
可
能
な
場
所
と

し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
電
車
が
到
着
す
る
ま
で
プ
ラ

ッ
ト
ホ
ー
ム
か
ら
線
路
エ
リ
ア

を
遮
断
す
る
バ
リ
ア
と
電
車
に

乗
車
す
る
際
の
保
護
ド
ア
は
、

既
に
東
京
、
ロ
ン
ド
ン
、
香
港
、

パ
リ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
な
ど
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
や
ア
ジ
ア
で
使
用
さ

れ
て
い
る
。
米
国
で
は
遅
れ
気

味
だ
が
、
ケ
ネ
デ
ィ
国
際
空
港

の
エ
ア
ト
レ
イ
ン
な
ど
、
一
部

の
空
港
シ
ャ
ト
ル
列
車
シ
ス
テ

ム
で
は
使
用
さ
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
２
０
２
０
年
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
た
Ｍ
Ｔ
Ａ
の

３
９
２
０
ペ
ー
ジ
に
及
ぶ
シ
ス

テ
ム
全
体
の
調
査
報
告
書
で

は
、
４
７
２
駅
の
う
ち
約
75
％

が
﹁
ホ
ー
ム
バ
リ
ア
﹂
設
置
不

可
能
と
判
定
さ
れ
た
と
、
10
月

31
日
付
の
ザ
・
シ
テ
ィ
︵T

he 
C

ity

︶
紙
が
報
道
し
て
い
る
。

　
日
本
の
大
都
市
圏
の
駅
で
は

ホ
ー
ム
ド
ア︵
ホ
ー
ム
バ
リ
ア
︶

設
置
や
非
常
用
設
備
な
ど
の
安

全
対
策
が
進
ん
で
い
る
。
東
京

メ
ト
ロ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ

る
と
、﹁
駅
ホ
ー
ム
で
の
安
全

性
を
向
上
す
る
た
め
﹂
ホ
ー
ム

ド
ア
と
稼
働
ス
テ
ッ
プ
を
合
わ

せ
て
設
置
し
て
い
る
。﹁
駅
ホ

ー
ム
で
の
安
全
性
を
向
上
す
る

た
め
﹂
と
し
て
、
ホ
ー
ム
ド
ア

は
銀
座
線
・
丸
ノ
内
線
・
千
代

田
線
・
有
楽
町
線
・
南
北
線
・

副
都
心
線
に
お
い
て
は
全
駅
へ

の
設
置
が
完
了
、
日
比
谷
線
・

東
西
線
・
半
蔵
門
線
に
お
い
て

は
59
駅
の
う
ち
34
駅
で
完
了
し

て
い
る
。

　
同
時
に
ホ
ー
ム
ド
ア
設
置
に

あ
わ
せ
て
、
曲
線
ホ
ー
ム
で
ホ

ー
ム
と
車
両
の
間
隔
が
広
い
場

所
に
は
、
乗
降
の
際
の
踏
み
外

し
や
転
落
を
防
止
す
る
設
備
と

犯
罪
防
止
に
腰
上
げ
る

市
内
で
突
き
落
と
し
20
件
以
上

ガ
ー
ド
が
試
験
導
入
さ
れ
る
７
番
線
タ
イ
ム
ズ
ス
ク
エ
ア
駅

京
都
市
内
の
地
下
鉄
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
ガ
ー
ド

し
て
可
動
ス
テ
ッ
プ
が
今
年
4

月
末
時
点
で
36
駅
３
４
１
か
所

に
設
置
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
ほ

か
、
駅
員
呼
び
出
し
イ
ン
タ
ー

ホ
ン
、非
常
停
止
ボ
タ
ン
な
ど
、

9
個
の
安
全
対
策
が
備
わ
っ
て

い
る
。

︵
ワ
イ
ン
ス
タ
イ
ン
今
井
絹
江
、

写
真
も
︶

　
北
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
日
本
商

工
会
議
所
︵
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
、Ｊ
Ｃ
Ｃ
Ｎ
Ｃ
︶は
８
日︵
木
︶

午
後
８
時
か
ら
９
時
︵
米
東
部

時
間
︶
ま
で
﹁
先
人
達
の
歴
史

を
学
ぶ
〜
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

ベ
イ
エ
リ
ア
と
日
本
の

歴
史
﹂
と
題
す
る
Ｚ
Ｏ

Ｏ
Ｍ
方
式
の
ウ
ェ
ビ
ナ

ー
を
開
催
す
る
。
サ
ン

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
日
本
国

総
領
事
館
の
島
田
悠
介

領
事
を
メ
イ
ン
ス
ピ
ー

カ
ー
に
ワ
カ
マ
ツ
・
フ

ァ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
創
立

者
の
馬
上
直
氏
、
神
谷

佳
典
氏
︵
日
本
生
命
保

険
相
互
会
社
︶
を
ゲ

ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
に

１
８
６
９
年
︵
明
治
２

年
︶
に
日
本
人
が
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
州
に
移
民

し
て
か
ら
１
５
０
有
余

年
の
中
で
、
勤
勉
と
汗

の
結
晶
で
ア
メ
リ
カ
社

会
に
築
い
た
信
頼
が
、

現
在
の
日
米
友
好
関
係

と
日
本
経
済
発
展
の
礎

と
な
っ
て
実
を
結
ん
だ

ア
メ
リ
カ
の
日
系
移
民

と
日
米
の
歴
史
を
学

ぶ
。
参
加
費
無
料
。

登録方法　https://us06web.zoom.us/webinar/register/WN_7ijzvZr9Ti2ghs0GIjUbJQ

日
系
移
民
の
歴
史
を
学
ぶ

北
加
州
日
本
商
工
会
議
所

　
世
界
保
健
機
関
︵
Ｗ
Ｈ
Ｏ
︶

は
11
月
28
日
、
サ
ル
痘
の
名
称

を
﹁
サ
ル
痘
︵m

onkeypox

︶﹂

か
ら
﹁
Ｍ
痘
︵m

pox

︶﹂
に

今
後
１
年
間
か
け
て
段
階
的
に

変
更
す
る
と
発
表
し
た
。

　﹁
サ
ル
﹂
と
い
う
名
称
が
感

染
者
に
対
し
て
差
別
的
な
非
難

対
象
の
原
因
を
作
っ
て
い
る
な

ど
と
し
て
、
公
式
、
非
公
式
に

多
く
の
個
人
や
国
が
名
称
に
対

し
て
懸
念
を
表
明
し
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ

に
病
名
変
更
を
提
案
し
て
い
た

と
い
う
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市

保
健
局
も
過
去
2
度
に
わ
た

り
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
に
﹁
サ
ル
痘
﹂
と

い
う
病
名
が
与
え
る
ネ
ガ
テ
ィ

ブ
な
印
象
に
つ
い
て
懸
念
を
表

明
し
、
改
名
を
要
請
し
て
い

た
。
米
国
疾
病
予
防
対
策
セ
ン

タ
ー
︵
Ｃ
Ｄ
Ｃ
︶
の
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
に
よ
る
と
、
国
内
の
累
計

感
染
者
数
は
11
月
25
日
現
在
、

2
万
９
２
４
８
人
。
州
別
で
は

多
い
順
に
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

州
５
５
７
２
人
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
州
４
１
５
６
人
、
テ
キ
サ
ス

州
２
８
１
４
人
。

サル痘名称変更
Ｍ痘に１年かけて

ＷＨＯが差別是正

https://www.maxjob.com/
tel:9175773969
https://www.fivelightscenter.com/
https://us06web.zoom.us/webinar/register/WN_7ijzvZr9Ti2ghs0GIjUbJQ
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Ｎ
Ｙ
ビ
ジ
ネ
ス
会
計
基
礎
知
識

119

Ｑ
　
ア
メ
リ
カ
の
通
勤
費
の
取

り
扱
い
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ

さ
い
。
現
地
従
業
員
に
対
し
て

は
希
望
者
に
対
し
て
給
与
天
引

き
を
し
て
お
り
、
そ
れ
か
ら
通

勤
小
切
手(T

ransitC
heck)

を
渡
し
て
お
り
ま
す
。
駐
在
員

に
対
し
て
は
、
給
与
が
ネ
ッ
ト

支
給
方
式
で
あ
る
こ
と
と
、
一

般
的
な
旅
費
と
同
じ
く
交
通
機

が
あ
り
ま
す
か
？

Ａ
　
ア
メ
リ
カ
で
は
、
電
車
や

バ
ス
な
ど
の
公
共
交
通
機
関
の

利
用
に
よ
る
通
勤
費
に
対
し
て

一
定
額
ま
で
非
課
税
対
象
と
で

き
る
優
遇
措
置
が
あ
り
ま
す
。

２
０
２
２
年
度
は
月
に
２
８
０

ド
ル
ま
で
で
す
。
会
社
は
、
こ

の
規
定
に
従
っ
て
公
共
機
関
を

用
い
て
通
勤
を
し
て
い
る
従
業

員
に
対
し
て
、
給
与
の
非
課
税

扱
い
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
そ
の
場
合
に
は
、
従
業
員

が
会
社
に
通
勤
費
用
を
天
引
き

し
て
も
ら
っ
て
、
そ
の
部
分
の

給
与
を
会
社
か
ら
、
メ
ト
ロ
カ

ー
ド
な
ど
の
現
物
支
給
を
行
う

か
通
勤
小
切
手
か
通
勤
デ
ビ

ッ
ト
カ
ー
ド(T

ransitcheck 
C

ard)

と
し
て
支
給
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
通
勤
費
天
引
き

部
分
を
現
物
で
支
給
す
る
か
通

勤
小
切
手
か
通
勤
デ
ビ
ッ
ト
カ

ー
ド
で
従
業
員
へ
支
給
す
る
理

関
を
使
う
と
い
う
こ
と
で
旅
費

交
通
費
と
同
じ
扱
い
で
精
算
処

理
を
し
て
い
ま
す
。
何
か
問
題

由
は
、
通
勤
費
以
外
へ
の
流
用

を
防
ぐ
た
め
で
す
。
一
方
、
会

社
が
従
業
員
に
対
し
て
通
勤

費
部
分
を
支
給
し
た
場
合
に

は
、
給
与
に
加
算
し
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
。
ア
メ
リ
カ
で
は

通
勤
費
支
給
︵C

om
m

uting 
A

llow
ance

︶
し
た
支
払
い

を
給
与
か
ら
直
接
控
除
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
の
で
す
。
こ
れ

は
給
与
天
引
き
が
非
課
税
に
あ

る
こ
と
と
は
全
く
関
係
の
な
い

こ
と
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
会

社
が
通
勤
費
を
実
費
精
算
し
た

場
合
に
は
、
た
と
え
駐
在
員
で

あ
ろ
う
と
精
算
金
額
を
給
与
と

し
て
加
算
す
る
こ
と
が
必
要
で

す
。ち
な
み
に
通
勤
費
支
給
は
、

一
定
の
福
利
厚
生
費
を
給
与
に

計
上
し
な
く
て
も
よ
い
カ
フ
ェ

テ
リ
ア
プ
ラ
ン
︵SE

C
125

︶

の
対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
よ

く
勘
違
い
を
起
こ
し
や
す
い
点

が
、
通
勤
費
を
先
の
カ
フ
ェ
テ

リ
ア
プ
ラ
ン
の
対
象
と
勘
違
い

し
た
り
、
会
社
が
旅
費
の
精
算

と
同
じ
よ
う
に
考
え
て
し
ま
っ

て
旅
費
精
算
し
て
し
ま
う
こ
と

で
す
。
ま
た
、
税
法
上
も
給
与

に
加
算
し
て
通
勤
小
切
手
分
を

給
与
天
引
き
す
れ
ば
、
差
し
引

き
何
の
問
題
も
な
い
の
で
は
な

い
か
と
考
え
て
し
ま
う
こ
と
な

ど
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
源
泉
所

得
税
に
対
し
て
は
、
確
か
に
そ

の
通
り
影
響
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
失
業
保
険
税
や
疾
病
保
険

に
関
し
て
は
通
勤
費
は
非
課
税

扱
い
は
さ
れ
な
い
た
め
に
過
少

申
告
が
生
じ
て
し
ま
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
過
少
申
告
は
か
な

り
重
大
な
法
令
違
反
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
会
社
で
は
そ
の
金

額
も
把
握
も
し
て
い
な
い
こ
と

に
な
り
ま
す
。
通
勤
費
の
精
算

と
旅
費
交
通
費
の
精
算
は
似
て

い
て
も
非
な
る
も
の
で
あ
り
取

り
扱
い
が
異
な
る
の
で
注
意
が

必
要
で
す
。

米
国
公
認
会
計
士
齊
藤
事
務
所

(www.saikos.com, info@
saikos.com)

：

齊
藤
幸
喜

米
国
の
通
勤
費
の
取
扱
い
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今
回
、
久
し
ぶ
り
に
歓
喜
の

声
を
あ
げ
る
出
来
事
が
あ
り
ま

し
た
。
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
日

本
サ
ッ
カ
ー
が
強
豪
国
ド
イ
ツ

に
勝
っ
た
の
で
す
。
こ
の
勝
利

景
気
が
も
た
ら
し
た
効
果
は
絶

大
で
、
お
か
げ
さ
ま
で
、
滞
っ

て
な
か
な
か
上
手
く
い
か
な
か

っ
た
案
件
や
、
難
し
い
お
客
様

も
ご
機
嫌
良
く
な
る
傾
向
が
あ

っ
て
、
交
渉
や
言
い
に
く
か
っ

た
こ
と
も
ス
ム
ー
ズ
に
進
み
、

日
本
代
表
に
感
謝
で
す
。

　
そ
し
て
、
同
点
の
ゴ
ー
ル
を

挙
げ
た
堂
安
選
手
。
偶
然
で
は

あ
り
ま
す
が
、
当
社
も
懇
意
に

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
訪
問
介

護
、
通
所
介
護
に
関
わ
る
ク
ラ

イ
ア
ン
ト
様
の
息
子
様
な
の
で

す
。
ビ
ッ
グ
マ
ウ
ス
で
一
部
で

は
賛
否
も
あ
る
同
選
手
で
す

が
、
親
御
様
の
そ
の
事
業
所
は

小
さ
く
経
営
さ
れ
て
い
て
、
質

素
で
、
ま
さ
か
あ
の
選
手
の
実

家
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
至
っ
て

普
通
に
営
業
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
を
ご
利
用
さ
れ
て
い
る
利

用
者
様
と
も
お
話
す
る
機
会
が

あ
り
ま
し
た
が
、
﹁
リ
フ
テ
ィ

ン
グ
っ
て
い
う
の
？
上
手
よ
ね

え
﹂
﹁
た
ま
に
あ
あ
い
う
若
い

人
た
ち
が
こ
こ
に
来
て
く
れ
る

と
な
ん
か
私
た
ち
も
頑
張
ら
な

き
ゃ
っ
て
思
う
の
﹂
と
、
彼
の

こ
と
を
あ
ん
ま
り
有
名
人
と
は

思
っ
て
い
な
さ
そ
う
な
と
こ
ろ

も
微
笑
ま
し
い
と
こ
ろ
で
も
あ

り
ま
す
。

　
他
に
も
元
プ
ロ
野
球
ソ
フ
ト

バ
ン
ク
の
森
本
学
選
手
。
か
つ

て
野
村
克
也
監
督
の
秘
蔵
っ
子

と
も
よ
ば
れ
て
い
た
同
選
手

は
、
こ
の
方
自
身
が
実
際
に
事

業
所
を
経
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

う
ち
の
近
所
な
の
で
、
﹁
お
醤

油
貸
し
て
﹂
と
言
っ
た
ら
す
ぐ

に
来
て
く
れ
る
距
離
に
お
ら
れ

ま
す
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
お
じ
い

ち
ゃ
ん
の
通
い
の
場
で
も
あ
る

通
所
介
護
と
障
害
者
支
援
の
就

労
継
続
事
業
を
主
に
さ
れ
て
い

ま
す
。
実
は
う
ち
の
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
に
入
居
さ
れ
て
い
る
利

用
者
さ
ん
も
通
っ
て
い
る
の
で

す
が
﹁
ま
だ
森
本
選
手
に
会
え

て
な
い
〜
﹂
と
悔
し
が
っ
て
い

ま
す
。
と
い
う
こ
と
は
、
利
用

者
に
と
っ
て
は
、
サ
ッ
カ
ー
の

堂
安
選
手
の
方
が
会
え
る
確
率

は
高
そ
う
で
す
ね
。

　
そ
し
て
、
う
ち
の
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
の
顧
問
先
に
は
﹁
利

用
者
﹂
と
し
て
入
居
し
て
リ
ハ

ビ
リ
に
励
ん
で
い
る
方
も
お
ら

れ
ま
す
。
こ
れ
は
匿
名
に
し
て

お
き
ま
す
が
、
有
名
な
ス
キ
ー

ヤ
ー
の
方
で
す
。
世
界
最
高
齢

で
◯
◯
達
成
を
目
指
し
て
お
ら

れ
ま
す
が
、
こ
の
方
も
メ
リ
ハ

リ
が
あ
り
ま
す
ね
。
入
所
さ
れ

て
い
る
時
は
徹
底
的
に
サ
ー
ビ

ス
を
駆
使
し
て
、
い
ざ
退
所
す

る
と
全
力
で
自
分
自
身
の
能
力

を
最
大
限
に
発
揮
さ
れ
て
い
る

の
を
伺
う
と
、
自
分
の
身
体
に

常
に
聞
き
耳
を
た
て
て
、
そ
の

バ
ラ
ン
ス
を
プ
ロ
︵
他
人
︶
に

頼
り
な
が
ら
、
は
か
っ
て
お
ら

れ
る
点
が
す
ご
い
と
思
い
ま

す
。

　
そ
う
い
う
方
々
は
﹁
老
人
ホ

ー
ム
﹂
を
悠
々
自
適
に
過
ご
す

と
こ
ろ
で
は
な
く
、
自
立
す
る

た
め
の
社
会
資
源
と
し
て
﹁
老

人
ホ
ー
ム
﹂
の
活
用
を
さ
れ
て

い
る
点
が
昭
和
時
代
と
大
き
く

変
わ
っ
た
点
で
は
な
い
で
し
ょ

介
護
施
設
と
縁
の
あ
る
有
名
人
や
ア
ス
リ
ー
ト

う
か
。
２
年
前
に
放
送
さ
れ
て

い
た
視
聴
率
王
の
ド
ラ
マ
半
沢

直
樹
に
出
演
さ
れ
て
い
た
あ
の

男
優
さ
ん
も
老
人
ホ
ー
ム
か
ら

出
勤
し
て
い
た
そ
う
で
す
か
ら

ね
。﹁
え
ー
か
わ
い
そ
う
﹂
と

誤
解
さ
れ
る
よ
う
な
印
象
は
全

く
な
い
。
そ
れ
が
こ
れ
か
ら
の

老
人
ホ
ー
ム
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　
ま
た
、
働
く
側
の
や
り
が
い

も
一
変
し
て
い
ま
す
。
介
護
業

界
で
働
く
こ
と
を
﹁
何
か
の
罪

滅
ぼ
し
﹂
や
﹁
み
そ
ぎ
﹂
と
か

に
使
わ
れ
る
こ
と
も
多
か
っ
た

の
は
過
去
の
話
。
お
笑
い
芸
人

Ｅ
Ｘ
Ｉ
Ｔ
の
り
ん
た
ろ
ー
。
さ

ん
は
チ
ャ
ラ
男
漫
才
で
大
ブ
レ

イ
ク
し
、
い
ま
最
も
勢
い
の
あ

る
方
で
す
。
８
年
ほ
ど
非
常
勤

勤
務
と
し
て
通
所
介
護
事
業
で

ひ
と
と
お
り
の
介
護
サ
ー
ビ
ス

を
高
齢
者
に
提
供
さ
れ
て
い
た

そ
う
で
す
。
ご
飯
も
作
る
し
、

お
風
呂
も
入
れ
る
し
、
着
替
え

や
口
腔
ケ
ア
ま
で
や
っ
て
い
ま

し
た
。
高
齢
者
の
方
と
の
生
活

を
支
え
る
立
場
で
す
か
ら
、
い

ろ
い
ろ
と
ト
ラ
ブ
ル
も
あ
っ
た

そ
う
で
す
が
、基
本
的
に
は﹁
介

護
は
年
上
ギ
ャ
ル
と
の
パ
ー
テ

ィ
ー
﹂
と
語
っ
て
お
り
、
持
ち

前
の
チ
ャ
ラ
さ
を
発
揮
し
て
お

ら
れ
ま
す
。

　
あ
、
か
く
ゆ
う
私
も
ラ
イ

フ
セ
ー
ビ
ン
グ
日
本
選
手
権

︵
２
０
０
８
年
︶
チ
ュ
ー
ブ
ボ

ー
ド
レ
ス
キ
ュ
ー
西
日
本
代
表

で
し
た
。
汗

　
話
は
戻
り
日
本
代
表
の
堂
安

選
手
。
私
が
関
わ
る
上
で
感
じ

る
の
は
、
同
選
手
の
親
御
様
の

経
営
姿
勢
自
体
は
、﹁
守
り
﹂

そ
の
も
の
と
見
せ
か
け
て
、
実

は
大
胆
に
﹁
攻
め
﹂
の
手
綱
を

緩
め
な
い
経
営
で
、
そ
の
血
を

受
け
継
が
れ
て
い
る
息
子
様
の

バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
行
動
に
つ

な
が
っ
て
い
る
と
確
信
し
て
い

ま
す
。
大
き
な
歴
史
を
刻
め
！

サ
ッ
カ
ー
日
本
！

　
西
村
栄
一
／
株
式
会
社
ヘ
ル

プ
ズ
・
ア
ン
ド
・
カ
ン
パ
ニ
ー

代
表
取
締
役
、
全
国
介
護
事
業

者
連
盟
　
大
阪
支
部
監
査
役 

＊
同
社
で
は
専
門
家
と
連
携
し

て
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
行
っ

て
い
る
。
疑
問
、
悩
み
、
日
本

の
社
会
保
障
︵
介
護
・
医
療
・

年
金
・
雇
用
等
︶
制
度
に
関
す

る
質
問
や
相
談
を
受
け
付
け
て

い
る
。info@

helpz.jp

　
Ｎ
Ｙ
Ｍ
Ｂ
Ａ
の
会
は
12
月

の
月
例
会
で
、 

９
日
︵
金
︶

午
後
８
時
︵
東
海
岸
時
間
︶

か
ら
、
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
モ
ル
ガ

ン
・
ス
タ
ン
レ
ー
証
券
投
資

銀
行
本
部
で
日
本
の
未
上
場

企
業
の
株
式
上
場︵
Ｉ
Ｐ
Ｏ
︶

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
に
携
わ

っ
た
山
崎
紘
彰
氏
＝
写
真
＝

を
講
師
に
招
き
、﹁
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
企
業
必
見
！ 

株

式
上
場
︵
Ｉ
Ｐ
Ｏ
︶
プ
ロ
セ

ス
の
基
本
と
重
要
な
ス
テ
ッ

プ
﹂
と
題
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
。

　
株
式
市
場
へ
の
プ
ロ
セ
ス

は
一
見
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
よ

う
に
思
わ
れ
る
が
、
課
題
を

認
識
し
た
対
応
策
が
あ
れ

ば
、
事
業
成
長
の
促
進
に
有

効
な
手
段
で
、
知
名
度
を
高

め
、
社
会
的
信
用
度
の
向
上

な
ど
が
望
め
る
。

　
山
崎
氏
は
、２
０
１
６
年
、

三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
モ
ル
ガ
ン
・
ス

タ
ン
レ
ー
証
券
投
資
銀
行
本

部
に
入
社
、
6
年
半
勤
務
後

退
職
。
直
近
4
年
半
は
、
公

開
引
受
部
に
て
、
未
上
場
企

業
を
対
象
と
し
た
上
場
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
業
務
に
従

事
。
現
在
は
コ
ロ
ン
ビ
ア
・

ビ
ジ
ネ
ス
・
ス
ク
ー
ル
に
在

学
中
。

　
参
加
は
無
料
だ
が
、
聴
講

希
望
者
は
上
の
リ
ン
ク
か
ら

事
前
登
録
が
必
要
。

上
場
の
仕
方
教
え
ま
す

Ｍ
Ｂ
Ａ
の
会
が
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー

https://us02web.zoom.us/meeting/register/tZArdeChqjsiGtcbdc7WMJPSHya4Wo5jB409

https://www.takenakapartners.com/
https://www.hondag.com
http://kkobo.com/
http://myriverside.net/home
mailto:info@tsutech.com
http://www.saikos.com
http://www.saikos.com
http://www.saikos.com
mailto:info@helpz.jp
mailto:info@helpz.jp
mailto:info@helpz.jp
https://us02web.zoom.us/meeting/register/tZArdeChqjsiGtcbdc7WMJPSHya4Wo5jB409
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州
を
ま
た
い
で
働
く
完
全
リ
モ
ー
ト

従
業
員
へ
の
対
応
︵
そ
の
２
︶

クイック USA

115
　
企
業
の
多
く
は
現
在
オ
フ
ィ

ス
勤
務
に
戻
し
て
い
る
と
こ
ろ

だ
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
で
も

完
全
に
オ
フ
ィ
ス
勤
務
に
戻
す

こ
と
は
い
ま
だ
難
し
い
と
こ
ろ

が
あ
り
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
ワ
ー

ク
を
認
め
て
い
る
と
こ
ろ
が
大

方
の
模
様
で
す
。
理
想
を
申
し

上
げ
る
の
で
あ
れ
ば
、
他
州
に

住
ん
で
リ
モ
ー
ト
で
仕
事
を
す

る
従
業
員
が
い
る
場
合
、
そ
の

人
た
ち
の
た
め
の
そ
の
州
の
法

律
を
網
羅
し
た
従
業
員
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
を
作
っ
て
手
渡
し
て
お

く
こ
と
が
模
範
に
な
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
前
ま
で
は
他
州
で
リ
モ

ー
ト
ワ
ー
ク
を
す
る
従
業
員
の

対
応
を
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
と

い
う
よ
う
な
ご
相
談
を
受
け
る

こ
と
は
ほ
ぼ
皆
無
で
し
た
。
と

こ
ろ
が
今
日
で
は
そ
う
し
た
ご

相
談
が
日
常
的
に
な
り
ま
し

た
。

 

米
語
ウ
ォ
ッ
チ
が
単
行
本
に
＝
旦
英
夫
氏
著
﹃
米
語
で
ウ
ォ
ッ

チ
：
日
本
か
ら
は
見
え
な
い
ア
メ
リ
カ
の
真
実
﹄
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所

刊
は
、
ア
マ
ゾ
ン
及
び
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
紀
伊
國
屋
で
好
評
販
売
中
。

　米国の中間選挙の投票前は、Red Wave（赤い波）が来る、つまり赤で象徴される共和
党の大勝が予想されていました。実際、Red Tsunamiが来襲かという報道さえありました。
しかし蓋を開けてみると、全体としては民主党が大善戦、共和党は期待がはずれて Red 
Ripple（赤いさざなみ）に終わったと評論家の多くは総括します。
　上院の議席の半数５０を獲得した民主党は、ジョージア州での決選投票（Runoff) の結

果を待たずとも、上院議長を兼任するハリス副大統領の１票を含めて、過半数を押さえたことを大勝利と捉え
ています。下院では、民主党は負けました。しかし、大勢が決まるのに１週間以上かかる大接戦となり、共和
党が期待した Red Wave は来ず、Red Ripple に過ぎなかったと民主党サイドは主張するのです。民主党のペロ
シ氏はさらに、この結果は Ripple どころか Tiny Trickle、つまり小さなしずくだと述べて意地を示しましたが、
下院議長職を失うことに変わりはありません。
　この状況において、トランプ氏は次の大統領選への出馬を宣言しました。しかし、同氏が推した候補者の落
選が相次ぐという Red Ripple 状況に、そのアピールが迫力を欠くことは否めず、共和党内部のトランプ離れが
進むと予想されています。一方、民主党のバイデン大統領は、中間選挙を民主主義の勝利と褒め、自信を示し
ました。しかし上院を民主党、下院を共和党が取った Divided Congress（ねじれ議会）を前に、政策実行は容
易ではありません。中間選挙の後も、米国政治の混迷は続きそうです。  （旦　英夫　ニューヨーク州弁護士）

Red Ripple  共和党、期待はずれ 米 語
Watch
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他
州
で
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
を

す
る
一
人
の
従
業
員
の
た
め
に

新
た
に
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を
作
る

べ
き
か
ど
う
か
、
非
常
に
悩
ま

し
い
課
題
だ
と
思
い
ま
す
。
で

す
が
、
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
を
す

る
従
業
員
が
全
米
で
8
つ
の
州

に
ま
た
が
っ
て
い
る
弊
社
の
ク

ラ
イ
ア
ン
ト
企
業
様
で
は
、
各

州
の
法
律
に
適
合
す
る
た
め
に

8
つ
の
異
な
る
各
州
独
自
の
ハ

ン
ド
ド
ッ
ク
を
弊
社
に
ご
依
頼

さ
れ
た
と
い
う
ケ
ー
ス
が
ご
ざ

い
ま
し
た
。
さ
ら
に
そ
の
後
も

見
直
し
を
定
期
的
に
さ
れ
、
弊

社
で
ご
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
そ
の
結
果
、
従

業
員
か
ら
の
会
社
に
対
す
る
満

足
度
が
改
善
さ
れ
、
会
社
へ
の

苦
情
や
ク
レ
ー
ム
が
大
幅
に
減

っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

 

　
確
か
に
各
州
に
準
拠
す
る

異
な
る
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を
作
る

の
は
大
変
な
労
力
と
時
間
を
要

し
ま
す
が
、
そ
の
リ
タ
ー
ン
は

確
実
に
あ
る
も
の
だ
と
申
し
上

げ
ら
れ
ま
す
。
各
州
の
法
律
は

コ
ロ
ナ
禍
を
通
じ
て
ま
す
ま
す

従
業
員
側
の
立
場
を
際
立
た
せ

た
従
業
員
寄
り
の
法
律
に
舵
を

切
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。
つ
ま
り
、
州
独
自
に
も
っ

て
い
る
特
徴
を
法
律
で
具
現
化

し
よ
う
と
い
う
姿
勢
が
明
確
に

打
ち
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
う

な
り
ま
す
と
、
他
州
で
働
く
従

業
員
を
抱
え
る
企
業
は
好
む
と

好
ま
ざ
る
と
に
か
か
わ
ら
ず
、

一
人
の
リ
モ
ー
ト
従
業
員
の
た

め
に
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
の
作
成
や

見
直
に
対
応
し
て
い
く
必
要
性

が
今
後
ま
す
ま
す
課
せ
ら
れ
て

い
く
こ
と
が
予
見
さ
れ
ま
す
。

 

酒
井 

謙
吉
　

Pacifi c Dreams, Inc. CEO
www.919usa.com

　
総
合
人
材
紹
介
・
派
遣
サ
ー

ビ
ス
の
ク
イ
ッ
ク
Ｕ
Ｓ
Ａ
は
中

西
部
の
営
業
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
活
動
を
強
化
す
る
た
め
、
12

月
1
日
付
で
イ
リ
ノ
イ
州
シ
カ

ゴ
に
新
拠
点
を
開
設
し
た
。
現

在
同
社
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
ロ

サ
ン
ゼ
ル
ス
、
ダ
ラ
ス
の
３
拠

点
で
、
現
地
日
系
企
業
へ
の
人

材
紹
介
及
び
人
材
派
遣
を
手
掛

け
て
い
る
。

　
シ
カ
ゴ
は
、
米
国
東
西
を
結

ぶ
鉄
道
等
の
陸
運
網
の
ハ
ブ
的

都
市
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、
米

国
航
空
物
流
の
主
要
拠
点
で
あ

る
オ
ヘ
ア
国
際
空
港
等
を
抱
え

る
米
国
物
流
の
中
心
地
。
地
理

的
特
性
を
背
景
に
、
自
動
車
関

連
企
業
を
は
じ
め
と
す
る
製
造

業
や
運
輸
、
食
品
、
医
療
、
金

融
関
連
の
企
業
等
が
集
積
し
て

い
る
。
同
社
で
は
、
さ
ら
な
る

事
業
拡
大
に
向
け
た
営
業
網
・

サ
ー
ビ
ス
体
制
の
拡
充
、
米
国

及
び
メ
キ
シ
コ
に
お
け
る
北
中

米
各
拠
点
の
連
携
を
強
化
す

る
。

　
住
所
は1600 G

olf R
oad, 

S
u

ite 1
2

0
0

, R
o

llin
g 

M
eadow

s, IL 60008

電
話

６
４
６
・
７
９
６
・
６
３
９
３  

Ｅ
メ
ー
ルquickil@

919usa.
com

 

︵
代
表
︶ 

ク
イ
ッ
ク
Ｕ
Ｓ
Ａ

シ
カ
ゴ
事
務
所
開
設

　
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
航
空
は
、
11

月
29
日
、
羽
田
＝
ニ
ュ
ー
ア
ー

ク
／
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
路
線
を

２
０
２
３
年
1
月
6
日
か
ら
週

3
便
体
制
で
開
設
す
る
と
発
表

し
た 

︵
ニ
ュ
ー
ア
ー
ク
発
は
、

1
月
5
日
か
ら
︶。 

同
路
線
は
、

当
初
、
２
０
２
０
年
3
月
29
日

か
ら
就
航
を
予
定
し
て
い
た
も

の
の
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の

急
激
な
拡
大
に
よ
り
、
就
航
を

延
期
し
て
い
た
。
約
2
年
10
月

ぶ
り
に
そ
の
就
航
を
決
定
し

た
。 

　
今
回
就
航
す
る
羽
田
発
ニ
ュ

ー
ア
ー
ク
行
き
Ｕ
Ａ
１
３
０
便

は
、
羽
田
国
際
空
港
を
毎
週
火

曜
、
金
曜
、
日
曜
の
午
後
７
時

40
分
に
出
発
し
、
ニ
ュ
ー
ア
ー

ク
国
際
空
港
に
同
日
の
午
後
６

時
25
分
に
到
着
。
帰
国
便
の
ニ

ュ
ー
ア
ー
ク
発
羽
田
行
き
Ｕ
Ａ

１
３
１
便
は
、
ニ
ュ
ー
ア
ー
ク

空
港
を
毎
週
月
曜
、
木
曜
、
土

曜
の
午
後
１
時
20
分
に
出
発

し
、
羽
田
空
港
に
翌
日
の
午
後

５
時
45
分
に
到
着
。
使
用
機

材
は
ボ
ー
イ
ン
グ
７
７
７
〜

２
０
０
Ｅ
Ｒ
型
機
で
、
ユ
ナ
イ

テ
ッ
ド
・
ポ
ラ
リ
ス
・
ビ
ジ
ネ

ス
ク
ラ
ス
50
席
、
ユ
ナ
イ
テ
ッ

ド
・
プ
レ
ミ
ア
ム
プ
ラ
ス
24
席
、

ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
・
エ
コ
ノ
ミ
ー

プ
ラ
ス
46
席
、ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
・

エ
コ
ノ
ミ
ー
１
５
６
席
の
合
計

２
７
６
席
仕
様
。 

こ
の
羽
田

＝
ニ
ュ
ー
ア
ー
ク
路
線
の
開
設

に
よ
り
、
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
航
空

の
羽
田
発
米
国
本
土
行
き
路
線

は
、
既
存
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
、
シ
カ
ゴ
に
加
え
て
合
計
3

路
線
に
拡
大
す
る
。

ユナイテッド航空
羽田ＮＹ路線開設

来年１月から

　
ジ
ェ
ト
ロ
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

事
務
所
は
11
月
29
日
午
後
、
日

系
報
道
関
係
者
を
対
象
と
し
た

メ
デ
ィ
ア
説
明
会
を
開
催
し

た
。
新
聞
、
通
信
社
、
テ
レ
ビ

局
の
在
京
特
派
員
と
日
系
ロ
ー

カ
ル
メ
デ
ィ
ア
の
代
表
な
ど
が

参
加
し
た
。
冒
頭
、
河
本
健
一

所
長
が
挨
拶
し
た
の
に
続
い

て
、
ジ
ェ
ト
ロ
の
業
務
で
調
査

コ
ン
テ
ン
ツ
の
紹
介
と
事
業
の

概
要
な
ど
の
説
明
が
あ
っ
た
。

こ
の
中
で
、
調
査
レ
ポ
ー
ト
に

つ
い
て
は
、
国
と
地
域
別
に
分

け
た
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
状
況
な

ど
が
ス
ラ
イ
ド
を
使
っ
て
解
説

さ
れ
た
。世
界
貿
易
投
資
動
向
、

投
資
コ
ス
ト
比
較
調
査
、
世
界

各
地
で
開
催
さ
れ
て
い
る
見
本

市
や
展
示
会
の
情
報
な
ど
が
紹

介
さ
れ
た
。
本
紙
経
済
面
で
も

掲
載
し
て
い
る
米
国
ビ
ジ
ネ
ス

短
信
な
ど
の
利
用
も
呼
び
か
け

た
。
事
業
概
要
で
は
、
ジ
ェ
ト

ロ
に
よ
る
外
国
企
業
の
日
本
へ

の
誘
致
状
況
や
日
本
企
業
の
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
事
業
、
海

外
販
路
開
拓
支
援
事
業
な
ど
が

紹
介
さ
れ
た
。河
野
所
長
は﹁
円

安
ド
ル
高
を
追
い
風
に
、
お
買

い
得
ニ
ッ
ポ
ン
を
応
援
し
て
い

き
た
い
﹂
と
話
し
た
。
説
明
会

の
後
は
、
プ
レ
ス
関
係
者
と
ジ

ェ
ト
ロ
職
員
た
ち
と
の
懇
談
会

が
開
催
さ
れ
た
。

日
本
企
業
支
援
の
状
況
を
解
説

ジ
ェ
ト
ロ
Ｎ
Ｙ
事
務
所
が
日
系
報
道
機
関
対
象
に

歳
末
商
戦
オ
ン
ラ
イ
ン

売
り
上
げ
過
去
最
高
に

　
ア
ド
ビ
・
ア
ナ
リ
テ
ィ
ク

ス
に
よ
る
と
今
年
の
感
謝
祭

︵
24
日
︶
の
オ
ン
ラ
イ
ン
売
り

上
げ
は
昨
年
比
２
・
９
％
増
で

52
億
９
０
０
０
万
ド
ル
、
ブ

ラ
ッ
ク
フ
ラ
イ
デ
ー
と
な
る

翌
25
日
の
オ
ン
ラ
イ
ン
売
り

上
げ
は
昨
年
比
２
・
３
％
増
の

91
億
２
０
０
０
万
ド
ル
と
過
去

最
高
を
記
録
し
た
。

　
イ
ン
フ
レ
調
整
は
し
て
い
な

い
も
の
の
売
り
上
げ
は
堅
調

で
、
電
子
機
器
、
ス
マ
ー
ト
ホ

ー
ム
機
器
、
玩
具
、
運
動
器
具

が
大
き
な
伸
び
を
示
し
た
。
マ

ッ
ク
ブ
ッ
ク
と
ア
ッ
プ
ル
ウ
ォ

ッ
チ
が
ト
ッ
プ
セ
ラ
ー
で
、
ド

ロ
ー
ン
な
ど
の
ほ
か
Ｘ
ボ
ッ
ク

ス
・
シ
リ
ー
ズ
Ｘ
、
Ｆ
Ａ
Ｆ
Ａ

23
、
ポ
ケ
ッ
ト
モ
ン
ス
タ
ー
ス

カ
ー
レ
ッ
ト
・
バ
イ
オ
レ
ッ
ト

な
ど
の
ゲ
ー
ム
が
人
気
だ
っ

た
。
小
売
業
関
係
者
に
よ
れ
ば

物
価
高
の
影
響
か
家
具
や
電
化

製
品
は
厳
選
さ
れ
購
入
が
抑
え

ら
れ
て
い
る
傾
向
が
あ
っ
た
。

一
方
で
、
ギ
フ
ト
カ
ー
ド
や
お

金
を
贈
る
人
が
増
え
て
い
る
と

い
う
。

　
ホ
リ
デ
ー
シ
ー
ズ
ン
の
買
い

物
の
形
態
は
様
変
わ
り
し
て
お

り
、
感
謝
祭
前
か
ら
セ
ー
ル
を

行
う
と
こ
ろ
が
増
え
、
実
店
舗

が
開
い
て
い
な
く
て
も
ネ
ッ
ト

で
買
え
る
た
め
感
謝
祭
当
日
も

セ
ー
ル
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
セ
ー
ル
ス
フ
ォ
ー
ス
に

よ
る
と
パ
ソ
コ
ン
よ
り
ス
マ
ホ

か
ら
買
う
人
が
増
え
て
お
り
、

例
え
ば
ブ
ラ
ッ
ク
フ
ラ
イ
デ
ー

の
ネ
ッ
ト
購
入
の
48
％
を
ス
マ

ホ
が
占
め
て
い
た
。
ま
た
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
よ
り
も
無
利
子

の
分
割
払
い
で
あ
る
Ｂ
Ｎ
Ｐ

Ｌ
︵B

uy now
, pay later

＝
い
ま
買
っ
て
後
で
払
う
︶
プ

ラ
ン
を
選
ぶ
人
が
増
え
て
い
る

の
が
特
徴
で
、
ア
ド
ビ
に
よ
れ

ば
感
謝
祭
前
の
週
に
比
べ
78
％

も
利
用
者
が
増
加
し
た
。
ア
ド

ビ
の
予
測
で
は
、
26
日
土
曜
日

に
45
億
２
０
０
０
万
ド
ル
、
27

日
日
曜
に
49
億
９
０
０
０
万
ド

ル
、
サ
イ
バ
ー
マ
ン
デ
ー
の
28

日
は
１
１
２
億
ド
ル
の
記
録
的

売
り
上
げ
に
な
る
と
し
て
い

る
。
今
年
の
ホ
リ
デ
ー
シ
ー
ズ

ン
の
売
り
上
げ
は
最
大
８
％
増

加
す
る
と
全
米
小
売
業
協
会

︵
Ｎ
Ｒ
Ｆ
︶
は
予
測
し
て
い
る
。

楽しい

 

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活

デ
ジ
タ
ル
版

 www.nyseikatsu.com

mailto:KHAdvisors7@Gmail.com
http://www.rostamilaw.com
https://michaeldunnlaw.com
http://www.swlgpc.com/jp/
https://www.facebook.com/pg/nyjalc/about/
http://www.919usa.com
http://www.919usa.com
http://www.919usa.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
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東
京
藝
術
大
学
卒
業
生
に

よ
り
結
成
さ
れ
た
芸
術
集
団

﹁T
H

E
 B

R
IC

K
S N

Y
C

﹂
は
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
拠
点
と
す
る

美
術
家
の
作
品
展
示
を
中
心
と

し
た
ア
ー
ト
シ
ョ
ー
を
5 

日(

月)

か
ら
8 

日(

木)

ま
で
ザ
・

ブ
ル
ー
ギ
ャ
ラ
リ
ー
︵
東
46
丁

目
２
２
２
番
地
︶
で
開
催
す
る
。

同
団
体
と
し
て
は
2
回
目
と
な

る
ア
ー
ト
展
で
、
ク
リ
ス
マ
ス

が
近
い
ホ
リ
デ
ー
シ
ー
ズ
ン
の

開
催
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
会

場
で
は
、
作
品
の
展
示
と
あ
わ

せ
て
、
ホ
リ
デ
ー
ギ
フ
ト
に
最

適
な
求
め
や
す
い
価
格
の
絵
画

や
、
宝
飾
品
、
工
芸
作
品
な
ど

が
多
数
展
示
即
売
さ
れ
る
。

　
今
回
の
最
大
の
目
玉
は
、
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
な
か
な
か
お

目
に
か
か
れ
な
い
、
東
京
藝
術

大
学
工
芸
科
の
現
役
教
職
員
の

教
授
か
ら
助
手
ま
で
、
漆
、
染

色
、
鋳
金
、
鍛
金
、
彫
金
22
人

の
作
品
の
展
示
と
販
売
。
藝
大

工
芸
科
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
展
と
し
て
、
他
の
ア
ー
ト
フ

ェ
ア
と
は
一
線
を
画
す
ユ
ニ
ー

ク
な
ア
ー
ト
シ
ョ
ー
と
な
っ
て

い
る
。
会
期
中
、
ジ
ャ
ズ
や
サ

ル
サ
バ
ン
ド
に
よ
る
ラ
イ
ブ
も

予
定
さ
れ
、
来
場
者
は
目
と
耳

の
両
方
で
ア
ー
ト
空
間
を
楽
し

め
る
。

　
出
展
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
は
︵
在

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
︶
＝
原
田
隆
志
、
窪
田
啓
子
、

松
江
利
恵
、
大
橋
篤
史 

、
大

島
真
由
美
、C

hie Shim
izu

。

︵
藝
大
工
芸
科
参
加
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
︶
＝
地
村
洋
平
、
崔
壽
現 

、
海
老
塚
季
史 

、
橋
本
圭
也
、

今
井
美
幸 

、
伊
藤
ミ
ナ
子 

、

岩
田
広
己
、
金
孝
眞 

、
小
石 

崇
弘 

、
丸
山
智
巳
、
宮
石
憲
作
、

水
谷
奈
央 

、
小
椋
範
彦 

、
大

小
田
万
侑
子 

、
佐
治
真
理
子 

、
佐
々

木
史
恵 

、
志
村
和
彦 

、
多
田

え
り
佳
、
瀧
澤
花
織 

、
谷
岡

靖
則 

、
山
田
菜
々
子
、
朱
軼
。

︵
出
展
者
名
は
、
苗
字
の
ア
ル

フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
︶
コ
ン
サ
ー
ト

出
演
者
Ｔ
Ｂ
Ａ
。

　
開
館
時
間
は
期
間
中
毎
日 

正
午
か
ら
午
後
7
時
30
分
ま

で
。
コ
ン
サ
ー
ト
は
午
後
7 

時
30
分
か
ら
開
演
。
ア
ー
ト

シ
ョ
ー
の
入
場
は
無
料
だ
が
、

コ
ン
サ
ー
ト
は
1
公
演
に
つ

き
30
ド
ル
。
問
い
合
わ
せ
・

thebricksnyc@
gm

ail.com
 

(

担
当
・
金
澤)

、
ま
た
は

ウ

ェ

ブ

サ

イ

ト
・

th
eb

rick
sn

y
c.w

ix
site.

com
/m

y-site-1

東
京
藝
術
大
学
卒
業
生
と

同
大
工
芸
科
教
授
ら
美
術
展

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
活
動
す
る

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
伊
藤
宜
史
が
２

日
か
ら
ロ
ー
ワ
ー
イ
ー
ス
ト

サ
イ
ド
の
バ
ン
ダ
ー
・
プ
ラ

ス
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
︵
オ
ー
チ
ャ

ド
通
り
１
５
６
番
地
、
電
話

２
１
２
・
２
２
７
・
８
９
８
３
︶

で
開
催
さ
れ
る
グ
ル
ー
プ

展
﹁R

E
D

, B
L

U
E

, A
N

D
 

Y
E

LLO
W

﹂
に
参
加
す
る
。

作
品
の
タ
イ
ト
ル
は
﹁Face

﹂。

コ
ン
セ
プ
ト
は
日
本
の
感
性
と

大
人
に
な
っ
て
か
ら
吸
収
し
た

欧
米
の
感
覚
の
違
い
を
探
求
し

和
解
さ
せ
る
た
め
の
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
と
し
て
美
術
制
作

す
る
中
で
得
た
文
化
と
体
験
。

１
９
７
２
年
愛
知
県
春
日
部
市

出
身
。
２
０
０
７
年
か
ら
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
在
住
。
ア
ー
ト
ス
テ

ュ
ー
デ
ン
ト
・
リ
ー
グ
や
ナ
シ

ョ
ナ
ル
ア
カ
デ
ミ
ー
な
ど
で
ア

ー
ト
を
学
ぶ
。

伊
藤
宜
史
が

合
同
展
に
参
加

　
ジ
ョ
ー
ン
Ｂ
マ
ー
ビ
ス
︵
東

78
丁
目
39
番
地
︶
は
、
11
月
29

日
か
ら
林
香
君
の
個
展
﹁
エ
タ

ー
ナ
ル
・
カ
レ
ン
ツ
︵E

ternal 
C

urrents

︶﹂
を
開
催
す
る
。

林
は
東
京
藝
術
大
学
を
卒
業

後
、
藤
本
能
道
の
下
で
学
び
、

作
品
制
作
活
動
の
傍
、
大
学
教

授
と
し
て
も
活
躍
。
21
年
、
24

年
に
は
日
展
特
選
の
他
、
朝
日

陶
芸
展
や
女
流
陶
芸
展
な
ど

受
賞
多
数
。
今
回
の
個
展
で

　
ト
ー
マ
ス
・
ピ
ア
シ
ー
氏
が

率
い
る
Ｎ
Ｙ
の
演
奏
家
・
作
曲

家

集

団R
andom

 A
ccess 

M
usic (

Ｒ
Ａ
Ｍ)

が
12
月
11

日(

日
︶
午
後
6
時
、
日
本
の

誇
る
20
世
紀
の
前
衛
作
曲
家
、

八
村
義
夫
・
武
満
徹
・
湯
浅
譲

二
に
よ
る
傑
作
を
演
奏
す
る
。

ほ
か
で
は
聴
け
な
い
フ
ル
ー

ト
・
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
・
ハ
ー
プ
・

パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
・
ピ
ア
ノ
の

五
重
奏
と
い
う
珍
し
い
組
み
合

わ
せ
の
曲
を
集
め
た
こ
の
演
奏

会
で
は
、Ｎ
Ｙ
在
住
の
作
曲
家
、

ギ
ル
バ
ー
ト
・
ガ
リ
ン
ド
、
フ

ラ
ン
シ
ス
・
ホ
ワ
イ
ト
、
合
屋

正
虎
に
よ
る
新
作
も
初
演
と
な

る
。
会
場
は
グ
リ
ニ
ッ
ジ
ビ
レ

ッ
ジ
、
マ
ー
サ
・
グ
ラ
ハ
ム
・

ダ
ン
ス
ス
タ
ジ
オ
の
11
階
︵
55 

B
ethune Street

︶。
チ
ケ
ッ

ト
は
当
日
一
般
25
ド
ル
、
学
生

及
び
シ
ニ
ア
10
ド
ル
。
予
約
は

ram
.nyc.info@

gm
ail.com

に
て
受
付
。

巨
匠
の
名
曲
を

Ｒ
Ａ
Ｍ
が
演
奏

は
、
作
家
の
居
住
地
で
あ
る
栃

木
県
日
光
で
の
自
然
、
華
厳
の

滝
に
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

得
て
、
コ
ロ
ナ
渦
の
中
苦
し
む

社
会
と
向
き
合
い
、
祈
り
の
中

か
ら
作
り
出
し
た
新
作
を
揃
え

た
。
12
月
8
日(
木)
午
後
５

時
︵
東
部
時
間
︶
か
ら
は
作
家

本
人
も
出
演
予
定
の
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ

で
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
を
開

催
。
詳
細
や
問
い
合
わ
せ
は

info@
m

irviss.com

林 香君がNY個展
エターナル・カレンツ

作品　Face

羽山 奈保　「時を制する」21cmx30cm 
ブラックボードにフィンガーペイント

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
ギ
ャ
ラ
リ
ー

展
示
作
品
応
募
受
け
付
け
中

伊
藤
ミ
ナ
子
　R

ose
 B

ud

小
椋
範
彦
　M

a
ke

 sm
a
ll b

ow
l

志
村
和
彦
　C

a
ske

t of M
oklum

e
宮
石
憲
作
　﹁
・
・
・
・
﹂

本
紙
・
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
の
美
術
作
品
展

示
画
廊
﹁
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
ギ
ャ
ラ
リ

ー
﹂
︵https://ny

seikatsu.com
/

gallery )

で
は
現
在
出
展
作
家
を
募

集
し
て
い
る
。
１
人
、
１
年
間
10
作
品

ま
で
掲
載
可
能
。
問
い
合
わ
せ
は
Ｅ
メ

ー

ル
　m

iura@
nyseikatsu.com

 

担
当
・
三
浦
ま
で
。

https://shopnyseikatsu.com/
mailto:thebricksnyc@gmail.com
mailto:thebricksnyc@gmail.com
mailto:thebricksnyc@gmail.com
mailto:ram.nyc.info@gmail.com
mailto:ram.nyc.info@gmail.com
mailto:ram.nyc.info@gmail.com
mailto:ram.nyc.info@gmail.com
mailto:ram.nyc.info@gmail.com
mailto:info@mirviss.com
mailto:info@mirviss.com
mailto:info@mirviss.com
https://nyseikatsu.com/
https://nyseikatsu.com/
https://nyseikatsu.com/
mailto:miura@nyseikatsu.com
mailto:miura@nyseikatsu.com
mailto:miura@nyseikatsu.com
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 ローカル
  スクランブル　
 WESTCHESTER & CT

　
ハ
ー
ツ
デ
ー
ル
の
紀
州
屋
で

は
ホ
リ
デ
ー
特
別
メ
ニ
ュ
ー

︵
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
の
み
︶
の
特

製
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
と
年
越

し
そ
ば
の
予
約
を
開
始
し
た
。

　
ラ
ー
メ
ン
屋
な
が
ら
手
作
り

ケ
ー
キ
も
美
味
し
い
と
評
判
の

紀
州
屋
。
今
年
初
め
て
販
売
す

る
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
は
６
号

サ
イ
ズ
︵
直
径
18
セ
ン
チ
︶
で
、

ふ
わ
ふ
わ
の
ス
ポ
ン
ジ
ケ
ー
キ

ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
と
年
越
し
蕎
麦
で
今
年
も
１
年
に
感
謝

■ウィンター・ワンダーランド・ドライブスルー　
　今年もケンシコ・ダムプラザのウィンター・
ワンダーランドの季節がやってきた！昨年同
様、車に乗ったままラジオから流れるホリデー
ミュージックを聞きながら 1.2 マイルの行程を
楽しむドライブスルー方式で、所要時間は渋滞
がなければ 20 〜 25 分ほど。途中下車はできな
い。嵐でない限り、雨や雪でも開催される。会
期：1/1（日）まで（12/24・25 はクローズ）。
平日は午後６時から９時まで、週末は午後 5 時
から 10 時まで 15 分ごとに入場するシステムで
前売りチケットはウェブサイトで購入。空きが
あれば現地で当日券を購入できる。入場料（車
ごとに）平日 28 ドル 79 セント、週末 39 ドル
９セント。場所：Kensico Dam Plaza (1 Bronx 
River Pkwy, Valhalla)  
www.wwinterwonderland.com

■レインディア・フェスティバル
　今年で 14 回目を迎えるコネチカット州グリ
ニッジのクリスマスイベントで、サンタクロー
スのほかトナカイ３頭もやってくる。本物のト
ナカイに触れる滅多にないチャンス。サンタと

の写真撮影は月〜金曜午後 12 時から６時、土
曜午前９時から午後６時、日曜はお休み、24 日
のみ午前９時から午後３時。料金は 35 ドル〜
58 ドル。写真撮影は犬も同伴可能で、参加した
犬には犬用ギフトがプレゼントされる。会期：
24（土）まで。場所：Sam Bridge Nursery & 
Greenhouses (437 North St. Greenwich, CT)  
www.greenwichreindeerfestival.com

■アメリカン・クリスマス
　マウント・バーノンのウォレンプレースに建つ
煉瓦造りの建物がクリスマス仕様に変身。５万
個以上の電飾と電気仕掛けの動物や人形が設置
された約１万平方フィートの会場を順路に沿っ
て楽しむ。室内なので天候に関わらず子供を連
れて行けるのが嬉しい。収益は地元の NPO へ
寄付される。会期：23（金）まで、平日は午前
11 時〜午後７時、土日は午前９時 20 分〜午後
８時半（日曜のみ午後７時）まで、15 分ごとに
入場するシステムで前売りチケットはウェブサ
イトで購入。入場料 11 ドル 29 セント〜 16 ド
ル 54 セント、２才以下無料。場所：American 
Christmas (30 Warren Pl. Mt. Vernon)
www.universe.com/events/santas-vil -
lage-at-american-christmas-tickets-Y2XN-
H4?ref=universe-discover

■ホリデーマーケット
　ホワイトプレーンズのダウンタウン中心部で
開催されるホリデーマーケットで、ウエストチェ
スター近郊のアーティストや工芸作家 50 人以上
が出店。絵画、ジュエリー、陶芸、ガラス細工、
スキンケア、石鹸、キャンドル、手編みグッズ、
ツリー用オーナメントなど様々な手作り品が並
ぶ。お腹が減ったらフードベンダーで腹ごしら
え。入場無料。会期：９（金）〜 18（日）午後
12 時から７時（週末のみ午後８時まで）。場所：
Court St. （Main St. と Martine Ave. の間）
www.wpbid.com/holidaymarket

■ルマジカ・ライトショー
　ノースセーラム郊外のリンゴ農園で開催する
徒歩で見学するライトショー。ドイツを拠点に
ヨーロッパ各地で光のインスタレーションを展

示している LUMAGICA とのコラボレーション
イベントで、シーズンを終えたリンゴ農園に 35
万個もの LED ライトを使った光の彫刻を展示し
ている。ドライブスルーと違い、夜の農園を徒
歩で回るので寒いが、郊外ならではの体験がで
きる。所要時間は 30 〜 50 分ほど。歩きやすい
靴＋防寒対策を万全に。会期：12/30（金）ま
で（12/24・25 はクローズ）、午後４時から９
時。入場料：14 才以上 45 ドル 19 セント、子供

（４〜 13 才）37 ドル 28 セント。15 分ごとに分
けられたチケットをウェブサイトで事前購入の
こと。場所：Harvest Moon Farm & Orchard 
(130 Hardscrabble Rd. North Salem) https://
harvestmoonfarmandorchard.com/lumagi-
ca-light-show

と
甘
さ
控
え
め
の
ホ
イ
ッ
プ
ク

リ
ー
ム
に
イ
チ
ゴ
、
ラ
ズ
ベ
リ

ー
、
ブ
ラ
ッ
ク
ベ
リ
ー
を
ト
ッ

ピ
ン
グ
︵
50
ド
ル
＋
税
︶。
予

約
受
付
は
18
︵
日
︶
ま
で
、
ピ

ッ
ク
ア
ッ
プ
は
23
︵
金
︶
ま
た

は
24
︵
土
︶
午
後
３
時
ま
で
に

来
店
の
こ
と
。

　
ま
た
、
年
越
し
蕎
麦
は
日
本

製
戸
隠
十
割
蕎
麦
︵
生
︶
と
、

紀
州
屋
特
製
の
か
え
し
に
鰹

節
・
さ
ば
節
・
い
り
こ
を
ブ
レ

ン
ド
し
た
無
添
加
だ
し
を
合
わ

せ
た
絶
品
そ
ば
つ
ゆ
、
大
晦
日

に
紀
州
屋
で
揚
げ
る
天
ぷ
ら

︵
海
老
２
本
と
野
菜
︶
を
セ
ッ

ト
に
し
て
販
売
す
る
︵
一
人
前

16
ド
ル
＋
税
︶。
予
約
時
に
暖

か
い
蕎
麦
用
か
け
つ
ゆ
、
ま
た

は
冷
た
い
蕎
麦
用
つ
け
つ
ゆ
か

を
選
ぶ
。
海
老
天
の
追
加
オ
ー

ダ
ー
は
1
本
3
ド
ル
＋
税
。
予

約
受
付
は
23
︵
金
︶
ま
で
、
ピ

ッ
ク
ア
ッ
プ
は
31
︵
土
︶
午
後

２
時
〜
６
時
ま
で
。

　
い
ず
れ
も
紀
州
屋
店
内

に

置

い

て

あ

る

予

約

票

に

記

入
、

ま

た

は

電

話

９
１
４
・
９
４
９
・
０
６
０
０
で

予
約
。

ハドソンバレーで開催されるホリデーイベント

感謝祭が終わって街は一気にホリデー仕様に衣替えしましたね。今号では 12 月にハドソンバレー
で開催されるホリデーイベントをご紹介。本格的な寒さが到来する前の穏やかな冬をエンジョイ！

紀州屋
163 S Central Ave. Hartsdale

ランチ　月・水〜金 11：45 〜 15：00、
土日 11：45 〜 15：15

ディナー　月・水木 16：30 〜 20：45、
金土 16：30 〜 21：00、

日 16：30 〜 20：00
火曜定休　www.kishuya.com

https://on-timelimo.com/
http://www.kodomony.org
http://www.kishuya.com/
tel:9147771543
http://www.ojfd.com
http://www.jwsny.org
https://www.artxuest.com/
http://www.wwinterwonderland.com
http://www.greenwichreindeerfestival.com
http://www.universe.com/events/santas-vil-lage-at-american-christmas-tickets-Y2XN-H4?ref=universe-discover
http://www.universe.com/events/santas-vil-lage-at-american-christmas-tickets-Y2XN-H4?ref=universe-discover
http://www.universe.com/events/santas-vil-lage-at-american-christmas-tickets-Y2XN-H4?ref=universe-discover
http://www.universe.com/events/santas-vil-lage-at-american-christmas-tickets-Y2XN-H4?ref=universe-discover
http://www.universe.com/events/santas-vil-lage-at-american-christmas-tickets-Y2XN-H4?ref=universe-discover
http://www.wpbid.com/holidaymarket
https://harvestmoonfarmandorchard.com/lumagi-ca-light-show
https://harvestmoonfarmandorchard.com/lumagi-ca-light-show
https://harvestmoonfarmandorchard.com/lumagi-ca-light-show
https://harvestmoonfarmandorchard.com/lumagi-ca-light-show
http://www.kishuya.com
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 BOOKS
　
﹁
あ
ー
そ
の
話
な
ら
も
う
何

度
も
聞
き
ま
し
た
よ
﹂
と
い
う

場
面
は
誰
し
も
一
度
や
二
度
は

あ
る
も
の
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、

毎
日
そ
の
被
害
に
遭
っ
て
い
る

若
者
︵
35
歳
前
後
ま
で
︶
が
い

る
だ
ろ
う
。﹃
終
わ
っ
た
人
﹄﹃
す

ぐ
死
ぬ
ん
だ
か
ら
﹄
﹃
今
度
生

ま
れ
た
ら
﹄
の
高
齢
者
小
説
３

部
作
累
計
１
０
０
万
部
突
破
に

続
く
内
館
牧
子
の
第
４
弾
﹃
老

害
の
人
﹄。﹁
迷
惑
な
の
と
言
わ

れ
て
も
﹂止
ま
ら
な
い
の
が﹁
過

去
の
仕
事
の
武
勇
伝
﹂
に
始
ま

る
自
慢
話
と
孫
の
自
慢
。
い
つ

に
な
っ
て
も
始
め
る
の
は
遅
く

な
い
と
や
っ
た
こ
と
の
な
い
水

彩
画
や
俳
句
を
始
め
た
り
、
大

手
出
版
社
の
名
前
を
お
金
で
買

っ
た
自
費
出
版
の
﹁
自
伝
﹂
な

ど
、
昔
話
に
説
教
、
浅
い
趣
味

の
講
釈
に
病
気
自
慢
、無
気
力
、

そ
し
て
ク
レ
ー
マ
ー
の
オ
ン
パ

レ
ー
ド
。
気
心
の
知
れ
た
仲
良

し
が
３
、
４
人
集
え
ば
、
孤
独

で
は
な
い
し
、
楽
し
い
会
話
が

弾
む
こ
と
は
微
笑
ま
し
い
が
、

そ
の
本
人
た
ち
は
気
づ
か
な
い

他
人
へ
の
配
慮
を
欠
い
た
言
動

や
時
代
錯
誤
の
振
る
舞
い
に
た

じ
ろ
ぐ
若
夫
婦
の
姿
を
日
常
生

活
の
中
で
描
写
す
る
。

　
本
の
タ
イ
ト
ル
を
見
た
時

は
、
日
本
の
高
齢
者
問
題
を
例

示
し
て
現
在
の
日
本
の
今
や
人

口
の
３
分
の
１
を
占
め
る
に
至

っ
た
３
５
０
０
万
有
余
人
の
65

歳
以
上
の
や
る
せ
な
さ
を
欠
い

た
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
な
の
か

と
思
っ
た
が
、
小
説
だ
。
小
説

だ
か
ら
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
な
の
だ

が
、
そ
こ
は
筆
者
の
と
ん
で
も

な
い
描
写
力
と
表
現
力
に
よ
っ

て
、
こ
の
本
の
主
人
公
、
戸
山

福
太
郎
︵
85
︶
が
生
き
生
き
と
、

周
り
の
家
族
に
﹁
老
害
﹂
の
毒

を
ば
ら
撒
き
な
が
ら
元
気
に
生

き
て
い
る
姿
を
描
く
。

　
双
六
︵
す
ご
ろ
く
︶
や
カ
ル

タ
の
製
作
販
売
会
社
、
雀
躍
堂

の
前
社
長
・
富
山
は
、
娘
婿
に

社
長
を
譲
っ
て
か
ら
も
現
役
に

固
執
し
て
出
勤
し
、
誰
彼
構
わ

ず
捕
ま
え
て
は
同
じ
手
柄
話
を

く
り
返
す
。

　
彼
の
仲
間
も
老
害
の
人
ば
か

り
。
素
人
俳
句
に
下
手
な
絵
を

そ
え
た
句
集
を
配
る
吉
田
夫
妻

に
﹁
死
に
た
い
死
に
た
い
﹂
と

言
い
続
け
る
春
子
、
老
害
五
重

奏
は
ま
さ
に
絶
好
調
だ
。﹁
も

う
や
め
て
よ
っ
﹂福
太
郎
の
娘
、

明
代
は
あ
る
日
、
た
ま
り
か
ね

て
腹
の
中
を
ぶ
ち
ま
け
る
。

　
こ
の
本
を
読
む
と
、
自
分
が

ど
れ
ほ
ど
﹁
老
害
の
人
﹂
な
の

か
と
い
う
こ
と
に
、
当
の
本
人

は
ま
っ
た
く
気
づ
い
て
い
な
い

も
の
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か

る
。
た
と
え
後
期
高
齢
者
枠
に

あ
ろ
う
が
だ
。
筆
者
の
内
館
さ

ん
は
、
自
分
磨
き
の
余
生
で
は

な
く
、
利
他
、
他
の
人
の
た
め

に
な
る
老
後
を
提
唱
し
て
い
る

よ
う
だ
。
本
書
で
は
、
父
親
の

老
害
に
耐
え
き
れ
な
く
な
っ
た

娘
が
、
と
う
と
う
キ
レ
る
。
現

実
社
会
で
は
ま
ず
言
え
な
い

本
音
を
父
親
に
叩
き
つ
け
る
。

八
十
代
後
半
の
父
親
は
反
省

し
、二
度
と
や
ら
な
い
と
謝
罪
。

そ
の
哀
れ
っ
ぽ
い
姿
に
、
娘
は

言
い
す
ぎ
た
と
落
ち
込
む
。
と

こ
ろ
が
父
親
は
、
裏
で
老
獪
な

逆
襲
を
企
み
る
。
日
頃
、
頭
数

に
入
れ
て
も
ら
え
な
い
老
人
た

ち
と
手
を
組
ん
で
。

　
作
者
は
﹁
こ
の
作
品
は
、

八
十
代
、
九
十
代
の
群
像
劇
に

し
た
い
と
思
っ
た
﹂
と
あ
と
が

き
で
述
べ
て
い
る
。
人
生
は
一

瞬
の
夢
、
父
や
母
と
一
緒
に
暮

ら
し
た
昭
和
の
日
々
は
、
現
実

だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
葬
式
し

か
な
い
将
来
と
、
も
は
や
夢
と

し
か
思
え
な
い
過
去
。
そ
ん
な

老
人
た
ち
で
あ
っ
て
も
命
が
あ

る
限
り
ど
う
生
き
た
ら
い
い
の

か
。
少
な
く
と
も
若
年
層
に
押

し
付
け
ら
れ
た
趣
味
や
挑
戦
な

ど
の
﹁
自
分
磨
き
﹂
ば
か
り
で

は
な
い
は
ず
だ
。
身
に
つ
ま
さ

れ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
満
載
の
ド
ラ

マ
を
映
画
で
は
な
く
活
字
で
楽

し
む
こ
と
が
で
き
る
。︵
三
浦
︶

 ８０〜 90 代の群像劇
内館 牧子・著

講談社・刊

■身軽に生きるコツ（矢作直樹、三笠書房）余計なものを
手放せば、心がラクになる。救急医療の現場で生と死を見
つめてきた医師が伝えたい、すこやかな生き方のコツ。人
間関係、健康、仕事、お金など、「あたりまえ」を見直す
ことでもっと自由になる。健康を気にしない究極の健康法
など、東京大学名誉教授・医師が解説する。■時をかける
眼鏡　宰相殿下と学びの家（椹野道流、集英社）マーキス
島を脅かした疫病の流行は、遊馬たちの活躍でどうにか食
い止められた。しかし人智を越えた災難に対し、自国があ
まりに小さく無防備であると痛感した国王ロデリックは国
の行く末を案じる。不思議な本により中世の王国にタイム
スリップした西條遊馬が苦難を乗り越えていく、シリーズ
第 9 弾。■赤ずきん、ピノキオ拾って死体と出会う。（青
柳碧人、双葉社）前作『赤ずきん、旅の途中で死体と出会
う。』で登場した赤ずきんに相棒ができた。その名はピノ
キオ。一緒に旅をする中でまたもや事件が発生する。『白
雪姫』『ハーメルンの笛吹き男』『三匹の子豚』などの童話
をベースにした連作本格ミステリ第 2 弾。■日本人が知ら
ないグレート・リセット6つの連鎖（高島康司、徳間書店）
金融危機、資源危機の根底あるグレート・リセットへの道
筋とは何か。2032 年、グレート・リセット完了後に世界
はどうなっているのかなど、新聞・テレビが決して報じな
い情報から世界情勢の裏側を読み解く。ロシア・ウクライナ戦争を的中させ
た著者による近未来予測。■屋根裏に誰かいるんですよ。（春日武彦、河出
文庫）孤独な一人暮らしを続けている老人などに、自分の部屋に誰かが住ん
でいるかのような妄想にとらわれる「幻の同居人妄想」という症状が現れる
ことがある。ミステリや都市伝説など、屋内の闇に秘められた心の闇をあぶ
りだす、1999 年発行の名著の文庫化。■乳酸菌と食物繊維が腸を壊す（宇
野良治、宝島社新書）お腹が弱い、ゴロゴロする、そんな人は過敏性腸症候
群（IBS）かもしれない。日本人の 10 人に 1 人が抱えるこの悩みの原因は
善玉菌といわれてきた乳酸菌やビフィズス菌、そして食物繊維だった。自身
も IBS を患う医師がそのメカニズムと改善方法を解説する。（高田由起子）
　　　　　　　　　　　　　　　■書籍・資料協力：紀伊國屋書店NY本店

　
医
師
が
伝
え
た
い
、
す
こ
や
か
な
生
き
方
。
時
を
か
け
る
眼
鏡
シ
リ
ー
ズ
第
９
弾
。
有

名
童
話
を
ベ
ー
ス
に
し
た
連
作
ミ
ス
テ
リ
。
世
界
情
勢
の
裏
側
を
読
み
解
き
、
近
未
来
を

予
測
す
る
。
屋
内
の
闇
に
秘
め
ら
れ
た
心
の
闇
。
過
敏
性
腸
症
候
群
の
原
因
と
は
。

 ■ 即買える新刊を紹介 ■

 ▲クリックすると新刊購入サイトへ！

　
今
年
９
月
26
日
に
発
売
さ
れ

る
や
い
な
や
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
タ

イ
ム
ズ
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
公
立

図
書
館
の
２
０
２
２
年
ベ
ス
ト

チ
ル
ド
レ
ン
ズ
ブ
ッ
ク
に
選
ば

れ
た
絵
本
。

　
南
部
ミ
シ
シ
ッ
ピ
か
ら
始
ま

る
歴
史
的
な
旅
、
ブ
ル
ー
ス
音

楽
の
探
求
、
そ
し
て
コ
ル
デ
コ

ッ
ト
賞
を
受
賞
し
た
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
の
エ
キ
サ
イ
テ
ィ
ン
グ
な

新
作
。
多
く
の
音
楽
的
言
及
は

絵
本
の
年
少
読
者
を
し
ば
し
ば

悩
ま
せ
る
も
の
だ
が
、
こ
の
ブ

ル
ー
ス
の
歴
史
へ
の
簡
単
な
紹

介
は
、
多
く
の
子
供
た
ち
が
共

感
す
る
に
違
い
な
い
。

　
あ
る
朝
、
主
人
公
の
少
年
ボ

ー
・
ウ
ィ
リ
ー
は
犬
小
屋
が
空

っ
ぽ
で
、
門
が
大
き
く
開
い
て

い
る
の
を
見
つ
け
る
。
農
夫
の

フ
レ
ッ
ド
は
、
黄
色
い
犬
が
ハ

イ
ウ
ェ
イ 

61 

に
向
か
っ
て
走

り
出
し
た
と
言
う
。
ジ
ェ
シ
ー

お
ば
さ
ん
は
、
ピ
ン
ク
の
キ
ャ

デ
ラ
ッ
ク
に
乗
っ
た
ボ
ー
・
ウ

ィ
リ
ー
を
迎
え
に
行
き
、
物
語

の
中
で
行
方
不
明
に
な
っ
た
愛

犬
、
子
犬
探
し
に
導
く
。
あ
の

黄
色
い
犬
は
ど
こ
へ
行
っ
た

の
？
　
少
年
の
想
い
は
読
者
と

と
も
に
成
長
の
道
へ
と
誘
う
。

愛
犬
探
し
と
ブ
ル
ー
ス
と
の
出
会
い

 Yellow Dog Blues
Written by Alice Faye Duncan

illustrated by Chris Raschka

https://usa.kinokuniya.com/
http://www.ojfd.com
https://parkavenuemedicalcenter.com/
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 NY 生活ウーマン
 週刊 NY 生活は、家庭や職場、社会で美しく生きる女性たちを応援します。

　
植
物
界
の
中
で
も
完
璧
な

美
の
象
徴
で
あ
る
ロ
ー
ズ
。
高

貴
な
香
り
、
ビ
ロ
ー
ド
の
よ
う

な
や
わ
ら
か
さ
、
幾
何
学
的
な

形
状
、
ロ
ー
ズ
の
純
粋
に
美
し

い
存
在
は
宇
宙
の
創
り
出
し

た
奇
跡
の
よ
う
で
す
。

　
遠
い
昔
か
ら
、
多
く
の
地
域

や
文
明
で
は
、
ロ
ー
ズ
は
観
賞

用
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
宗

教
の
儀
式
や
浄
化
、
来
客
を
迎

え
る
時
、
室
内
の
清
浄
、
飲
用
、

お
菓
子
、
薬
用
、
美
容
、
香
水

な
ど
日
常
的
に
使
わ
れ
、
そ

の
土
地
の
暮
ら
し
や
文
化

と
深
く
関
わ
っ
て
き
ま
し

た
。
香
り
高
い
オ
ー
ル
ド
ロ

ー
ズ
の
開
花
は
初
夏
の
短

い
期
間
で
す
。
手
で
摘
み
と

ら
れ
た
花
々
は
、
水
で
蒸
留

さ
れ
ロ
ー
ズ
水
に
、
充
分
な

花
の
量
が
あ
れ
ば
ロ
ー
ズ

水
の
上
に
浮
く
精
油
が
採

れ
、
ま
た
乾
燥
し
た
り
保
存

食
と
し
て
加
工
さ
れ
、
次
の

年
の
ロ
ー
ズ
の
開
花
ま
で

一
年
を
通
し
て
使
い
続
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ロ
ー
ズ
の
効
能
は
、
浄
化
、

浄
血
、
精
神
安
定
、
の
ど
を
潤

し
消
炎
を
助
け
肺
を
丈
夫
に

す
る
、
胃
腸
の
働
き
を
助
け
消

化
を
促
進
、
胆
汁
分
泌
を
促

し
、
肝
臓
の
保
護
と
解
毒
を
助

け
る
、
脾
臓
の
働
き
を
助
け

る
、
利
尿
促
進
、
毛
細
血
管
の

強
化
、
生
殖
器
系
の
浄
化
、
ホ

ル
モ
ン
分
泌
の
調
整
、
肌
を
清

浄
し
組
織
を
引
き
締
め
る
な

ど
、
美
と
健
康
に
大
変
有
益
で

す
。
地
球
が
揺
ら
ぐ
不
安
定
な

時
代
に
生
き
る
我
々
に
、
ロ
ー

ズ
は
宇
宙
か
ら
授
か
っ
た
崇

高
な
美
と
香
り
そ
し
て
多
く

の
薬
効
を
惜
し
み
な
く
提
供

し
て
く
れ
ま
す
。
ご
自
分
に
合

っ
た
方
法
で
生
活
に
取
り
入

れ
て
み
ら
れ
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

橋
本
真
理
子
／
Ａ
Ｒ
Ｃ
認
定

ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ス
ト
、
Ｎ
Ｙ
に

て
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー
ク
ラ
ス
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ス
キ
ン
ケ
ア

製
品
や
精
油
の
調
合
を
実
施

す
る
。

m
ariko@

m
aliliko.com

www.m
aliliko.com

 

香
り
の

パ
ワ
ー

71

く
ら
し
の
中
の

ロ
ー
ズ

絵：古舘みどり

　
コ
ネ
テ
ィ
カ
ッ
ト
州
グ
リ
ニ

ッ
チ
の
目
抜
き
通
り
、
グ
リ
ニ

ッ
チ
街
と
パ
ト
ナ
ム
街
の
街
灯

に
赤
い
リ
ボ
ン
を
つ
け
た
ハ
ン

ギ
ン
グ
バ
ス
ケ
ッ
ト
が
１
０
８

個
飾
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
を

作
っ
た
の
は
、
グ
リ
ニ
ッ
チ
近

郊
に
住
む
日
本
人
55
人
。

　
毎
年
、
感
謝
祭
前
に
準
備
、

制
作
を
完
了
さ
せ
て
ホ
リ
デ
ー

シ
ー
ズ
ン
の
街
を
彩
っ
て
い

る
。
今
年
は
イ
ー
ス
ト
チ
ェ
ス

タ
ー
や
ウ
エ
ス
ト
チ
ェ
ス
タ
ー

か
ら
も
制
作
に
参
加
が
あ
り
、

地
元
と
日
本
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

参
加
者
と
の
交
流
の
場
と
も
な

っ
て
い
る
。
１
９
８
６
年
か
ら

街
の
美
化
運
動
の
一
環
と
し
て

始
ま
っ
た
こ
の
手
作
り
バ
ス
ケ

ッ
ト
に
は
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
モ

ミ
、
杉
、
松
、
ジ
ュ
ニ
パ
ー
の

木
の
枝
に
ベ
リ
ー
や
ホ
ワ
イ
ト

バ
ー
チ
、
白
く
塗
っ
た
松
ぼ
っ

く
り
、
リ
ボ
ン
が
飾
ら
れ
、
女

性
一
人
が
や
っ
と
抱
え
ら
れ
る

程
の
大
き
な
グ
リ
ー
ン
の
バ
ス

ケ
ッ
ト
。
同
グ
リ
ニ
ッ
チ
の
街

に
は
、
全
日
制
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
日
本
人
学
校
も
あ
り
、
近
郊

に
住
む
日
本
人
家
庭
が
口
コ
ミ

で
代
々
参
加
し
て
い
る
。
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
に
彩
ら
れ
た
大

通
り
。﹁
ど
れ
が
自
分
の
作
っ

た
も
の
か
は
わ
か
ら
な
い
け
れ

ど
も
、
そ
れ
も
よ
し
。
そ
れ
ら

を
見
上
げ
な
が
ら
の
ホ
リ
デ
ー

シ
ー
ズ
ン
の
街
歩
き
も
ま
た
格

別
、
季
節
の
風
物
詩
で
す
﹂
と

参
加
者
た
ち
も
喜
ん
で
い
る
。

グ
リ
ニ
ッ
チ
の
街
を
彩
る

ハ
ン
ギ
ン
グ
バ
ス
ケ
ッ
ト
作
り

　
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
グ
ロ
ー
バ

ス
和
室
で
11
月
13
日
か
ら
18
日

ま
で
、
神
奈
川
県
在
住
の
着
物

仕
立
て
屋
一
級
和
裁
士
の
平
山

留
美
さ
ん
指
導
の
﹃
浴
衣
を
縫

っ
て
出
か
け
ま
し
ょ
う
！
﹄
講

座
が
開
催
さ
れ
た
。
２
０
１
６

年
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
で
実
施

し
、
２
０
２
０
年
5
月
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
で
実
施
予
定
が
コ
ロ
ナ

で
中
止
。
今
回
、
６
年
振
り
に

第
２
回
目
の
海
外
で
の
集
中
浴

衣
手
縫
い
講
座
が
実
現
し
た
。

　
講
座
参
加
者
は
ベ
ル
リ
ン
か

ら
の
着
物
研
究
員
、
友
人
に
プ

レ
ゼ
ン
ト
す
る
た
め
に
初
挑
戦

の
男
性
、
Ｎ
Ｊ
で
着
物
ビ
ジ
ネ

ス
営
業
を
し
て
い
る
オ
ー
ナ

ー
、
手
縫
い
浴
衣
リ
ピ
ー
タ
ー

等
と
い
っ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い

を
持
っ
た
人
た
ち
。
参
加
し
た

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
在
住
の
レ

手
縫
い
の
マ
イ
サ
イ
ズ
浴
衣

平
山
留
美
さ
ん
指
導
で

イ
ン
ズ
民
子
さ
ん
に
よ
る
と

﹁
日
に
日
に
縫
い
目
が
細
か
く

整
い
、
運
針
も
早
ま
り
、
目
に

見
え
て
の
進
歩
ぶ
り
に
参
加
者

全
員
が
褒
め
合
い
、
和
裁
用
語

を
覚
え
た
り
、
和
気
合
い
合
い

の
講
座
と
な
っ
た
﹂
と
い
う
。

　
４
人
の
参
加
者
全
員
が
マ
イ

サ
イ
ズ
の
浴
衣
、
長
襦
袢
を
完

成
し
グ
ロ
ー
バ
ス
和
室
近
辺
を

散
策
＝
写
真
＝
。
ハ
リ
ー
・
ポ

ッ
タ
ー
店
内
で
は
買
物
客
が
着

物
姿
に
振
り
返
る
場
面
も
あ
っ

た
。
平
山
和
裁
士
は
11
月
4
日

か
ら
12
日
ま
で
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ

ィ
ア
の
ド
レ
ク
セ
ル
大
学
デ
ザ

イ
ン
科
の
参
加
学
生
19
名
を
チ

ー
ム
に
分
け
、
７
枚
の
着
物
を

全
行
程
手
縫
い
で
完
成
さ
せ

た
。
こ
の
講
座
の
後
に
は
切
り

絵
画
家
の
久
保
修
氏
の
講
座
が

続
い
た
。
久
保
氏
監
修
の
作
品

も
完
成
し
、
日
本
の
伝
統
衣
装

で
あ
る
着
物
を
ド
レ
ク
セ
ル
の

学
生
が
２
週
に
渡
り
完
成
さ
せ

た
こ
と
は
今
後
の
デ
ザ
イ
ン
科

学
生
に
も
多
少
な
ら
ず
と
も
影

響
を
与
え
そ
う
だ
。

・免責事項・

本紙に掲載の広告に関して問題が生
じた場合、ニューヨーク生活プレス
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大
高
翔
の
俳
句
の
コ
コ
ロ  

12 月

師
し わ す

走

　
コ
ロ
ナ
禍
、
二
〇
二
〇
年
と

二
〇
二
一
年
の
冬
は
、
長
く
長

く
感
じ
た
。
一
年
の
う
ち
で
、

も
っ
と
も
華
や
か
で
楽
し
み
だ

っ
た
そ
れ
ま
で
の
十
二
月
を
思

う
と
、
な
ん
と
も
空
し
い
気
持

ち
に
な
っ
た
。
俯
か
な
い
よ
う

に
、
部
屋
に
彩
り
を
加
え
、
娘

た
ち
と
ケ
ー
キ
を
飾
り
付
け

る
。
き
っ
と
い
つ
か
、
こ
れ
も

い
い
思
い
出
な
る
、
と
言
い
聞

か
せ
な
が
ら
。

季
語
＝
聖
夜(

冬)

ク
リ
ス
マ

ス
、
聖
樹
、
聖
菓
。
日
本
で
は

宗
教
と
は
あ
ま
り
関
係
な
く
、

行
事
と
し
て
定
着
し
た
。
子
ど

も
た
ち
は
ケ
ー
キ
を
食
べ
、
サ

ン
タ
ク
ロ
ー
ス
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

を
楽
し
み
に
眠
る
。

＊

＊

＊

　
大
学
か
ら
は
ひ
と
り
暮
ら

し
、
を
受
験
勉
強
の
目
標
に
掲

げ
て
い
た
長
女
。
の
ん
び
り
屋

が
、
よ
う
や
く
や
り
た
い
こ
と

を
見
つ
け
た
こ
と
を
頼
も
し

く
思
い
な
が
ら
、
一
緒
に
暮
ら

せ
る
時
間
を
胸
の
中
で
数
え

て
は
、
さ
み
し
さ
に
震
え
る
よ

う
な
気
持
だ
っ
た
。
一
秒
一
分

で
も
長
く
こ
の
ま
ま
、
と
願
う

親
子
の
夜
だ
っ
た
。

季
語
＝
榾(

冬)

﹁
ほ
た
﹂
ま

た
﹁
ほ
だ
﹂
と
も
読
む
。
榾
火
、

榾
明
、
榾
の
宿
。
か
つ
て
、
山

村
な
ど
の
家
屋
で
は
多
く
、
囲

炉
裏
が
あ
り
、
そ
の
燃
料
と
し

て
用
い
た
、
乾
燥
し
た
木
の
幹

や
根
の
こ
と
。

 

▼
お
お
た
か
・
し
ょ
う
＝
俳

人
／
俳
人
協
会
幹
事
／
京
都

芸
術
大
学
非
常
勤
講
師
／
北

米
伊
藤
園
新
俳
句
グ
ラ
ン
プ

リ
審
査
員
／
藍
花
副
主
宰
／

 

＊
新
俳
句
グ
ラ
ン
プ
リ
︵
特
別

協
賛
：
北
米
伊
藤
園
︶
は
応
募

作
品
を
募
集
中
。

　

問

い

合

わ

せ

は

電

話

２
１
２
・
２
１
３
・
６
０
６
９
、

ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ルhaiku

gran
dprix

@
gm

ail.com
 

ま
で
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ

トw
w

w
.artofhaiku.org 

参
照
。

 

新
俳
句
グ
ラ
ン
プ
リ

眠ね
む

り
た
が
ら
ぬ
子こ

に
残の

こ

す
聖せ

い

や夜
の
灯ひ

こ
の
夜よ

る

を
こ
はわ

さ
ぬ
やよ

う
に
榾ほ

た

を
次つ

ぐ

56

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

︵
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
グ
リ
ニ
ッ

チ
、
岡
田
雅
彦
校
長
、
児
童
生

徒
数
99
人
︶
は
、
11
月
18
日
、

2
年
間
に
渡
り
開
催
を
控
え
て

い
た
ゲ
ス
ト
を
招
い
て
の
催
し

を
Ｐ
Ｔ
Ｏ
︵
天
目
祐
二
会
長
︶

主
催
で
行
っ
た
。

　
ヨ
ー
コ
・
ナ
カ
ハ
シ
・
フ
ェ

ロ
ー
シ
ッ
プ
・
ア
ン
サ
ン
ブ
ル 

の
公
演
で
は
、
4
人
の
パ
フ
ォ

ー
マ
ー
の
和
太
鼓
の
音
色
が
会

場
に
響
き
渡
っ
た
。
披
露
し
た

演
目
の
中
で
﹁
天
下
招
福
息
災

延
命
﹂
と
い
う
子
供
た
ち
の
健

康
を
願
っ
た
威
勢
の
よ
い
掛
け

声
が
か
け
ら
れ
た
。
初
め
て
和

太
鼓
の
演
奏
を
聴
く
子
供
も
多

く
、
子
供
た
ち
は
、
大
小
様
々

な
太
鼓
を
演
奏
す
る
パ
フ
ォ
ー

マ
ー
の
太
鼓
の
音
と
動
き
に
釘

付
け
に
さ
れ
た
。

　
後
半
は
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

で
全
員
が
太
鼓
を
叩
く
こ
と
を

体
験
し
、
大
き
く
、
力
強
く
ば

ち
を
動
か
す
大
変
さ
を
実
感
し

た
り
、
太
鼓
を
叩
く
楽
し
さ
を

味
わ
っ
た
り
し
た
。

　
ま
た
、
リ
ー
ダ
ー
の
中
松
陽

子
さ
ん
か
ら
和
太
鼓
を
演
奏
す

る
難
し
さ
や
喜
び
を
教
え
て
も

ら
っ
た
。
児
童
に
と
っ
て
は
日

本
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
和
太
鼓

を
生
演
奏
で
聴
き
、
体
験
す
る

貴
重
な
機
会
と
な
っ
た
。

和
太
鼓
を
体
験

Ｎ
Ｙ
日
本
人
学
校

ウ
ィ
ン
タ
ー
ス
ク
ー
ル

フ
レ
ン
ズ
ア
カ
デ
ミ
ー

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
マ

ン
ハ
ッ
タ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
フ
レ

ン
ズ
ア
カ
デ
ミ
ー
は
12
月
26

日
、
27
日
、
28
日
に
幼
児
部
・

小
学
生
ウ
ィ
ン
タ
ー
ス
ク
ー
ル

を
開
催
す
る
。﹁
ア
メ
リ
カ
に

い
な
が
ら
日
本
の
年
末
・
年
始

を
楽
し
む
﹂
を
テ
ー
マ
に
、
年

越
し
や
干
支
に
つ
い
て
楽
し
く

学
ん
だ
り
、
お
正
月
遊
び
や
製

作
を
体
験
し
た
り
で
き
る
。
ま

た
開
催
期
間
中
は
、
運
動
、
伝

承
遊
び
を
取
り
入
れ
て
、
健
康

な
体
づ
く
り
を
目
指
す
。
幼
児

は
３
歳
か
ら
５
歳
、
小
学
部
は

6
歳
か
ら
小
学
６
年
生
ま
で
が

対
象
。
１
日
か
ら
参
加
可
能
。

問

い

合

わ

せ

は

電

話

２
１
２
・
９
３
５
・
８
５
３
５
、

ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ルfriends.

nyikuei@
gm

ail.com

http://www.seido.com
https://alto-edu.com/
http://ze-edu.com
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フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
日
本
語

補
習
授
業
校
︵
ペ
ン
シ
ル
べ
ニ

ア
州
、
根
路
銘
敢
校
長
︶
小
学

部
は
、
11
月
12
日
に
低
学
年
と

高
学
年
の
２
部
に
分
か
れ
て

﹁
秋
の
学
習
発
表
会
﹂
を
行
っ

た
。
低
学
年
は
、
国
語
科
で
学

ん
だ
物
語
の
群
読
、
音
読
劇
、

秋
に
関
す
る
俳
句
等
を
披
露
し

た
。
さ
ら
に
そ
の
学
習
内
容
を

掘
り
下
げ
、
自
身
の
大
切
な
人

へ
向
け
た
手
紙
を
心
を
込
め
て

読
み
上
げ
た
り
、
季
語
や
リ
ズ

ム
を
意
識
し
た
自
作
の
俳
句
を

発
表
し
た
。
高
学
年
は
、
宮
沢

賢
治
﹁
ざ
し
き
ぼ
っ
こ
の
話
﹂

の
朗
読
劇
を
感
情
豊
か
に
表
現

し
た
り
、
都
道
府
県
学
習
を
発

展
さ
せ
、
北
海
道
の
南
中
ソ
ー

ラ
ン
に
も
挑
戦
し
た
り
し
た
。

６
年
生
は
今
ま
で
積
み
重
ね
て

き
た
国
語
力
を
駆
使
し
て
、
オ

リ
ジ
ナ
ル
ス
ト
ー
リ
ー
を
繋
ぎ

合
わ
せ
て
い
く
創
作
活
動
に
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
、
自
作
の
ス
ラ
イ

ド
と
共
に
紙
芝
居
の
よ
う
に
し

て
創
造
力
溢
れ
る
ス
ト
ー
リ
ー

を
発
表
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
成

長
や
学
習
内
容
を
、
他
の
学
年

の
生
徒
や
保
護
者
を
含
め
た
大

勢
の
前
で
披
露
で
き
る
素
晴
ら

し
い
機
会
と
な
っ
た
。

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園

︵
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
イ
ン

グ
ル
ウ
ッ
ド
ク
リ
フ
ス
、
岡
本

徹
学
園
長
︶の
全
日
制
幼
児
部
・

小
学
部
合
同
の
学
園
祭
が
、
11

月
19
日
︵
土
曜
日
︶、
イ
ン
グ

ル
ウ
ッ
ド
ク
リ
フ
ス
教
育
委
員

会
、
イ
ン
グ
ル
ウ
ッ
ド
ク
リ
フ

ス
警
察
の
協
力
の
も
と
、
ノ
ー

ス
ク
リ
フ
ス
ク
ー
ル
で
盛
大
に

行
な
わ
れ
た
。

　
豊
か
な
表
現
力
を
育
み
、
自

分
を
表
現
す
る
場
で
あ
る
年
に

一
度
の
学
園
祭
で
は
、幼
児
部
・

小
学
部
一
貫
校
の
特
色
を
生
か

し
、
9
学
年
に
渡
る
幼
児
児
童

が
、日
本
語
と
英
語
の
両
方
で
、

歌
や
踊
り
、
劇
、
器
楽
演
奏
を

発
表
し
た
。

　

今

年

度

は
、C

O
V

ID
-19

以
降
３
年
振
り
に
、
よ
う
や
く

学
年
を
混
合
し
た
集
団
で
の

取
り
組
み
も
で
き
る
よ
う
に

な
り
、
幼
児
部
は
年
少
、
年

中
、
年
長
が
各
組
ご
と
の
劇
を

行
う
の
に
加
え
て
、
３
組
の

子
供
た
ち
が
一
緒
に“

It’
s 

a Sm
all W

orld” 

を

日

本

語
と
英
語
の
両
方
で
元
気
な

声
で
歌
っ
て
い
た
。
小
学
部

は
、
英
語
劇
で
１
年
生
の
み
単

独
でm

usic perform
ance 

“
Frozen”

を
、
２
、
３
年
生

が
一
緒
に “

Puss in B
oots”

を
、
そ
し
て
４
、５
、６
年
生
が 

“
Shrek”

を
合
同
で
行
っ
た
。

学
年
混
合
で
行
う
こ
と
で
、
子

供
た
ち
は
よ
り
大
き
な
歌
声
の

ハ
ー
モ
ニ
ー
を
感
じ
た
り
、
セ

リ
フ
や
演
技
の
練
習
で
学
年
を

交
え
て
切
磋
琢
磨
し
た
り
す
る

こ
と
が
で
き
た
と
い
う
こ
と

だ
。
　

　
幼
児
部
の
劇
は
、
歌
や
踊
り

が
大
好
き
な
年
少
組
の
子
供
た

ち
が
、
畑
仕
事
、
ダ
ン
ス
、
お

料
理
の
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
ね

ず
み
達
の
暮
ら
し
の
様
子
を
愛

ら
し
く
、
可
愛
ら
し
く
演
じ
た

﹁
お
む
す
び
こ
ろ
り
ん
の
ね
ず

み
さ
ん
達
の
一
日︵
創
作
劇
︶﹂、

学
園
祭
盛
大
に
Ｎ
Ｙ
育
英
学
園

全
日
制
幼
児
部
と
小
学
部

　
フ
レ
ン
ズ
ア
カ
デ
ミ
ー
ウ
ィ

ー
ク
エ
ン
ド
ス
ク
ー
ル
︵
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
マ
ン
ハ
ッ

タ
ン
ア
ッ
パ
ー
ウ
エ
ス
ト
キ

ャ
ン
パ
ス
、 

山
田
亜
香
里
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
、 

在
籍
者
数
１
０
１

人
︶
で
は
、
園
児
増
加
に
伴

い
、
現
在
、
土
曜
日
午
前
お

よ
び
午
後
に
開
催
さ
れ
て
い

る
幼
児
教
室
︵
在
籍
園
児
数

29
人
︶
に
加
え
、
第
3
学
期

始
業
日
︵
２
０
２
３
年
1
月

8
日
︶
に
、
幼
児
教
室
日
曜

日
午
前
の
ク
ラ
ス
を
開
設
す

る
。
対
象
は
年
少
か
ら
年
長

児
。
小
学
部
も
併
設
し
て
い
る

た
め
、
幼
児
教
室
卒
園
後
は
、

小
学
部
に
進
学
が
可
能
。 

申

込
み
、
問
い
合
わ
せ
は
電
話

２
１
２
・
９
３
５
・
８
５
３
５
、

w
e

e
k

e
n

d
fr

ie
n

d
s

.
nyikuei@

gm
ail.com
秋
の
学
習

発
表
会
開
催

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
日
本
語
補
習
授
業
校

フ
レ
ン
ズ
ア
カ
デ
ミ
ー

日
曜
日
幼
児
部
開
設

な
ぞ
な
ぞ
を
解
き
な
が
ら
﹁
勇

気
﹂﹁
優
し
さ
﹂﹁
強
さ
﹂
３
つ

の
石
を
見
付
け
る
冒
険
旅
を
忍

者
、
海
賊
、
妖
精
に
な
っ
て
演

じ
た
年
中
組
の
﹁
に
ん
に
ん
忍

者
と
海
賊
と
コ
ッ
ト
の
大
冒

険
！
！
︵
創
作
劇
︶﹂、
定
番
の

お
話
を
元
気
い
っ
ぱ
い
、
個
性

い
っ
ぱ
い
の
年
長
組
の
子
供
た

ち
が
面
白
い
セ
リ
フ
と
勇
気
が

湧
い
て
く
る
ダ
ン
ス
で
演
じ
た

﹁
ブ
レ
ー
メ
ン
の
音
楽
隊
︵
グ

リ
ム
童
話
︶﹂
を
披
露
し
た
。

　
小
学
部
の
劇
は
、
２
つ
の
ス

ト
ー
リ
ー
を
21
名
の
１
年
生
が

表
情
や
セ
リ
フ
、
身
体
の
動
き

を
多
用
し
て
豊
か
な
表
現
で
演

じ
た
﹁
名
探
偵
コ
ナ
ン
﹂、
タ

イ
ト
ル
通
り
学
級
と
子
供
一
人

一
人
の
得
意
な
こ
と
と
将
来
の

夢
を
発
表
す
る
こ
と
で
自
己
表

現
し
た
﹁
２
年
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
﹂、
自
分
た
ち
が
何
気
な
く

過
ご
し
て
い
る
時
に
隣
の
国
や

世
界
の
子
ど
も
に
何
が
起
き
て

い
る
か
に
問
題
意
識
を
抱
き
、

自
分
た
ち
の
日
常
と
非
日
常
の

コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
演
じ
た
﹁
ぼ

く
が
ラ
ー
メ
ン
た
べ
て
る
と

き
︵
長
谷
川
義
史
原
作
︶﹂、
６

年
生
の
自
分
が
４
年
生
の
時
に

書
い
た
日
記
を
見
付
け
、
一
年

し
か
居
な
か
っ
た
学
校
で
ど
う

友
達
と
過
ご
し
、
何
に
悩
ん
だ

の
か
、
過
去
の
自
分
と
向
き
合

う
物
語
を
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
演

技
や
力
強
い
ラ
ッ
プ
の
歌
で
仕

上
げ
た
４
年
生
の
創
作
劇
﹁
二

年
前
の
き
ず
な
﹂、
万
葉
集
か

ら
受
け
継
が
れ
る
誰
も
が
知
っ

て
い
る
お
話
に
敢
え
て
取
り
組

み
、
観
客
を
高
学
年
の
演
技
で

海
の
底
の
魅
力
と
幻
想
の
世
界

に
引
き
込
ん
だ
５
年
生
の
﹁
浦

島
太
郎
﹂、
様
々
な
人
と
出
会

い
な
が
ら
、﹁
ほ
ん
と
う
の
さ

い
わ
い
﹂と
は
何
か
を
考
え
る
、

難
解
と
も
い
わ
れ
る
宮
沢
賢
治

の
名
作
を
演
技
す
る
こ
と
を
通

じ
て
考
え
、
表
現
し
、
観
客
に

伝
え
た
６
年
生
の
﹁
銀
河
鉄
道

の
夜
﹂、
と
学
年
そ
れ
ぞ
れ
の

個
性
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
み
な
ぎ

る
上
演
が
続
き
、
笑
い
、
涙
、

感
動
の
た
め
息
が
観
客
か
ら
聞

こ
え
た
。
同
学
園
全
日
制
部
門

で
は
、
12
月
に
入
り
、
１
、
２

日
に
学
園
見
学
ツ
ア
ー
、
４
日

に
学
園
説
明
会
が
行
わ
れ
る
。

tel:2014616502
http://www.betteratmath.com
https://starchildny.com/
https://japaneseschool.org
http://shidogakuin.com
https://satoricollegeplanning.com/
mailto:nishi-doso-usa@hotmail.com
mailto:nyikuei@gmail.com
mailto:nyikuei@gmail.com
mailto:nyikuei@gmail.com
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今
年
で
14
回
目
を
迎
え
る
風

の
環
コ
ン
サ
ー
ト
︵
白
田
正
樹

音
楽
監
督
︶
が
11
月
13
日
夕
、

ア
ッ
パ
ー
ウ
エ
ス
ト
サ
イ
ド
66

丁
目
の
教
会
で
開
催
さ
れ
た
が

︵
本
紙
11
月
19
日
号
︶
、
そ
の
中

で
恒
例
の
被
災
地
の
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
の
参
加
枠
で
仙
台
か
ら
宮

城
学
院
女
子
大
学
音
楽
科
合
唱

団
が
ビ
デ
オ
参
加
し
て
、
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
の
聴
衆
が
大
き
な
拍

手
を
贈
っ
た
。
毎
年
、
東
日
本

大
震
災
な
ど
の
被
災
地
か
ら
参

加
す
る
ゲ
ス
ト
枠
で
の
参
加
だ

っ
た
が
、
同
大
学
の
参
加
が
決

ま
っ
た
後
で
、
今
年
の
コ
ン
サ

ー
ト
の
全
体
の
テ
ー
マ
が
７
月

８
日
凶
弾
に
倒
れ
た
故
安
倍
元

首
相
へ
の
追
悼
の
意
味
を
込
め

た
コ
ン
サ
ー
ト
﹁
あ
り
が
と

う
！ 

安
倍
元
首
相
﹂
と
な
っ

た
。
全
体
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、

主
催
者
か
ら
宮
城
学
院
女
子
大

学
側
に
正
式
に
伝
え
ら
れ
て
い

な
か
っ
た
た
め
、
同
大
学
で
は

11
月
25
日
、
本
紙
に
末
光
眞
希

学
長
名
で
記
事
の
削
除
な
ど
を

求
め
る
要
望
書
を
提
出
し
た
。

要
望
内
容
は
︵
１
︶ ﹁
週
刊
Ｎ

Ｙ
生
活
﹂
ウ
ェ
ブ
版
記
事
並
び

に
同
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
所
収
の

Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
か
ら
宮
城
学

院
女
子
大
学
関
連
の
記
載
を
削

除
す
る
こ
と
。 

︵
２
︶
同
上
に

使
用
さ
れ
て
い
る
宮
城
学
院
女

子
大
学
関
連
の
写
真
を
削
除
す

る
こ
と
。 

　
理
由
と
し
て
﹁
動
画
出
演
依

頼
の
際
、
同
コ
ン
サ
ー
ト
の
開

催
趣
旨
が
同
大
学
に
伝
え
ら
れ

て
な
か
っ
た
こ
と
。
こ
の
コ
ン

サ
ー
ト
の
趣
旨
が
、
日
本
国
内

に
お
け
る
政
治
対
立
の
片
側
に

与
す
る
も
の
と
受
け
取
ら
れ
る

可
能
性
が
あ
る
こ
と
﹂
と
し
て

い
る
。

　
白
田
監
督
は
﹁
宮
城
学
院
音

楽
科
の
参
加
は
被
災
地
ア
ー
チ

ス
ト
の
特
別
枠
で
追
悼
と
は
全

然
関
係
な
い
童
謡
メ
ド
レ
ー
を

ビ
デ
オ
で
流
す
と
い
う
も
の
な

の
で
我
々
と
し
て
は
、
あ
く
ま

で
も
コ
ン
サ
ー
ト
の
テ
ー
マ
と

は
別
枠
の
恒
例
の
﹁
被
災
地
か

ら
の
元
気
な
歌
声
﹂
と
い
う
よ

う
な
扱
い
と
し
て
い
ま
し
た
。

当
日
放
映
前
に
も
こ
の
趣
旨
で

ア
ナ
ウ
ン
ス
さ
れ
ま
し
た
。
す

な
わ
ち
、
私
た
ち
は
こ
の
ビ
デ

オ
放
映
を
﹁
追
悼
コ
ン
サ
ー

ト
﹂
の
中
に
入
れ
る
こ
と
は
全

然
考
え
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
趣
旨
を
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス

で
も
反
映
さ
せ
た
つ
も
り
で
し

た
が
、
そ
の
点
が
明
確
で
は
な

く
、
は
っ
き
り
書
く
べ
き
で
し

た
。
コ
ン
サ
ー
ト
の
趣
旨
を
徹

底
す
る
た
め
に
も
、
写
真
の
削

除
と
大
学
関
連
の
記
載
を
削
除

す
る
こ
と
を
私
と
し
て
も
切
に

お
願
い
し
た
い
﹂
と
の
コ
メ
ン

ト
を
本
紙
に
語
っ
た
。

　
本
紙
は
、
主
催
者
側
が
提
供

し
た
資
料
に
基
づ
き
、
告
知
記

事
を
掲
載
し
、
コ
ン
サ
ー
ト
開

催
当
日
は
編
集
部
記
者
が
取
材

し
て
白
田
音
楽
監
督
に
会
場
で

の
談
話
を
と
り
本
紙
19
日
号
で

記
事
掲
載
し
た
。

　
本
紙
と
し
て
は
取
材
・
掲
載

記
事
内
容
と
も
に
事
実
関
係
に

間
違
い
が
な
い
以
上
、
訂
正
記

事
等
の
対
応
は
不
必
要
と
判
断

す
る
一
方
で
、
参
加
者
と
主
催

者
側
と
の
間
の
開
催
に
対
す
る

理
解
に
齟
齬
が
生
じ
て
い
た
こ

と
に
よ
り
、
宮
城
学
院
女
子
大

合
唱
部
は
、
安
倍
元
首
相
の
追

悼
と
い
う
こ
と
で
参
加
し
て
い

な
か
っ
た
こ
と
が
分
か
り
、
追

悼
と
一
体
と
し
て
報
道
さ
れ
た

本
紙
記
事
の
内
容
が
、
結
果
と

し
て
事
実
と
異
な
る
と
判
断
、

本
紙
デ
ジ
タ
ル
版
に
お
け
る
19

日
号
の
過
去
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ

ー
か
ら
、
今
週
号
の
本
紙
面
で

読
者
に
経
緯
を
記
事
と
し
て
説

明
し
た
上
で
、
デ
ジ
タ
ル
版
の

写
真
を
削
除
、
記
事
か
ら
同
大

学
の
名
前
を
12
月
３
日
ま
で
に

削
除
す
る
こ
と
に
し
た
。﹁
過

去
の
記
事
を
読
者
に
断
り
な

く
、
外
部
か
ら
の
圧
力
に
よ
っ

て
削
除
、
改
ざ
ん
す
る
こ
と
に

な
る
こ
と
を
避
け
る
た
め
の
処

置
を
可
視
化
し
て
手
続
き
を
踏

ん
だ
﹂︵
本
紙
編
集
部
︶
と
し

て
の
慎
重
な
対
応
と
な
っ
た
。

風
の
環
コ
ン
サ
ー
ト
に
ビ
デ
オ
参
加

宮
城
学
院
女
子
大
が
本
紙
記
事
の
削
除
を
要
望

﹁
安
倍
元
首
相
追
悼
、
聞
い
て
な
い
﹂

　
サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
、
コ
ス
タ
リ
カ
戦
に
日
本
が

負
け
た
翌
日
、
11
月
28
日
付
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
タ
イ
ム
ズ
紙
は
、

試
合
内
容
と
は
別
に
日
本
か
ら

応
援
に
き
た
フ
ァ
ン
た
ち
が
試

合
後
に
ス
タ
ン
ド
の
ゴ
ミ
を
一

斉
に
拾
っ
て
掃
除
し
始
め
た
こ

と
を
称
賛
を
持
っ
て
報
じ
た
。

試
合
で
熱
狂
し
て
さ
っ
き
ま
で

飛
び
上
が
っ
て
い
た
日
本
人
フ

ァ
ン
た
ち
が
、
試
合
後
は
青
い

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
ゴ
ミ
袋
を
手

に
客
席
に
散
ら
か
っ
て
い
る
カ

ッ
プ
や
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
、
空
の

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
ゴ
ミ
屑
な
ど

を
拾
い
始
め
た
光
景
を
丁
寧
に

報
告
し
て
い
る
。

　
記
事
を
書
い
た
の
は
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
紙
の
ス
ポ

ー
ツ
担
当
の
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・

ケ
記
者
で
、
べ
ル
リ
ン
を
拠
点

と
す
る
国
際
特
派
員
で
、
25
か

国
以
上
か
ら
取
材
し
て
い
る
ベ

テ
ラ
ン
記
者
。

　
試
合
終
了
の
ホ
イ
ッ
ス
ル
が

吹
か
れ
た
。
真
昼
の
炎
天
下
で

何
時
間
も
跳
ね
て
い
た
日
本
の

フ
ァ
ン
た
ち
は
、
コ
ス
タ
リ
カ

に
１
対
０
で
敗
れ
た
悔
し
さ
に

浸
る
時
間
を
し
ば
し
持
っ
た

が
、
そ
の
瞬
間
は
す
ぐ
に
過
ぎ

去
り
、
青
い
ゴ
ミ
袋
が
登
場
し

た
。
﹁
今
年
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
で
驚
き
を
も
っ
て
迎
え
ら
れ

た
試
合
後
の
儀
式
の
再
来
﹂
と

書
い
て
い
る
。

　
東
京
か
ら
来
た
フ
ァ
ン
︵
32

歳
︶
は
、
瓶
や
チ
ケ
ッ
ト
の
半

券
な
ど
ス
タ
ジ
ア
ム
の
ゴ
ミ
を

袋
に
詰
め
て
持
っ
て
い
た
。﹁
こ

の
場
所
は
私
た
ち
の
も
の
で
は

な
い
の
で
、
使
う
な
ら
き
れ
い

に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
し
て
、
た
と
え
私
た
ち
の
ゴ

ミ
で
な
く
て
も
、
汚
れ
て
い
る

こ
と
に
は
変
わ
り
な
い
の
だ
か

ら
、
き
れ
い
に
す
る
べ
き
﹂
と

の
コ
メ
ン
ト
を
掲
載
。

　
こ
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
期
間

中
、
観
客
が
冷
静
に
清
掃
の
仕

事
を
こ
な
す
姿
は
、
ア
メ
リ
カ

な
ど
他
国
の
観
客
を
魅
了
し
て

い
る
と
も
述
べ
て
い
る
。
日
本

で
は
、
特
に
公
共
の
場
で
の
整

理
整
頓
は
美
徳
と
し
て
広
く
受

け
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
試
合
会

場
に
い
た
日
本
人
は
、
そ
の
よ

う
な
習
慣
は
家
庭
で
教
え
ら

れ
、
学
校
で
も
強
化
さ
れ
て
き

た
と
述
べ
て
い
る
。

　
一
方
で
、
横
浜
か
ら
来
た
と

い
う
フ
ァ
ン
の
﹁
実
は
清
掃
に

誘
わ
れ
た
が
、
や
り
た
く
な
か

っ
た
﹂
と
い
う
声
も
紹
介
し
て

い
る
。﹁
私
た
ち
は
た
だ
ス
タ

ジ
ア
ム
を
楽
し
み
た
か
っ
た
だ

け
な
の
で
す
。
私
た
ち
に
は
、

そ
う
す
る
権
利
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。
日
本
で
は
、
熱
狂
的
な

フ
ァ
ン
が
詰
め
込
ん
だ
ゴ
ミ
を

分
別
す
る
た
め
に
、
ス
タ
ジ
ア

ム
の
職
員
が
ゴ
ミ
袋
を
ま
た
開

け
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
い
う

事
例
を
耳
に
し
た
こ
と
が
あ
る

と
い
う
﹂
と
い
う
懸
念
の
声
も

紹
介
し
て
い
る
。

　
元
東
京
都
知
事
の
舛
添
要
一

氏
は
、
ツ
イ
ー
ト
の
中
で
、
日

本
人
旅
行
者
は
現
地
の
文
化
や

習
慣
を
も
っ
と
認
識
し
、
す
で

に
ス
タ
ジ
ア
ム
を
清
掃
す
る
た

め
に
雇
わ
れ
た
人
々
が
い
る
こ

と
を
尊
重
す
る
必
要
が
あ
る
と

提
言
し
た
。﹁
日
本
の
文
明
だ

け
が
世
界
で
は
な
い
﹂
と
舛
添

氏
は
書
い
て
い
る
が
、
現
地
で

は
多
い
に
歓
迎
さ
れ
た
よ
う

だ
。
モ
ロ
ッ
コ
や
サ
ウ
ジ
ア
ラ

ビ
ア
の
フ
ァ
ン
も
、
日
本
の
フ

ァ
ン
に
倣
っ
て
試
合
後
に
ゴ
ミ

を
捨
て
て
い
る
こ
と
に
気
づ
い

た
と
記
述
し
て
い
る
。

日
本
人
観
客
の
掃
除
称
賛

Ｎ
Ｙ
タ
イ
ム
ズ
紙
が
詳
報

日本人の清掃を報じる 11 月 28 日付 NY タイムズ紙

サッカー
ワールド
カップ
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わ
た
し
は
社
会
科
見
学
で
、

ス
チ
ュ
ー
レ
オ
ナ
ル
ド
に
行

き
ま
し
た
。
お
客
さ
ん
が
た

く
さ
ん
来
て
よ
ろ
こ
ん
で
く

れ
る
よ
う
に
、
く
ふ
う
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ

で
、
わ
た
し
が
見
つ
け
た
く

ふ
う
を
三
つ
し
ょ
う
か
い
し

ま
す
。

　
一
つ
目
は
、
い
ろ
い
ろ
な

国
か
ら
食
べ
も
の
を
は
こ
ん

で
い
る
く
ふ
う
で
す
。
い
ろ

い
ろ
な
国
か
ら
は
こ
ん
で
い

る
こ
と
で
、
自
分
の
口
に
合

う
も
の
を
食
べ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
た
と
え
ば
、
コ
ー

ヒ
ー
豆
は
ハ
ワ
イ
、
ア
フ
リ

カ
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
で
、
リ
ン

ゴ
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
や
ニ
ュ

ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
な
ど
、
い
ろ

い
ろ
な
所
か
ら
は
こ
ば
れ
て

い
ま
す
。

　
二
つ
目
は
、
子
ど
も
が
楽

し
め
る
く
ふ
う
で
す
。
ス
チ

ュ
ー
レ
オ
ナ
ル
ド
で
は
、
子

ど
も
が
楽
し
め
る
く
ふ
う
が

あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば
牛
の

ボ
タ
ン
を
お
す
と
、
﹁
モ
ー
﹂

と
鳴
く
お
も
ち
ゃ
や
鳥
が
歌

う
お
も
ち
ゃ
や
い
ろ
い
ろ
な

楽
し
め
る
し
か
け
が
あ
り
ま

す
。
い
ろ
い
ろ
な
し
か
け
が

あ
る
と
、
わ
た
し
も
楽
し
く

な
り
ま
し
た
。

　
三
つ
目
は
、
パ
ン
が
切
っ

て
あ
る
く
ふ
う
で
す
。
わ
た

し
が
パ
ン
コ
ー
ナ
ー
に
行
っ

て
み
た
ら
、
パ
ン
が
切
っ
て

あ
り
ま
し
た
。
パ
ン
が
切
っ

て
あ
る
と
、
す
ぐ
に
食
べ
ら

れ
る
の
で
切
る
の
が
む
ず
か

し
い
人
に
と
っ
て
も
、
い
い

と
思
い
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
ス
チ
ュ
ー

レ
オ
ナ
ル
ド
に
は
、
た
く
さ

ん
の
く
ふ
う
が
あ
り
ま
し
た
。

大
人
も
子
ど
も
も
、
楽
し
く

お
買
い
物
が
で
き
る
よ
う
に

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
わ
た
し

は
は
じ
め
て
行
っ
た
の
で
、

よ
け
い
に
楽
し
か
っ
た
で
す
。

食
べ
物
以
外
に
も
い
ろ
い
ろ

な
も
の
が
売
っ
て
い
て
、
も

っ
と
も
っ
と
見
た
い
な
と
思

い
ま
し
た
。
つ
ぎ
に
行
く
と

き
は
、
も
っ
と
た
く
さ
ん
の

く
ふ
う
を
見
つ
け
た
い
で
す
。

　
　  

　︵
滞
米
８
年
６
か
月
︶

　
　
□
　
　
□
　
　
□

　
夏
休
み
が
終
わ
る
頃
、
一

年
に
一
回
、
僕
に
と
っ
て
一

番
楽
し
み
な
キ
ャ
ン
プ
が
訪

れ
る
。
そ
れ
は
ジ
ャ
ズ
ハ
ウ

ス
キ
ッ
ズ
と
い
う
キ
ャ
ン
プ

で
、
そ
の
名
前
か
ら
分
か
る

よ
う
に
、
子
供
た
ち
に
ジ
ャ

ズ
を
教
え
る
キ
ャ
ン
プ
だ
。

ジ
ャ
ズ
が
好
き
な
十
二
歳
か

ら
十
八
歳
の
キ
ャ
ン
パ
ー
が

集
ま
り
、
実
力
に
応
じ
て
ク

ラ
ス
分
け
さ
れ
る
。
上
級
者

の
中
に
は
、
ジ
ャ
ズ
で
お
金

を
稼
い
で
い
る
人
も
い
る
が
、

初
心
者
の
中
に
は
楽
器
を
触

っ
て
間
も
な
い
人
も
い
る
。

こ
の
キ
ャ
ン
プ
は
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
州
や
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー

ジ
ー
州
に
住
む
著
名
な
プ
ロ

の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
が
二
週

間
教
え
て
く
れ
る
も
の
だ
。

そ
し
て
、
演
奏
も
毎
日
し
て

く
れ
る
。
こ
の
キ
ャ
ン
プ
で

は
、
色
々
な
と
こ
ろ
で
演
奏

で
き
る
機
会
も
あ
り
、
そ
の

中
に
は
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の

﹁D
izzy's

ク
ラ
ブ
﹂
と
い
う

ジ
ャ
ズ
の
業
界
で
は
有
名
な

ス
テ
ー
ジ
で
の
演
奏
も
あ
る
。

　
キ
ャ
ン
プ
の
ク
ラ
ス
の
一

つ
は
、
ビ
ッ
グ
バ
ン
ド
と
言

い
、
二
十
人
ほ
ど
で
演
奏
す

る
大
き
い
バ
ン
ド
の
ク
ラ
ス

だ
。
ほ
と
ん
ど
の
演
奏
会
は

そ
の
グ
ル
ー
プ
で
演
奏
す
る

こ
と
に
な
る
。
二
週
間
ず
っ

と
同
じ
メ
ン
バ
ー
な
の
で
、

ク
ラ
ス
の
人
と
は
仲
良
く
な

る
。
こ
れ
は
と
て
も
大
事
な

こ
と
だ
と
思
う
。
な
ぜ
な
ら
、

発
表
会
の
時
に
は
、
一
緒
に

演
奏
す
る
人
た
ち
が
ど
の
よ

う
に
思
っ
て
い
て
、
音
楽
を

ど
う
思
っ
て
い
る
か
を
知
る

こ
と
が
大
切
だ
か
ら
だ
。
も

う
一
つ
の
理
由
は
、
キ
ャ
ン

プ
が
終
わ
っ
て
も
、
キ
ャ
ン

プ
以
外
の
と
こ
ろ
で
一
緒
に

演
奏
し
た
り
で
き
る
か
ら
だ
。

一
生
の
友
達
に
な
る
か
も
し

れ
な
い
。

　
ジ
ャ
ズ
で
は
イ
ン
プ
ロ
ビ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
呼
ば
れ
る
ソ

ロ
演
奏
が
あ
る
。
自
分
の
好

き
な
よ
う
に
演
奏
す
る
も
の

だ
。
そ
こ
で
は
何
で
も
演
奏

で
き
る
が
、
良
い
ソ
ロ
を
し

た
い
と
な
る
と
、
音
楽
的
な

知
識
が
た
く
さ
ん
必
要
に
な

っ
て
く
る
。
ま
た
、
ソ
ロ
と

言
っ
て
も
、
自
分
だ
け
で
演

奏
す
る
の
で
は
な
く
、
グ
ル

ー
プ
全
員
で
す
る
。
た
だ
自

分
で
勝
手
に
演
奏
す
る
と
い

う
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
周

り
の
人
た
ち
の
音
を
聴
き
な

が
ら
演
奏
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
そ
う
い
う
演
奏
を
す

る
に
は
、
仲
間
と
の
深
い
つ

な
が
り
が
必
要
だ
。
仲
間
同

士
の
つ
な
が
り
、
そ
れ
が
ジ

ャ
ズ
の
一
番
の
魅
力
な
の
で

あ
る
。

　
　  

　︵
滞
米
３
年
６
か
月
︶　
　

 ﹁
仲
間
同
志
を
つ
な
ぐ
ジ
ャ
ズ
﹂

　
　
　
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
補
習
授
業
校
中
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
原
　
佑
眞

　
こ
の
夏
休
み
に
た
く
さ
ん

の
場
所
に
行
き
ま
し
た
。
ハ

ワ
イ
と
ボ
ス
ト
ン
に
い
き
ま

し
た
。
ハ
ワ
イ
は
、
と
て
も

き
れ
い
で
暖
か
か
っ
た
で
す
。

ぼ
く
は
家
族
と
海
で
泳
ぎ
ま

し
た
。
そ
し
て
、
マ
ウ
イ
島

も
見
に
行
き
ま
し
た
。

　
ボ
ス
ト
ン
で
は
、
祖
母
の

う
ち
に
行
き
ま
し
た
。
ボ
ス

ト
ン
大
学
を
訪
ね
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
、
タ
フ
ツ
大
学
と

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
も
行
き
ま

し
た
。
S
A
T
の
試
験
も
受

け
ま
し
た
。
こ
の
夏
休
み
は

と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

　
　
　
　  

　︵
米
国
生
ま
れ
︶

　
　
□
　
　
□
　
　
□

　
ぼ
く
は
、
毎
日
の
ん
び
り

家
族
と
過
ご
し
て
い
ま
す
。

ど
こ
に
住
ん
で
い
る
の
か
と

い
う
と
、
ア
メ
リ
カ
の
テ
ネ

シ
ー
州
で
す
。
英
語
は
ま
だ

分
か
ら
な
い
け
れ
ど
、
な
ん

と
な
く
生
活
が
で
き
て
い
ま

す
。

　
だ
け
ど
中
に
は
、
ぼ
く
の

よ
う
に
の
ん
び
り
過
ご
す
こ

と
が
で
き
な
い
人
が
た
く
さ

ん
い
る
と
思
い
ま
す
。
例
え

ば
、
水
を
当
た
り
前
の
よ
う

に
水
道
か
ら
飲
む
こ
と
が
で

き
な
い
人
た
ち
で
す
。
特
に

ア
フ
リ
カ
大
陸
に
そ
の
よ
う

な
人
た
ち
が
多
く
い
ま
す
。

命
が
け
で
水
を
く
み
に
い
か

な
く
て
は
な
ら
な
い
人
が
い

ま
す
。
ま
た
、
食
べ
物
が
十

分
に
な
く
て
、
死
ん
で
し
ま

う
人
も
い
ま
す
。
ぼ
く
の
生

活
と
は
大
き
く
ち
が
い
ま
す
。

　
ほ
く
は
、
そ
う
い
う
人
た

ち
を
思
う
と
、
と
っ
て
も
幸

せ
な
生
活
を
し
て
い
る
ん
だ

な
、
と
あ
ら
た
め
て
気
づ
き

ま
し
た
。
だ
か
ら
、
そ
う
い

う
人
た
ち
を
助
け
る
た
め
に
、

協
力
を
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　
最
後
に
、
み
ん
な
が
平
等

に
な
れ
ば
世
界
が
平
和
に
な

る
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
、

世
界
中
の
人
た
ち
が
協
力
し

あ
っ
て
、
平
和
を
目
指
し
て

い
け
た
ら
い
い
な
、
と
心
か

ら
思
い
ま
す
。

　
　
　
　  

　︵
滞
米
４
か
月
︶
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ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
く
ふ
う
﹂

　
　
　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校
小
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
本
　
泉
美

 ﹁
平
等
に
な
れ
ば
﹂

　
　
　
中
部
テ
ネ
シ
ー
日
本
語
補
習
校
小
５

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
野　

颯
斗

 ﹁
楽
し
か
っ
た
移
動
教
室
﹂

　
　
　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
全
日
制
小
５

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
根
　
桜
子

 ﹁
夏
休
み
﹂

　
プ
リ
ン
ス
ト
ン
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ク
ー
ル
高
３

　
　
　
　
マ
ッ
ク
ラ
フ
ィ
ン
　
フ
ラ
ン
ク

　
五
月
二
十
五
日
か
ら
五
月

二
十
七
日
ま
で
二
泊
三
日
で

移
動
教
室
の
た
め
に
フ
ィ
ラ

デ
ル
フ
ィ
ア
に
行
き
ま
し
た
。

　
た
く
さ
ん
の
人
、
建
物
、

お
店
が
あ
り
ま
し
た
。

　
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
に
着

い
て
、
最
初
に
お
昼
ご
飯
を

食
べ
に
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
ス
ク

エ
ア
パ
ー
ク
に
行
き
ま
し
た
。

み
ん
な
が
食
べ
終
わ
っ
た
後

に
乗
っ
た
メ
リ
ー
ゴ
ー
ラ
ン

ド
が
楽
し
か
っ
た
で
す
。

　
そ
の
後
、
自
由
の
鐘
を
見

に
リ
バ
テ
ィ
ー
ベ
ル
セ
ン
タ

ー
に
行
き
ま
し
た
。
実
物
は

思
っ
て
い
た
よ
り
も
大
き
か

っ
た
で
す
。

　
リ
バ
テ
ィ
ー
ベ
ル
セ
ン
タ

ー
に
行
っ
た
後
、
コ
ン
グ
レ

ス
ホ
ー
ル
と
独
立
記
念
館
に

行
き
ま
し
た
。
ど
ち
ら
も
と

て
も
広
か
っ
た
で
す
。
独
立

記
念
館
は
、
独
立
宣
言
が
署

名
さ
れ
た
場
所
で
す
。

　
二
日
目
に
行
っ
た
自
然
科

学
博
物
館
で
、
き
ょ
う
り
ゅ

う
の
ほ
ね
を
見
ま
し
た
。
と

て
も
大
き
く
て
、
び
っ
く
り

し
ま
し
た
。

　
自
然
科
学
博
物
館
を
出
た

ら
、
お
昼
ご
飯
を
食
べ
に
フ

ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
動
物
園
に

行
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
お
昼

ご
飯
を
買
っ
て
食
べ
る
と
き

に
、
ア
ヒ
ル
み
た
い
な
鳥
が

寄
っ
て
き
ま
し
た
。
は
な
れ

 ■児童生徒作文のページ■

 （記載学年は応募時のものです）

て
も
寄
っ
て
き
ま
し
た
。
本

当
に
怖
か
っ
た
で
す
。

　
最
終
日
に
、
フ
ィ
ラ
デ
ル

フ
ィ
ア
美
術
館
に
行
き
ま
し

た
。
絵
が
た
く
さ
ん
か
ざ
っ

て
あ
っ
て
、
す
ご
か
っ
た
で

す
。
美
術
館
の
近
く
で
朝
に

買
っ
た
お
昼
ご
飯
を
食
べ
ま

し
た
。
思
っ
て
い
た
よ
り
も

お
い
し
か
っ
た
で
す
。

　
そ
の
後
学
校
に
向
か
っ
て
、

解
散
し
ま
し
た
。

　
と
て
も
楽
し
い
三
日
間
で

し
た
。

　
　
　
　  

　︵
滞
米
３
か
月
︶　

http://www.newjersryjapaneseschool.org
https://www.nyseikatsu.com/category/kohitsu/
mailto:nyseikatsu.sakubun@gmail.com
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 LIVING in USA
 米国の住まいを豊かにするページ：住居から考察する NY ライフスタイル

　
フ
ォ
レ
ス
ト
ヒ
ル
ズ
は
ク
ィ
ー
ン
ズ
の
中
で
最
も
住
み
た
い
街

の
人
気
ラ
ン
ク
の
ト
ッ
プ
に
常
に
挙
げ
ら
れ
る
。
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン

へ
の
通
勤
圏
内
の
便
利
な
郊
外
で
、
地
下
鉄
、
電
車
で
マ
ン
ハ
ッ

タ
ン
へ
は
約
35
分
、
バ
ス
、
車
で
40
分
と
交
通
至
便
。
活
気
の
溢

れ
た
街
並
み
は
、
数
多
く
の
レ
ス
ト
ラ
ン
、
グ
ロ
ー
サ
リ
ー
、
ベ

ー
カ
リ
ー
、
ブ
テ
ィ
ッ
ク
が
あ
り
、
生
活
し
や
す
く
、
学
区
も
優

良
な
こ
と
が
人
気
の
理
由
に
な
っ
て
い
る
。

　
街
路
樹
の
あ
る
風
情
の
あ
る
街
並
み
に
は
、
一
戸
建
て
、
高
層

新
築
コ
ン
ド
、
数
多
く
の
コ
ー
プ
が
立
ち
並
ぶ
。
フ
ォ
レ
ス
ト
ヒ

ル
ズ
の
集
合
住
宅
の
場
合
、
コ
ー
プ
が
85
％
、
コ
ン
ド
が
15
％
の

割
合
で
、
コ
ー
プ
に
つ
い
て

は
戦
前
に
建
て
ら
れ
たpre-

w
ar

と
言
わ
れ
る
ク
ラ
ッ

シ
ッ
ク
な
建
物
が
多
い
。

　
写
真
の
ア
パ
ー
ト
メ
ン
ト

は
歴
史
的
ラ
ン
ド
マ
ー
ク

に
な
っ
て
い
る
コ
ー
プ
の
建

物
の
中
に
あ
る
９
０
０
平
方

フ
ィ
ー
ト
の
１
ベ
ッ
ド
ル
ー

ム
。
ク
ラ
ッ
シ
ク
で
エ
レ
ガ

ン
ト
な
ロ
ビ
ー
エ
ン
ト
ラ
ン

ス
に
は
大
理
石
、
モ
ー
ル
デ

ィ
ン
グ
の
デ
ィ
テ
ー
ル
が
使

わ
れ
、
６
階
建
て
の
ビ
ル
全

体
は
50
ユ
ニ
ッ
ト
、
左
右
の
ウ
ィ
ン
グ
に
分
か
れ
各
階
に
は
４
部

屋
の
み
の
ユ
ニ
ー
ク
な
建
築
。
静
か
で
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
住
居
空

間
が
感
じ
ら
れ
る
。

　
ア
パ
ー
ト
は
南
東
向
き
で
明
る
く
、
入
り
口
、
キ
ッ
チ
ン
、
リ

ビ
ン
グ
、寝
室
、浴
室
は
全
て
９
・
２
フ
ィ
ー
ト
の
天
井
に
高
い
窓
、

フ
ロ
ア
リ
ン
グ
で
使
い
や
す
い
間
取
り
。
地
下
の
ス
ト
レ
ー
ジ
が

価
格
内
に
含
ま
れ
る
。

　
ド
ア
マ
ン
、
セ
ン
ト
ラ
ル
ラ
ン
ド
リ
ー
、
バ
イ
ク
ス
ト
ー
レ
ジ
、

ル
ー
フ
ト
ッ
プ
、
ソ
ラ
リ
ウ
ム
が
あ
り
、
ペ
ッ
ト
も
可
。
地
下
鉄
、

Ｅ
Ｆ
Ｍ
Ｒ
へ
は
徒
歩
７
分
。
希
望
価
格
は
38
万
５
０
０
０
ド
ル
。

　
問
い
合
わ
せ
は
電
話
９
１
７
・
９
２
３
・
４
３
２
６
、

Ｅ
メ
ー
ル
　hakutsu@

kw
.com

　
阿
久
津
さ
ん

　︵
写
真
提
供
・
ケ
ラ
ー
・
ウ
イ
リ
ア
ム
ス
Ｎ
Ｙ
Ｃ
不
動
産
︶

Forest Hills -  Landmark coop  - Lexington House 

 

優
雅
な
街
並
み
の
フ
ォ
レ
ス
ト
ヒ
ル
ズ

　
米
国
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
な

ど
で
嗜
好
用
大
麻
の
販
売
認
可

が
業
者
に
お
り
、
本
格
的
に
州

内
で
の
販
売
が
始
ま
る
。
︵
関

連
記
事
１
、
４
面
︶
。
日
本
の
厚

生
労
働
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

は
、
大
麻
乱
用
者
に
よ
る
告
白

と
し
て
数
例
を
紹
介
し
て
い

る
。
大
麻
は
﹁
害
が
な
い
﹂﹁
依

存
性
も
な
い
﹂
と
い
っ
た
誤
っ

た
情
報
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

な
ど
で
流
さ
れ
て
い
る
が
、﹁
大

麻
は
、
実
際
に
は
あ
な
た
の
脳

を
壊
し
ま
す
。
あ
な
た
の
人
生

や
周
り
人
の
人
生
を
守
る
た
め

に
も
、
１
回
で
も
絶
対
に
使
用

し
な
い
で
﹂
と
警
告
し
て
い
る
。

一
例
を
紹
介
す
る
。

　
手
記
　 

大
麻
に
よ
っ
て
、

狂
わ
さ
れ
た
人
生
︵
抜
粋
︶

大
麻
乱
用
者
の
告
白
︵
30
代
・

男
性
︶

　
私
は
、
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
の

先
輩
か
ら
﹁
キ
ノ
コ
を
超
え
る

も
っ
と
良
い
も
の
が
あ
る
﹂
と

い
っ
て
大
麻
を
勧
め
ら
れ
ま
し

た
。
大
麻
を
吸
っ
て
み
る
と
、

曲
を
聴
い
た
時
の
感
覚
が
よ
り

細
か
く
繊
細
に
感
じ
た
り
、
自

分
の
作
っ
た
曲
が
完
璧
な
物
に

思
え
た
り
し
て
、
そ
の
効
果
に

満
足
し
ま
し
た
。

　
私
は
音
楽
で
飯
を
食
っ
て
い

く
よ
う
に
な
り
た
か
っ
た
の

で
、
大
麻
を
吸
い
な
が
ら
自
分

の
満
足
い
く
曲
作
り
を
し
た
い

と
思
う
よ
う
に
な
り
、
先
輩
や

知
人
か
ら
、
継
続
的
に
大
麻
を

買
っ
て
、
曲
作
り
や
イ
ベ
ン
ト

の
た
び
に
使
用
し
て
い
ま
し

た
。

　
そ
し
て
地
元
で
私
の
認
知
度

が
上
が
っ
て
き
た
矢
先
、
大
麻

所
持
で
逮
捕
さ
れ
、
築
き
上
げ

て
き
た
地
位
な
ど
す
べ
て
を
失

い
ま
し
た
。
こ
の
と
き
は
執
行

猶
予
判
決
で
、
こ
れ
を
機
に
、

大
麻
と
縁
を
切
り
、
就
職
し
て

ま
じ
め
に
生
活
す
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
結
婚
し
、
子
供
も

生
ま
れ
幸
せ
な
生
活
を
送
っ
て

い
ま
し
た
が
、
そ
の
間
も
頭
の

ど
こ
か
で
は
大
麻
を
使
っ
た
時

の
感
覚
を
ま
た
味
わ
い
た
い
と

考
え
て
い
る
自
分
が
い
て
、
そ

の
気
持
ち
を
見
て
見
ぬ
ふ
り
を

し
て
い
ま
し
た
が
、
数
年
後
、

偶
然
、
大
麻
を
一
緒
に
吸
っ
て

い
た
友
達
と
再
会
し
、
大
麻
を

勧
め
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、﹁
一

回
だ
け
な
ら
大
丈
夫
﹂
と
い
う

安
易
な
気
持
ち
か
ら
吸
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
久
し
ぶ
り
に
吸

っ
た
と
い
う
充
実
感
や
大
麻
の

効
果
を
味
わ
え
た
満
足
感
が
得

ら
れ
、
そ
れ
を
き
っ
か
け
に
、

歯
止
め
が
き
か
な
く
な
り
、
妻

子
に
隠
れ
て
再
び
大
麻
を
吸
う

よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
大
麻
は
、
は
じ
め
の
内
は
自

分
の
小
遣
い
か
ら
買
っ
て
い
ま

し
た
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
足
り

ず
、
妻
に
内
緒
で
キ
ャ
ッ
シ
ン

グ
や
消
費
者
金
融
か
ら
借
金
を

し
て
買
う
よ
う
に
な
り
、
最
終

的
に
は
そ
れ
が
妻
に
ば
れ
、
離

婚
す
る
事
に
な
り
ま
し
た
。

　
私
は
、
こ
の
離
婚
に
よ
り
子

供
と
離
れ
て
暮
ら
す
こ
と
を
つ

ら
い
と
思
い
ま
し
た
が
、
そ
れ

よ
り
も
、
自
宅
で
堂
々
と
大
麻

を
吸
え
る
よ
う
に
な
っ
た
事
を

う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。
今
思

え
ば
、
こ
の
感
覚
が
す
で
に
間

違
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、

当
時
は
こ
の
よ
う
に
感
じ
た
の

で
す
。

　
そ
の
後
、
自
分
勝
手
に
大
麻

を
吸
っ
て
い
ま
し
た
が
、
一
人

で
い
る
事
を
寂
し
く
感
じ
る
こ

と
が
多
く
な
っ
て
き
た
こ
と
も

あ
り
、
当
時
付
き
合
っ
て
い
た

彼
女
と
結
婚
す
る
方
向
に
話
が

進
み
始
め
ま
し
た
。
そ
し
て
、

そ
ろ
そ
ろ
大
麻
を
止
め
て
、
再

び
ま
じ
め
に
生
き
て
い
こ
う
と

漠
然
と
考
え
始
め
て
い
た
時

に
、
再
び
大
麻
所
持
で
麻
薬
取

締
官
に
逮
捕
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
婚
約
は
破
棄
さ
れ
ま

し
た
。

　
私
は
そ
の
後
、
実
刑
判
決
を

受
け
、
刑
務
所
で
生
活
し
て
い

ま
す
。

　

大
麻
で
狂
っ
た
私
の
人
生

米
国
の
合
法
販
売
に
警
鐘

https://www.redacinc.com/
mailto:hakutsu@kw.com
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今
回
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
円
滑
に
保
つ
の
に
役
立
つ

﹁
私
メ
ッ
セ
ー
ジ
﹂
を
ご
紹
介

し
ま
し
ょ
う
。
日
常
私
た
ち
は
、

誰
か
の
行
動
に
問
題
を
感
じ
た

時
、
﹁
あ
な
た
は
○
○
だ
﹂
と
、

﹁
あ
な
た
﹂
を
主
語
に
し
て
発

言
す
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
例

え
ば
言
う
こ
と
を
聞
か
な
い
子

ど
も
に
、
﹁
あ
な
た
何
度
言
え

ば
わ
か
る
の
、
い
つ
も
そ
う
な

ん
だ
か
ら
﹂
な
ど
と
強
い
口
調

で
責
め
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
あ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
こ
の
よ
う
に
﹁
あ
な
た
﹂
を

主
語
に
し
た
﹁
あ
な
た
メ
ッ
セ

ー
ジ
﹂
で
相
手
に
向
き
合
う
と
、

そ
の
人
を
責
め
る
・
非
難
す
る

な
ど
の
攻
撃
的
な
表
現
に
な
り

や
す
い
の
で
す
。
ま
た
﹁
あ
な

た
は
い
つ
も
○
○
だ
﹂
の
よ
う

に
、
極
端
に
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
発

言
や
﹁
あ
な
た
っ
て
ほ
ん
と
い

い
加
減
ね
﹂
の
よ
う
に
、
行
動

だ
け
で
な
く
そ
の
人
の
人
格
ま

で
否
定
す
る
表
現
も
出
や
す
く

な
り
ま
す
。
す
る
と
相
手
は

﹁
責
め
ら
れ
て
い
る
﹂
と
感
じ
、

反
射
的
に
防
御
的
に
反
応
し
ま

す
。
同
時
に
相
手
も
感
情
的
に

な
り
﹁
お
母
さ
ん
い
つ
も
怒
っ

て
ば
か
り
、
大
嫌
い
﹂
の
よ
う

に
攻
撃
的
な
反
応
に
な
り
や
す

い
で
す
。
こ
れ
で
は
か
え
っ
て

問
題
が
こ
じ
れ
て
し
ま
い
、
相

手
と
の
関
係
が
悪
化
し
ま
い
ま

す
。

　
こ
の
よ
う
な
時
、
﹁
あ
な
た

メ
ッ
セ
ー
ジ
﹂
で
は
な
く
、﹁
私

メ
ッ
セ
ー
ジ
﹂
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
す
る
こ
と
に
よ
り
、

よ
り
円
滑
に
問
題
解
決
で
き
や

す
く
な
り
す
。
で
は
自
分
が
問

題
を
感
じ
て
い
る
相
手
の
行
動

に
関
し
て
、
ど
の
よ
う
に
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
す
れ
ば
よ
い

の
で
し
ょ
う
か
。
効
果
的
に
行

う
ポ
イ
ン
ト
は
、
①
自
分
が
問

題
視
し
て
い
る
相
手
の
行
動
は

何
で
あ
る
か
具
体
的
に
伝
え

る
、
②
そ
の
行
動
に
よ
り
自
分

が
ど
ん
な
気
持
ち
に
な
る
の
か

を
知
ら
せ
る
、
③
そ
の
問
題
と

な
っ
た
行
動
の
代
わ
り
に
、
ど

ん
な
行
動
を
相
手
に
望
む
か
を

明
確
に
伝
え
る
、
の
三
点
で
す
。

私
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
使
う
と
、
そ

の
よ
う
な
自
分
の
気
持
ち
や
心

の
ニ
ー
ズ
を
よ
り
冷
静
に
、
客

観
的
に
相
手
に
伝
え
る
こ
と
が

で
き
や
す
く
な
り
ま
す
。

　
例
え
ば
兄
弟
ゲ
ン
カ
が
絶
え

ず
困
っ
て
い
る
と
い
う
場
合
、

つ
い
﹁
あ
な
た
達
、
い
い
か
げ

ん
に
し
な
さ
い
﹂
と
あ
な
た
メ

ッ
セ
ー
ジ
で
叱
り
つ
け
て
い
ま

せ
ん
か
？
す
る
と
子
ど
も
の
方

で
も
反
発
や
怒
り
が
起
こ
り
、

事
態
を
悪
化
さ
せ
て
し
ま
い
ま

す
。
も
し
こ
こ
で
母
親
が
私
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
用
い
る
と
ど
う
な

る
で
し
ょ
う
か
。
﹁
お
母
さ
ん

に
と
っ
て
一
番
大
事
な
子
ど
も

達
が
い
つ
も
ケ
ン
カ
し
て
い
る

と
︵
①
自
分
が
問
題
と
み
な
し

て
い
る
相
手
の
行
動
は
何
か
を

伝
え
る
︶
す
ご
く
悲
し
い
、
泣

き
た
く
な
っ
ち
ゃ
う
よ
︵
②
そ

の
行
動
に
よ
り
自
分
が
ど
ん
な

気
持
ち
に
な
る
か
を
知
ら
せ

る
︶
﹂
と
子
ど
も
に
伝
え
ま
す
。

す
る
と
き
っ
と
子
ど
も
の
ほ
う

で
、
﹁
お
母
さ
ん
に
そ
ん
な
思

い
さ
せ
て
た
ん
だ
、
悪
か
っ
た
﹂

と
い
う
反
省
と
共
感
の
気
持
ち

が
起
こ
る
は
ず
で
す
。
そ
こ
で

母
親
が
、
﹁
二
人
が
な
る
べ
く

ケ
ン
カ
し
な
い
で
仲
良
く
し
て

く
れ
た
ら
す
ご
く
嬉
し
い
︵
③

相
手
に
望
む
行
動
を
具
体
的
に

伝
え
る
︶﹂
と
知
ら
せ
ま
す
。

そ
う
す
れ
ば
子
ど
も
達
は
な
る

べ
く
ケ
ン
カ
し
な
い
よ
う
努
力

し
て
く
れ
る
は
ず
で
す
。

　
成
功
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
落
ち

着
い
て
話
す
こ
と
、
ま
た
相
手

に
望
む
行
動
が
可
能
な
範
囲
で

あ
る
こ
と
、
更
に
相
手
が
そ
う

し
て
く
れ
る
こ
と
で
自
分
が
ど

ん
な
に
助
か
る
・
嬉
し
い
か
も

知
ら
せ
る
こ
と
で
す
。
通
常
私

た
ち
は
、
怒
り
や
憤
り
の
よ
う

な
感
情
よ
り
も
、
悲
し
い
・
辛

い
と
い
う
脆
弱
な
感
情
が
表
現

さ
れ
た
ほ
う
が
素
直
に
受
け
と

め
や
す
い
で
す
。
怒
り
の
感
情

が
表
わ
さ
れ
る
と
反
射
的
に
防

衛
的
・
攻
撃
的
に
な
り
や
す
い

か
ら
で
す
。
大
事
な
人
か
ら
、

悲
し
い
・
辛
い
な
ど
の
感
情
が

表
現
さ
れ
る
と
、
自
然
と
共
感

や
反
省
の
気
持
ち
が
起
こ
り
や

す
く
な
る
の
で
す
。

　
あ
る
意
味
自
分
の
弱
さ
や
脆

さ
を
示
す
よ
う
な
感
情
を
相
手

に
伝
え
る
の
に
は
勇
気
が
い
り

ま
す
。
受
け
入
れ
て
も
ら
え
な

け
れ
ば
自
分
が
傷
つ
い
て
し
ま

う
か
ら
で
す
。
相
手
と
の
関
係

が
近
い
ほ
ど
そ
の
傾
向
は
強
い

で
し
ょ
う
。
そ
の
よ
う
な
親
密

な
関
係
の
中
で
起
こ
る
強
い
怒

り
の
感
情
の
裏
に
は
、
必
ず
と

い
っ
て
よ
い
ほ
ど
相
手
に
理

解
・
受
容
さ
れ
な
い
悲
し
み
や

傷
つ
き
が
あ
る
も
の
で
す
。
そ

ん
な
自
分
の
中
の
隠
れ
た
感
情

に
目
を
向
け
る
の
も
大
切
で

す
。
大
事
な
人
に
思
い
切
っ
て

自
分
の
脆
い
気
持
ち
を
伝
え
る

こ
と
で
互
い
に
分
か
り
合
え
、

よ
り
近
い
関
係
に
な
る
こ
と
に

も
つ
な
が
り
ま
す
。。
ぜ
ひ
お

試
し
く
だ
さ
い
。
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今
年
５
月
に
行
わ
れ
た
日
本

パ
レ
ー
ド
の
第
２
回
目
と
な
る

イ
ベ
ン
ト
﹁
ジ
ャ
パ
ン
パ
レ
ー

ド
﹂
と
﹁
ジ
ャ
パ
ン
ス
ト
リ
ー

ト
フ
ェ
ア
﹂
が
来
年
５
月
13
日

︵
土
︶
に
開
催
さ
れ
る
こ
と
が

決
定
し
た
が
︵
本
紙
11
月
５
日

貴
方
︶、
主
催
者
が
現
在
協
賛

や
寄
付
を
募
っ
て
い
る
。

　
今
年
の
パ
レ
ー
ド
に
は
85
組

約
２
４
０
０
人
が
参
加
。
踊
り

や
武
道
、
着
物
な
ど
日
本
文
化

の
団
体
か
ら
、
Ｎ
Ｙ
Ｐ
Ｄ
の
マ

ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
、
ア
ン
チ
ア

ジ
ア
ン
ヘ
イ
ト
関
連
団
体
ま

で
、
さ
ま
ざ
ま
な
参
加
者
が
セ

ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
ウ
エ
ス
ト
を

練
り
歩
い
た
。
神
輿
3
基
が
祭

り
ム
ー
ド
を
盛
り
上
げ
、
日
本

か
ら
の
特
別
ゲ
ス
ト
﹁
美
少
女

戦
士
セ
ー
ラ
ー
ム
ー
ン
﹂に
は
、

沿
道
に
詰
め
か
け
た
2
万
人
超

の
観
衆
が
大
き
な
声
援
を
送
っ

た
。
69
丁
目
で
同
時
開
催
さ
れ

た
﹁
ジ
ャ
パ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
フ

ェ
ア
﹂
で
は
和
食
や
お
茶
の
屋

台
に
長
蛇
が
で
き
る
盛
況
だ
っ

た
。 

　
来
年
開
催
予
定
の
ジ
ャ
パ
ン

パ
レ
ー
ド
は
、
ジ
ャ
パ
ン
デ

ー
・
イ
ン
ク
︵
現
名
誉
会
長
・

森
美
樹
夫 

在
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

日
本
国
総
領
事
・
大
使
、
現
会

長
・
魚
返
大
輔 

ト
ウ
キ
ョ
ウ
・

マ
リ
ン
・
ア
メ
リ
カ
社
長
兼
Ｃ

Ｅ
Ｏ
︶
の
主
催
。
同
団
体
は
、

日
米
交
流
、
Ｎ
Ｙ
へ
の
感
謝
の

表
意
、
日
系
社
会
の
連
帯
強
化

を
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
、
07
年
か

ら
﹁
ジ
ャ
パ
ン
デ
ー
＠
セ
ン
ト

ラ
ル
パ
ー
ク
﹂
を
開
催
し
て
き

た
。
現
在
協
賛
・
寄
付
な
ど
支

援
を
募
っ
て
い
る
。
問
い
合

わ
せ
は
Ｅ
メ
ー
ルparade@

gorgeousentertainm
ent.

com

ま
で
。

ジャパン・パレード

協賛・寄付を募集中

来年５月に開催
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今
年
も
あ
っ
と
い
う
間
に
12

月
、
２
０
２
２
年
は
ど
ん
な
一

年
で
し
た
か
？
　
待
ち
に
待
っ

た
日
本
一
時
帰
国
を
さ
れ
た
方

や
、
ア
メ
リ
カ
国
内
旅
行
や
海

外
旅
行
に
行
か
れ
た
方
も
多
い

か
と
思
い
ま
す
。
連
休
が
多
い

ホ
リ
デ
ー
シ
ー
ズ
ン
は
次
の
旅

行
計
画
を
始
め
る
チ
ャ
ン
ス
！

今
回
は
気
軽
に
行
け
る
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
発
の
お
す
す
め
バ
ス
ツ

ア
ー
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

１ 

四
季
折
々
の
表
情
を
見
せ

る
﹁
ナ
イ
ア
ガ
ラ
の
滝
﹂

　
ア
メ
リ
カ
と
カ
ナ
ダ
の
国
境

に
位
置
す
る
東
海
岸
定
番
の
観

光
ス
ポ
ッ
ト
﹁
ナ
イ
ア
ガ
ラ
の

滝
﹂
。
夏
は
絶
景
の
中
に
放
た

れ
る
花
火
大
会
が
開
催
さ
れ
、

遊
覧
船
で
は
大
迫
力
の
滝
を
間

近
に
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
側
か
ら
出
発
す
る
霧

の
乙
女
号
︵
通
常
5
月
上
旬
か

ら
10
月
下
旬
ま
で
︶
の
場
合
は

国
内
と
な
り
ま
す
の
で
、
ビ
ザ

の
心
配
も
な
く
よ
り
気
軽
に
行

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

冬
は
滝
の
裏
側
の
ト
ン
ネ
ル
か

ら
滝
を
間
近
に
見
る
こ
と
が
で

き
、
白
銀
の
世
界
に
包
ま
れ
た

ナ
イ
ア
ガ
ラ
の
滝
は
、
冬
に
行

っ
た
方
し
か
見
る
こ
と
が
で
き

な
い
絶
景
と
な
り
ま
す
。

　
付
近
の
バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー
空
港

を
利
用
し
フ
ラ
イ
ト
で
訪
れ
る

こ
と
も
で
き
ま
す
が
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
市
内
発
の
バ
ス
ツ
ア
ー

は
現
地
で
宿
泊
す
る
1
泊
2
日

の
ツ
ア
ー
が
人
気
で
、
夜
の
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
幻
想
的
な

ナ
イ
ア
ガ
ラ
の
滝
も
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
ツ
ア
ー
に
よ
っ
て
は
道
中
に

あ
る
巨
大
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
モ
ー

ル
に
も
立
ち
寄
る
の
で
、
観
光

か
ら
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
ま
で
バ
ス

ツ
ア
ー
な
ら
で
は
の
楽
し
み
方

が
で
き
、
一
人
旅
に
も
お
す
す

め
で
す
。

２ 

ア
メ
リ
カ
の
歴
史
を
巡
る

﹁
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
﹂

　
ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア
州
最
大
で

ア
メ
リ
カ
初
の
世
界
遺
産
都
市

﹁
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
﹂。
独
立

宣
言
と
憲
法
が
採
択
さ
れ
た
場

所
と
し
て
﹁
ア
メ
リ
カ
誕
生
の

地
﹂
と
も
呼
ば
れ
、
ア
メ
リ
カ

革
命
の
歴
史
を
感
じ
る
こ
と
が

で
き
る
ス
ポ
ッ
ト
が
多
く
存
在

し
ま
す
。

　
バ
ス
ツ
ア
ー
は
特
に
日
帰
り

と
1
泊
2
日
が
人
気
で
、
日
帰

り
ツ
ア
ー
で
は
ま
ず
ア
メ
リ
カ

の
自
由
の
シ
ン
ボ
ル
の
一
つ

﹁
自
由
の
鐘
﹂や﹁
独
立
記
念
館
﹂

を
見
学
し
、
ア
メ
リ
カ
最
古
の

住
宅
街
と
言
わ
れ
る
﹁
エ
ル
フ

レ
ス
小
路
﹂
を
散
策
、
旧
市
街

地
と
映
画
﹁
ロ
ッ
キ
ー
﹂
で
お

馴
染
み
の
﹁
ロ
ッ
キ
ー
ス
テ
ッ

プ
﹂
を
巡
り
、
ラ
ン
カ
ス
タ
ー

郡
に
あ
る
ア
ー
ミ
ッ
シ
ュ
村
へ

向
か
い
ま
す
。

　
ア
ー
ミ
ッ
シ
ュ
村
に
は
未
だ

に
近
代
文
明
と
利
器
を
一
切
使

わ
な
い
生
活
を
大
切
に
営
む

人
々
が
暮
ら
し
て
お
り
、
馬
車

に
乗
っ
て
田
園
を
巡
り
、
先
祖

の
移
民
当
時
の
生
活
様
式
を
守

っ
て
生
活
す
る
現
代
の
ア
ー
ミ

ッ
シ
ュ
の
文
化
を
間
近
に
体
験

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
1
泊

2
日
の
ツ
ア
ー
で
は
ワ
シ
ン
ト

ン
Ｄ
Ｃ
に
宿
泊
し
、
翌
日
は
ワ

シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
市
内
を
観
光
し

ま
す
。

　
日
帰
り
・
1
泊
2
日
と
も
に

日
本
語
ス
タ
ッ
フ
が
同
行
す
る

ツ
ア
ー
も
あ
る
の
で
、
英
語
が

苦
手
な
方
も
気
軽
に
参
加
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

３
一
度
は
行
き
た
い
首
都
﹁
ワ

シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
﹂

　
毎
年
春
に
全
米
桜
祭
り
が
開

催
さ
れ
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ

る
﹁
ワ
シ
ン
ト
ンD

.C
.

﹂。
ホ

ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
が
あ
る
こ
と
で

有
名
で
す
が
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

市
内
発
の
バ
ス
ツ
ア
ー
は
特
に

日
帰
り
ツ
ア
ー
が
人
気
で
、
美

し
い
庭
園
と
樹
木
園
に
出
迎
え

ら
れ
る
﹁
ア
ー
リ
ン
ト
ン
国
立

墓
地
﹂
や
ア
メ
リ
カ
政
治
の
中

枢
﹁
国
会
議
事
堂
﹂、
ア
メ
リ

カ
を
代
表
す
る
科
学
や
産
業
、

技
術
、
芸
術
、
自
然
史
の
博
物

館
が
集
ま
る
﹁
ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン

博
物
館
﹂、﹁
リ
ン
カ
ー
ン
記
念

堂
﹂
な
ど
に
立
ち
寄
り
ま
す
。

　
気
軽
に
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
価

格
で
行
く
こ
と
が
で
き
、
日
本

語
ス
タ
ッ
フ
が
同
行
す
る
ツ
ア

ー
な
ら
複
雑
な
歴
史
も
日
本
語

で
安
心
し
て
理
解
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
道
中
は
ニ
ュ
ー
ジ

ャ
ー
ジ
ー
や
デ
ラ
ウ
ェ
ア
、
メ

リ
ー
ラ
ン
ド
な
ど
東
部
の
代
表

的
な
州
を
通
る
た
め
、
車
窓
か

ら
の
景
色
も
楽
し
む
こ
と
も
で

き
ま
す
。

４ 

現
代
と
古
風
が
共
存
す
る

街
﹁
ボ
ス
ト
ン
﹂

　
世
界
で
最
も
有
名
な
大
学
の

一
つ
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
が
あ

る
﹁
ボ
ス
ト
ン
﹂。
一
流
大
学

が
立
ち
並
び
学
生
の
街
と
し
て

も
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
食
や

文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
、
建
築
な
ど

幅
広
い
魅
力
の
詰
ま
っ
た
土
地

と
し
て
、
東
海
岸
の
外
せ
な
い

観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
一
つ
で
す
。

中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
感
じ
る
街

並
み
か
ら
近
代
的
建
造
物
、
シ

ー
フ
ー
ド
ま
で
、
ボ
ス
ト
ン
の

さ
ま
ざ
ま
な
表
情
を
満
喫
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
日
帰
り
バ
ス
ツ
ア
ー
で
は
、

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
あ
る
ケ
ン

ブ
リ
ッ
ジ
を
は
じ
め
、
ア
メ
リ

カ
の
最
も
重
要
な
歴
史
的
建
築

物
に
常
に
ラ
ン
ク
イ
ン
す
る

﹁
ト
リ
ニ
テ
ィ
教
会
﹂
の
あ
る

コ
プ
リ
ー
広
場
、
フ
リ
ー
ダ
ム

ト
レ
イ
ル
に
沿
っ
て
ア
メ
リ
カ

最
古
の
都
市
公
園
﹁
ボ
ス
ト
ン

コ
モ
ン
公
園
﹂
を
散
策
し
、
チ

ャ
ー
ル
ズ
タ
ウ
ン
の
港
と
軍
艦

コ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
シ
ョ
ン
号

も
訪
れ
ま
す
。
昼
食
で
は
世
界

的
に
有
名
な
ク
ラ
ム
チ
ャ
ウ
ダ

ー
や
ロ
ブ
ス
タ
ー
ロ
ー
ル
を
堪

能
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
日
帰
り
〜
1
泊
2
日
で
意
外

と
短
時
間
で
行
け
る
気
軽
な
バ

ス
ツ
ア
ー
。
そ
の
他
に
も
ロ
サ

ン
ゼ
ル
ス
や
ラ
ス
ベ
ガ
ス
な
ど

各
都
市
発
の
バ
ス
ツ
ア
ー
も
あ

る
の
で
、
旅
行
先
の
バ
ス
ツ
ア

ー
で
一
気
に
観
光
地
を
巡
る
の

も
お
す
す
め
で
す
。
２
０
２
３

年
の
旅
行
計
画
、
ま
ず
は
お
手

軽
バ
ス
ツ
ア
ー
か
ら
始
め
て
み

ま
せ
ん
か
？

旅
行
会
社 

ア
ム
ネ
ッ
ト 

バ
ケ
ー
シ
ョ
ン
／

テ
ー
マ
パ
ー
ク
デ
ス
ク

amnet-usa.com
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気
軽
に
始
め
る
近
郊
旅
行
・
バ
ス
ツ
ア
ー
編

実
は
あ
ん
な
と
こ
ろ
も
こ
ん
な
と
こ
ろ
も
バ
ス
で
行
け
る
！

 第 449 回

　
去
る
11
月
16
日
か
ら
18
日
ま

で
、
高
知
市
で
第
70
回
全
国
博

物
館
大
会
が
開
催
さ
れ
、
全
国

の
博
物
館
関
係
者
、
お
よ
そ

２
５
０
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

昨
年
北
海
道
で
開
催
さ
れ
た
第

69
回
大
会
で
は
、
収
蔵
庫
不
足

の
問
題
が
議
論
さ
れ
、
北
海
道

で
は
廃
校
に
な
っ
た
旧
校
舎
を

活
用
し
て
収
蔵
庫
に
し
て
い
る

例
が
多
い
も
の
の
、
い
ず
れ
も

劣
悪
な
環
境
に
あ
り
、
よ
り
暖

か
い
地
域
で
は
カ
ビ
や
虫
害
の

被
害
も
著
し
く
、﹁
２
０
２
０

年
代
は
収
蔵
庫
の
時
代
﹂
で
あ

る
と
の
発
言
も
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
問
題
は
国
際
的
に
も
大
き

な
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
Ｉ
Ｃ

Ｏ
Ｍ
︵
国
際
博
物
館
会
議
︶
に

お
い
て
も
、
２
０
１
９
年
9
月

に
開
催
さ
れ
た
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
京
都

大
会
で
﹁
世
界
中
の
収
蔵
庫
の

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
保
護
と
活
用

に
向
け
た
方
策
︵M

easures 
to safeguard and enhance 
collection

s in
 storage 

throughout the w
orld

︶﹂

が
大
会
決
議
の
一
つ
と
し
て
採

択
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
大
会
で
も
、
越
知
町
立
横

倉
山
自
然
の
森
博
物
館
の
谷
地

森
秀
二
学
芸
員
が
、
高
知
県
内

で
個
人
な
ど
が
管
理
し
て
い
る

生
き
物
の
標
本
や
剥
製
の
保
存

状
態
に
つ
い
て
の
調
査
結
果
を

報
告
し
ま
し
た
。
同
館
は
県
内

唯
一
の
安
藤
忠
雄
氏
の
建
築
で

あ
る
こ
と
が
喧
伝
さ
れ
る
こ
と

が
多
い
の
で
す
が
、
大
事
な
の

は
建
物
で
は
な
く
、
展
示
と
研

究
、
そ
し
て
収
蔵
庫
で
す
。

　
谷
地
森
学
芸
員
は
、
県
内
で

は
１
３
２
の
個
人
や
団
体
が
生

き
物
の
標
本
や
剥
製
を
所
有
し

て
お
り
、
そ
の
う
ち
4
割
近
く

に
当
た
る
48
の
個
人
や
団
体

が
、
所
有
者
の
高
齢
化
や
収
蔵

場
所
の
老
朽
化
な
ど
で
10
年
以

内
に
手
放
さ
ざ
る
を
得
な
い
状

況
に
あ
る
と
述
べ
ま
し
た
。
維

持
で
き
な
い
理
由
と
し
て
は
、

所
有
者
の
高
齢
化
、
保
管
場
所

の
維
持
が
困
難
、
容
器
の
劣
化
、

適
切
な
保
管
管
理
知
識
を
有
す

る
人
材
の
不
足
な
ど
で
す
。
調

査
し
た
標
本
の
保
存
方
法
の
多

く
は
乾
燥
標
本
ま
た
は
液
浸
標

本
で
す
が
、
い
ず
れ
の
形
態
で

も
保
存
に
は
紫
外
線
や
温
度
の

対
策
が
必
要
で
、
更
に
乾
燥
標

本
の
場
合
は
湿
度
・
カ
ビ
・
虫

害
の
対
策
が
必
要
と
な
り
ま

す
。﹁
高
知
県
が
県
立
自
然
史

博
物
館
的
な
施
設
を
設
置
し
た

場
合
の
協
力
の
意
思
の
有
無
﹂

に
つ
い
て
は
、
多
様
な
生
物
分

野
の
標
本
が
寄
贈
、
寄
託
及
び

随
時
貸
出
な
ど
で
多
く
の
方
か

ら
の
協
力
が
見
込
ま
れ
る
こ
と

が
分
か
っ
た
そ
う
で
す
。
高
知

県
で
は
、
廃
校
な
ど
公
共
施
設

を
活
用
し
た
標
本
や
剥
製
の
保

管
場
所
の
確
保
に
向
け
て
、
準

備
を
進
め
て
い
る
と
の
こ
と
で

す
が
、
県
立
自
然
史
系
博
物
館

が
設
置
さ
れ
て
い
な
い
県
が
多

い
中
で
、
今
後
の
取
組
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

　
昨
年
、
栃
木
県
立
博
物
館

の
新
収
蔵
庫
が
運
用
を
開
始

し
、
今
年
10
月
に
は
兵
庫
県

立
人
と
自
然
の
博
物
館
が

展
示
機
能
を
備
え
た
新
収
蔵

庫
﹁
コ
レ
ク
シ
ョ
ナ
リ
ウ
ム

︵Collectionarium

／
コ
レ
ク

シ
ョ
ナ
リ
ウ
ム 

＝ collection

︵
標
本
︶
＋arium

︵
ま
つ
わ

る
場
所
︶
を
掛
け
合
わ
せ
た
造

語
︶
が
運
用
を
開
始
し
て
お
り
、

機
運
は
少
し
ず
つ
高
ま
っ
て
い

る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
が
、
多

く
の
自
治
体
に
と
っ
て
は
予
算

の
確
保
も
容
易
で
な
い
中
、
新

た
に
収
蔵
庫
を
建
設
す
る
こ
と

は
ま
だ
ま
だ
長
期
的
課
題
で
あ

る
の
が
実
態
で
し
ょ
う
。
引
き

続
き
こ
の
問
題
の
解
決
に
取
り

組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。

︵
文
・
栗
原
祐
司 

京
都
国
立
博

物
館
副
館
長
︶

収蔵庫問題を

考える

https://nyseikatsu.com/gallery/
https://www.amnet.jp/
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～個別相談実績１００件以上　日本に帰国してアクティブアダルトライフを～ 
日本への帰国をサポート「FURUSATO PROJECT」

FURUSATO PROJECT
無料会員の特典

活動/サポート内容

サポート実績

FURUSATO PROJECT
有料会員の特典

無料/有料会員申込のお問い合わせ、日本帰国支援についてのご相談は下記のNY支部までメールにてご連絡ください。

・日本帰国に有益な情報が月1回メルマガ（無料会員版）
で届く

・セミナー情報の案内が優先的に届く

・お悩みに対してNY相談窓口が対応

・ニューヨークでの現地情報を知れる

・日本本帰国サポート

・日本一時帰国サポート

・オンライン日本帰国準備
コンサルティングサポート

・各プロフェッショナルご
紹介（米国公認会計士、
ファイナンシャルプラン
ナーなど）

・オンライン日本帰国セミ
ナー

・オンライン個別相談

・有料会員向けコンテンツ
配信（メルマガ、シーク
レットセミナー等）

・個別相談件数１００件
以上

・日本完全帰国、日本一時
帰国、米国公認会計士や
ファイナンシャルプラン
ナーによるお金や税務の
サポート、健康個別サ
ポートその他多数の実績

・ＮＹ、ＮＪ、ボストン、
ＬＡで現地セミナー開催
（参加者合計２００名
以上）

無料会員の特典をさらにパワーアップした、有料会員限定
の特典です。

・有料会員限定の日本帰国に有益な情報が月1回メルマガ
で届く

・LINEグループのオンラインコミュニティ（有料会員の
方同士でオンライン、オフラインで繋がれる）

・セミナーの優先案内と優先申込

・ワークショップセミナーに参加できなかった方に後日
セミナーの動画配信

・有料会員限定のイベントに参加

・FURUSATO PROJECT支援サービスを特別価格にてご
提供

・少人数制のシークレットセミナーの参加費無料（一般
参加は２０００円）

・上記に加え、無料コミュニティの特典も全て受けられ
ます。

・会費：月１６５０円（税込）

NY 支部：FURUSATO PORJCT NY 事務局相談窓口 hisamatsu@nyseikatsu.com　NY 事務局窓口担当／週刊 NY 生活　業務責任者・社長　久松　茂
＜運営＞一般社団法人 NEXT GENERATION　■東京本部：FURUSATO PROJECT 事務局

　﹁
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
﹂
を
発
行
す
る
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
生
活
プ
レ
ス
社
が
窓
口
と
な
っ

て
２
０
２
０
年
末
に
立
ち
上
げ
た
、
日

本
帰
国
支
援
サ
ー
ビ
ス
﹁FU

RU
SA

T
O

 
PRO

JECT

﹂
の 

Ｎ
Ｙ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で

す
が
、
お
陰
様
で
こ
の
１
年
で
約
１
０
０

名
が
参
加
頂
け
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
は
、﹁
ア
ク
テ

ィ
ブ
ア
ダ
ル
ト
ラ
イ
フ
﹂
を
テ
ー
マ
と
し
、

こ
れ
か
ら
の
シ
ニ
ア
ラ
イ
フ
を
ど
の
よ
う

に
過
ご
し
て
い
く
の
か
。
日
本
へ
の
帰
国

を
考
え
た
り
、
悩
ん
で
い
る
方
々
に
対
し

て
、﹁
お
金
・
健
康
・
生
活
・
人
間
関
係
﹂

の
4
つ
の
ポ
イ
ン
ト
に
し
て
、
一
緒
に
悩

み
を
解
決
し
て
い
く
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
を
毎
月
開
催
し
て

き
ま
し
た
。

　
私
た
ち
の
考
え
る
﹁
ア
ク
テ
ィ
ブ
ア
ダ

ル
ト
ラ
イ
フ
﹂
は
、﹁
自
分
の
強
み
を
活

か
し
て
社
会
に
貢
献
す
る
エ
ル
ダ
ー
﹂
と

定
義
し
て
い
ま
す
。
日
本
へ
帰
国
し
た
後
、

皆
さ
ん
の
こ
れ
ま
で
の
経
験
や
知
識
、
強

み
を
活
か
し
て
、
日
本
を
、
そ
し
て
日
本

の
若
者
を
一
緒
に
元
気
に
し
た
い
!!
そ

う
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
で
世

界
が
一
変
し
ま
し
た
。
い
つ
何
が
起
こ
る

か
分
か
ら
な
い
と
実
感
し
た
か
ら
こ
そ
、

今
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
を
主
体
的
に
生
き

て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
教
え
て
く
れ
て

い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
一
緒
に
ア
ク
テ

ィ
ブ
ア
ダ
ル
ト
ラ
イ
フ
を
築
き
、
人
生
よ

り
幸
せ
に
歩
ん
で
い
き
ま
せ
ん
か
？

　
次
の
よ
う
な
悩
み
を
お
持
ち
の
方
は
、

是
非
Ｎ
Ｙ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
ご
参
加
下
さ

い
。
ま
た
、
将
来
の
参
考
に
し
た
い
と
い

う
現
役
世
代
の
方
の
参
加
も
歓
迎
し
ま

す
。

☑
日
本
へ
の
帰
国
を
考
え
て
い
て
、
何

か
ら
始
め
て
良
い
か
分
か
ら
な
い
。

☑
日
本
へ
帰
国
を
考
え
て
い
る
け
ど
、

日
本
の
情
報
が
分
か
ら
な
い
。

☑
ア
メ
リ
カ
の
老
後
に
漠
然
と
し
た
不

安
を
抱
え
て
い
る
。

☑
身
寄
り
が
少
な
く
、
同
じ
よ
う
な
境

遇
の
方
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
取
り
た
い
。

☑
日
本
帰
国
を
考
え
て
い

る
け
ど
誰
に
相
談
し
て
良

い
か
分
か
ら
な
い
。

　FU
R

U
SA

T
O

 PR
O

J-
ECT

の
Ｎ
Ｙ
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
が
、
あ
な
た
に
と
っ
て

抱
え
て
い
る
悩
み
の
解
決

に
繋
が
る
一
歩
を
踏
み
出

せ
る
と
思
い
ま
す
。

　
Ｎ
Ｙ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、

今
後
も
さ
ら
に
特
典
を
充

実
し
、
会
員
の
皆
さ
ま
に

と
っ
て
良
い
も
の
に
な
る

よ
う
に
し
て
い
き
ま
す
。 

ご
友
人
等
で
お
困
り
の
方

が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た

ら
、
是
非
こ
の
Ｎ
Ｙ
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
を
ご
紹
介
く
だ

さ
い
！

　
有
料
・
無
料
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
共
に
、
会

員
へ
の
加
入
は
　
Ｎ
Ｙ
事
務
局
窓
口
担
当
　

久

松

茂
︵hisam

atsu@
nyseikatsu.

com

︶
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。
お
申

し
込
み
の
際
は
、
参
加
希
望
者
の
フ
ル
ネ

ー
ム
︵
日
本
語
表
記
・
英
語
表
記
共
に
︶、

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
、
電
話
番
号
を
明
記
の

う
え
、
有
料
・
無
料
ど
ち
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
に
ご
参
加
希
望
か
も
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。

週刊NY生活 の広告をぜひご活用下さい ! !
それぞれの広告から、広告主のウェブサイト（ウェブサイトがない場合は広告に記載されている連絡先）にリンクが貼られていますので、

ワンクリックでより詳細な情報をゲットでき、大変便利です！

www.nyseikatsu.com

https://america-keitai.com/
mailto:hisamatsu@nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
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https://www.vaccines.gov/



